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はじめに
高等教育機関としての大学のあり方、およびそこでの教員養成のあり方の男直しが進むなか、
教員養成系学部と附属学校園とのかかわりについても、近年、さまざまな形で見直しが図られて
いる。本年2月に国立大学法人評価委員会から出された「国立大学法人の組織及び業務全般の見
直しに関する視点」においては、「附属学校の容在意義の明確化」が挙げられている。また、そ
れをうけて、 3月には、文部科学省から「国立大学附属学校の新たな活用方策に閲する検討とり
まとめ」が出され、学部と附属学校との連携に関する組織運営上の課題が指摘されている。
こうした流れをうけ、本学部においても、今年度から、学部と附属学校園の教員による協議会
（懇談会〉の揚を設け、相互の意思疎通をより深く図ることを目指している。私は、学部と附属
学校園との連携はその基本的な理怠に立ち戻り、
①組織的な共同研究の推進 ②教育実習における連携の強化
こそが、何にちまして優先されるべき内容であると者えている。そのためには、学部・附属学校
園双方が、①②の具体的な揚面において、それぞれの責任を明らかにし、その責任を果たすこと
が求められているのであって、そのことなしには「学部と附属学校園との連携Jは成立しない。
もとより、歴史的にみて研究を本務として発展してきた大学と、日々成長する子どもたちを預
かり教育する責務を負う学校とでは、繕成員の者え万や組織の文化に相違があって当然である。
しかしその相遣をプラスの方向に転じることができれば、双方の構成員にとっても、また組織が
社会に対して負う役割や機能の強化の面でも、大きなメリットになることは間違いないことであ
る。
富山大学人間発達科学部と附属学校園の共同研究プロジェクトは、学部と附属学校園との連携
のうち、「組織的な共同研究の推進」のひとつの形として、平成20年度で9年目を迎えた。平
成20年度は、グループ研究を中山として活動レた。グループ研究とは、追究したいテーマを学
部教員が附属学校教員に、また附属学校教員が学部教員に、それぞれ自由に投げかけ、メンバー
を募集し、年聞を通してそのテーマを実践的に追究するもので、合計11グループが活動した。
それぞれの教員の発案になるすぐれた教育実践と、それに苅する真警な検討が中I~＼となっているo
この報告書が、今後の教育実銭のヒントとなれば幸いである。併せて、この報告書、並びに共同
研究プロジェクトに苅する忌惇のないご意見をたまわることができれば幸甚である。
平成21年12月 富山大学人間発達科学部
副学部長〈附属学校連携担当〉・附属学校運営委員会委員
米田猛
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今年度のプロジェクトの概要
( 1）プロジェクトの実施体制
学部と附属学校園の共同研究プロジェクトは、今年度ち昨年度に引き続き、学部に設置
されている附属学校運営委員会の所管事業として実施された。また、問委員会のもとにプ
ロジ工クト推進のためのワーキング・グループが設置され、企画・運営lこ当たったo
(2）プロジェクトの内容
今年度は、①グループ研究、②研究交流という2つの柱でプロジ工クトを進めた。昨年
度2回実施しだ共同研修会は、目的ゃあり方をもう一度検討するため、本年度の実施は見
送ったo グループ研究については、昨年度と同様、自発的な研究を広く募るために、条件
を緩和し、 2校園以上の参加があればグループを組めることとしだ。グループ研究の概要
は、以下の表に示すとおりである。研究交流については、従来どおり、附属学校園間で随
時行われた。
グループ名 研究内容 代表者
社会科教育 楽しく分かる社会科の浸業づくりについて考える。 岡崎誠司（学部〉
算数・数学教育 小・中学校での侵業実践や協議会を通して、数学的 京角輝彦〈附属
な見方や考え方を育てる指導の在り方について追究 中〉
する。
理科教育 理科の授業実践について、テーマを決めて、単元構 松本謙一〈学部）
想を行い、実際の授業を通して、検証する。
生活・総合 幼稚園〈生活単元学習〉・小学校〈生活・総合）の 久保田真功〈学
綬業をビデオに撮り、｝受業分析を行いながら、支援 部〉
のあり方を探る。
国際理解教育 国際理解教育について者える。 田尻信萱〈学部〉
情報教育 情報活用環境の改善、教員の情報活用能力の向上を 小川亮（学部〉
図る。
先蹴研究の教育 先蹴研究の題材を学校現場に即して教材化し、実際 林衛（学部〉
利用 に活用してその苅果を実証する。
栽培体験・学習 農揚での作物の栽培を題材として、体験的学習の特 高橋満彦〈学部〉
徴や課題について理解を深め、組みたて方や進め方
を探究する。
グループ名 研究内容 代表者
学校教育相談 児童生徒に対するストレスマネジメント教育につい 下回芳幸〈学部〉
て考える。
幼小連携 幼小連携について蓄える。 小林真〈学部〉
交流 交流学習のなかで子どもの課題にどう取り組むかを 水内豊和〈学部〉
探る。
＊なお、先錨研究の教育利用グループ、幼小連第グループについては諸般の事情により活動を進めるこ
とができなかったため、グループ研究の報告は掲載されていない。
(3）ワーキング・グループ会議
第1回 6月13日（金〉
第2回 11月13日〈木〉
(4）運営組織
・今年度の概要の確認 （持ち回り〉
－来年度のプロジェクトのあり方の検討
－報告書のあり方の検討
①附属学校運営委員会（平成21年3月31日現在〉
－学部 佐藤幸男〈学部長〉、北村潔和〈附属人間発達科学研究実践総合
センター長〉、堀田朋基〈教務委員長〉、松本謙一〈発達教育学
科長〉、根岸芳行〈人間環境システム学科長〉、野平慎二
・附属幼稚園 黒羽正見〈園長〉、川原令子〈副園長〉
－附属小学校 神川康子（校長〉、長原好成〈副校長〉
・附属中学校 大森克史〈校長）、鎌仲徹也〈副校長〉
・附属特別支援学校橋爪和夫〈校長〉、佐藤美和子〈副校長〉
②ワーキング・グループ
－学部 北村潔和、田尻信室、野平慎二〈長〉、水内豊和
－附属幼稚園
・附属小学校
．附属中学校
吉田真春美
.）華柿教淳
横野誉子
・附属特別支援学校野原案年
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グループ研究
社会科教育グループ
「おもしろい社会科授業Jの創造（3)
人間発達科学部 岡崎誠司
附属小学校 松浦倍・阿久津理・松井昌美
附属中学校 山田智子・堀内和直
1 .研究の目的と方法
一昨年度、この共同研究プロジェクトでは、公開された社会科慢業の観察・批評を通し
て、あるべき社会科綬業の姿を探求してきた。その結果、「資料としての客観性」「学習
内容の明確化」が課題として残された。そして、昨年度は、これらの課題を解決するべく、
「資料活用能力とは伺か」「思考力とは伺か」に焦点を当てて探求することにより、有る
べき社会科侵業の姿を明らかにしていつだ。だだレ、観怠的な研究では擾業実践に結びつ
けることに困難を伴うため、評価問題の検討を通して、上記の聞いに答えていこうとレた。
その結果、資料活用能力・思考判断の能力について、ある程度の共通認識を得ることはで
きだが、めざしていだ具体的・個別的かつ実証的な研究としては物足りなさを残した。な
ぜなら評価問題とそれに関わる理念は明らかになったが、実践した擾業との関わりがみえ
にくかったからであるo そこで、本年度は以下のような研究目的と方法を設定し、共同研
究プロジ工クトを進めることにした。
( 1 ）研究の目的
授業実践の事実を明らかにし、実践後実施した評価問題を検討することを通して、資料
活用能力・思考力など学力についての警察を深める。
(2）研究の方法
各会合での提案奮を決め、提案する評価問題は評価に至る過程での援業内容と合わせて
提案し、それぞれ協議する。そうして、「おもしろい社会科擾業の条件」すなわち社会科
学力の定義仮説を探求する。具体的な提案者は以下の通り。
第1回共同研究プロジ工クト（7月〉 研究の目的と方法の検討・研究計画案の検討
第2固共同研究プロジェクト（8月〉 評価問題の検討：阿久津理・堀内和直
第3回共同研究プロジェクト（IO月〉評価問題の検討：松井昌美・山田 智子
第4回共同研究プロジェクト（12月〉評価問題の検討：松浦悟・岡崎誠司
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3固にわたって実施した評価問題の検討は、附属小学校の実践と評価問題、附属中学校
の実践と評価問題というように組み合わせた。これにより、小学校と中学校での発達段階
の遣い、めざすべき学力の遣いを明確にしようとしたのである。なお、検討会の提案にお
いては、昨年度同様、評価問題の実物はもちろん、評価範囲・評価問題作成の意図・評価
基準を明らかにするよう努めた。それぞれについて以下に確認しておこう。
く評価範囲〉
具体例として提示した評価問題は、「実際の侵業でどのような学習範囲に該当するのか」
を明示することにした。必要があれば、険討会において教科書の該当ページのコピーを配
布した。
〈評価問題作成の意図〉
「なぜこのような評価問題が作成されるのか」意図を明示することによって、評価問題
が適切なものかどうか議論を深めた。ここでは、作成者の学力観や学習指導要領の解釈が
検討されることになる。
〈評価基準〉
個別的個性的な綬業であれば、評価問題に苅する評価基準は、やはり個別的個性的にな
らざるを得ない。これを作成蓄が明らかにすることで、学年に応じた発達段階の仮説を設
定できるだろう。
以上の手順・観点で進めてきた共同研究プロジェクトをまとめるに当たり、一定の結論
を出すことはしていない。本プロジェクトの最大の目的は、メンバ一一人ひとりの教師と
しての力量形成にある。したがって、一人ひとりがどのような実践を積み、どのような学
力観に至ったのかを大切にしたいと考えているからであるo そこで、基本的には、全員が
執筆することにして、単元の実践概要・評価問題・成果と課題を全員書くことにしつつ、
具体的内容については自由記述とした。そのような過程を経て、本プロジェクトは、さら
に数年かけて、この研究を進め、成果を挙げることをめざしている。
小学校ち中学校もともに新しい学習指導要領が告示され、いよいよ綬業改善は待ったな
しの状況となっているo 富山県教育界の中核的容在である附属小中学校は、公開媛業研究
会や小学校教育研究会・中学校教育研究会の研究推進校として大きな役割を担っているo
本研究プロジェクトが、構成員にとって有効な研究ステップとなる一歩であると信じてい
る。
（岡崎誠司〉
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2 小学校第3学年「思考判断能力」を育成する授業概要と評価問題
( 1 ）単元「せんぺいづくりの仕事Jの実践概要
① 教材について
本実践では、下記の全体計画のように「白エピ煎餅の人気の秘密は伺だろう？」という
学習課題を設定し、学習を行った。この学習問題を追求していくことで、子供たちは、地
元の原材料を使用していることに目を向け、「富山県は、米や水が豊富で、富山湾という
海の幸に恵まれた揚所であること」を知っていく。 また、人気の秘密を探るために工揚を
見学する。そして、見学で得られた事実をちとにおEいの見方や蓄え方を出し合うことで、
下記の教材構造図に概念的な知識として位置づけられる 「富山市の生産に携わる人々が安
全、安1ei1で高品質という他社にない煎餅を作るために工夫や努力をし、それらが消費者に
受け入れられていること」ち学んでいくことができると考えた。
［全体計画〕 〔教材構造図〕
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／ 
原料などに秘密があるのでは」という発
言から、試食を行つだ。おいしさを感じ
たり、包み紙を観察したりすることを通
して調べるための観点が挙がってきた。
そこで「人気二おいしさ」であるとおき、
「白工ピ」「やく人」「水」といった子供
たちの追究の観点をもとに1っすつ確か
めていくことにした。
白工ピについては、 富山湾の資料を
ちとにして富山湾でしか加工用に水揚
げされていないことを見つけた。水に
ついては、立山の水がおいしいという
発言から、天然水を飲んだり地図を使
って確かめたりした。また原材料の米
について学習する際には、品質表示で
米〈圏内産〉を確認した後、外国産の
食料の問題を掲載した資料を読み、子
供たちは、「富山の米は富山のおいしい
水をちとにしている。だから信頼でき
る。」と考えていった。
（第5～8時〉煎餅の手焼き体験をし
てきた子供たちの考えをちとに、作り
方にも秘密があるという予想について
考えた。 「手焼きは、／~＼がこもっている
と思うけど、機械で焼いても／~＼がこも
っているのかなあ」という発言から、
話し合いを進め「人がかかわっている
部分に秘密があるのではないかJとい
う予想を立て、見学に行った。
（第9時～13時〉見学後は、自分の
考えをまとめ、煎餅の人気の秘密につ
いて話し合った。日質のよさや生地づ
くりのこだわりや金属探知機による安
全性の確保などに気づいていく姿が見
［第4時〕
同－盟国圃園田E
~芯見；』吋
＝＝±ーーー明~-l-~←~H
〔第6時〕
［工場見学】
られた。学習のまとめとしてこれまで学習したことを ［第9時〕
生かして新商品を考えたり、煎餅の秘密を新聞に書いてまとめだりする学習を行った。
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(2）評価問題
教材構造図を基に、学習した知識のどの知識を問うかを明確にして問題を作成した。問
題と教材構造図との関連は以下の通りである。
【知識理解】
問題番号（1）①A ②B ③C ④E ⑤ 酬の他蹴などとのかかわり
(2）①B ②D ③G ④J 
⑤園内の他地域などとのかかわり
(3）①8 （富山の地形〉②c（富山の地形〉③D C富山の地形〉
【思考・判断】
(4）①H・N ②0・P(F)
【技能・表現】
(4）③（5）① 資料の読み取り〈棒グラフの見方：既習〉 ② Q 
【関I~＼ •意欲】
(6）関山・意欲 K・M 〈思考・判断とも関連〉
思考判断力をみる問題においては、子供たち力T学習して見つけた事実をもとに考え、よりよい
決定をくだせるか否かを見ること力悩要である。そこで問題文（4）では「この工場では、～で
す」という事実を掲載して警えられるようにしだ。事実力t読み取れる文章から白工ピ肩掛の工湯
で学習した知識を活用して、答えられるかどうかを見るだめである。また知識の活用という点か
ら、援業で吸った白工ピ育酬とは8Uのお菓子の工場を取り上げて評価問題を作成した。
3年2組往会軍司 第1~悶のまとめ〈平・ 20年度〉
『せんべいづ〈りのレごとJ
国 門引；｜
(1) 次の間い4こ答えましょう．〈知.Ji) 
① 白エピせんぺいの玄な原りょうは．白エピと水と（あ〉です．
② 白エピは、〈い）でとられて、せんべいの原りょう4こなヲていま
す． T渇所をこたえる
③富山の水の多〈は（う〉から涜れてきている水です．
T場所事こたえる
⑥ 中国のぎょうざ事付んがあったので、外国さんの食べ物ではなし
〈え）の食べ物をえらぶ人がでできました．
⑤ 日の出やせいかは、富山県いがいに（お） ＇こお店がある．
2) 次の文の中で正しい文に
ましょう．
う
（ ）白エピは、目本のいろいろな窃所でとれていて、工場で食ひん
Aこされている．
（ ｝富山の水はおいしいので、ペットボトJt.＇こなってお店で売られ
ている．
（ 〉ぜんぺいを作る工渇では、工場の中があついので、ぼうしをか
ぶってはいもすない．
（ ）せんべいを作る工渇でたくさんのせんぺいを作ることができる
のは、大きな錫械を使っているからです．
（ ｝日の出やぜいかさんぎょうの工場は、ふ〈みつの工舗の阪か仁、
富山市のさんせんヱ場があります．
(3）地図を見て答えなさい－ ~l どイヘ
① 白エピがとれる場所に白エピ ／ ＼ ごt¥;>'I ) 
の絵をかきましょう． i～~~》」ーノヘ入、I...~
②米がとれる制すべてに、み f、ゐ（ 六~~J
どりいろをぬりましょう． k,_人 r ¥ 、し円、＇ -'i \ng：：；；｝~；；m；；~：：；；；i; l l〆心プ一
戸川（f¥1.,/
I 11 川｜川｜
I 11 川｜川｜
(4）教科書を見て答えましょう．（恩・判）
φ おかし工場では、かならずけんさをしています．どうして付んさを
するのでしょうか．りゅうを湾えてかきましょう．
② この工場では、げんりょうを外国からはこんでいます．それはなぜ
でしょうか．あなたのよそうをかきましょう．
【評価問題表】
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③ロに答えをか占はさい．（技・；，！）
rぉfl.じおいしさのひみつ」とは．とんなことでしょう．
磁の中のlJJtlこQr-Rの醤骨をいれましょっ．
?
??
?
?
?
? ? … …??
…
口 口
この工場のl（のせいさλり主う袋容え伯、、ー
；！？！？？？？？？｜副｜
I Ir•:·( A :t・
② よしお〈んの？ラスでは．かまぼこがた〈さん売れているひみつを
間べたあと．工場の人にお将を!ill~に行主ました．次のしつbA，をし
たときに工場長の人はどのようじ答えたでしょうか．工場の人になっ
たつもりでくわしく書きましょう.（，＇／！ ・判）
?．．．．?． ????．．????
(6）めなたが「日の出やせいかの自ヱピせんべい」で一番人の気のひ
みつHr!PづているこJい$せっ閉し置し£う.（悶・貴・.！＂・判】
［評価問題襲】
(3）成果と課題～プロジェクトチームでの協議から～
問題（5）において出題者には、箇条書さで書かせたい内容が3つある。（全体的な変化、
各年度の個別的変化、将来予想〉それにもかかわらす、問題文に明記されていない。また、問
題文の 「たくさんのかまぼこ力明れている」という資料から読み取って子供が判断すべき内容
が表記されており、「分かることを書きましょう」に対して答えにくい状況が作られている。
子供たちの社会科の学力を測るためには、教師の採点基準をもとに、発達段階に応じた出題を
J~＼がけなければならない。
初めて社会科を学i5i子供たちにとって、問題 （4）①のように煎餅工毘で得だ知識を
他のお菓子工場でも活用できるという考えが子供の中にあるかどうかが疑問である。従
って授業の中で煎餅工場で学習しだ知識を一般化する学習が必要ではないだろうか。 19tl
えば、煎餅工揚の学習を終えて、まとめをし、他の工蝿でも言えることを確認するなど、
知識の転移を図る揚が必要であると考える。学習したことを他の事象に応用する力を見
る問題は侵業で意識して行った活用する力をみるために大切であるが、知識を一般化し
たり、授業の中で他の事象に当てはめだりする学習を単元に取り入れたい。
教材構造図の中山概怠である知識Rを問う問題を入れたい。 「安全 ・安J~＼、 高昂質等
消費者二一ズにあつだ工夫」という因果関係を問うだめに、 19tlえば「あなたは、食料品
工場の社長です。工場で昂物を作るときに、どんなことに一番気をつけたいと思います
か」などと判断を促す記述問題を作成すれば、子供の思考判断力をみることができるだ
ろう。思警判断力は、具体的な知識をもとに科学的な事実判断を行い、意志決定を行う
力であると誓える。実践と表裏一体の評価問題の作成が今後の課題である。（阿久津理〉
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3 小学校第4学年「社会的な思考 ・判断力」を育成する；受業概要と評価問題
( 1 ）単元「『水の王国とやま』の水」の実践概要
① 単元について
ここでの評価問題の範囲は、 第4学年の「地域の人々の健康な生活や良好な生活環境
を守るだめの諸活動」という内容である。学習指導要領では、内容（3）に該当する。
飲料水の確保、下水処理の苅策や事業は、次のことを調べ、地域の人々の健康な生
活や良野な生活環境の維持と向上に役立っていることを考えるようにする。
－飲料水の確保や下水処理と自分たちの生活や産業とのかかわり
・飲料水の確保や下水処理の対策や事業は、計画的、協力的に進められていること
富山県は、「水の王国とやま」と呼ばれる。恵まれた自然環境をうまく生かしながら、
よい水をつくり出す地域社会のしくみがあること、そして、その水をうまく利用する地
域社会に暮らす人／マがいること。それらの自然、社会、人々がうまく調和して初めて「水
の王国とやま」になっていくと、教師はとらえている。
子供たちは、日々の生活で不自由なく水を使っている。この学習を通して、恵まれた
水資源を生む富山県の自然環境と、それを生かし安全、安／~＼な水を安定供給する地域社
会の事業や苅策があることをとらえること。さらに、水を利用する自分たちも、「水の
王国とやま」の健全な水循環をつくる地域社会の一員であると気づくこと、よりよい水
の使い方を考え、実践していこうとする／~＼構えをもっていくことを願い、この単元を設
定レた。
② 「水の王国とやま」の切実な課題を見つめていく
富山市の水道水の課題の根底にあるものは、
水道管や浄水揚などの設備の老朽化である。こ
れは、水質の低下を招き、水漏れ、破裂を起こ
すと大きな事故や被害につながる。2007年
1 2月、市内で水道管の水漏れが見つかり、修
理のために断水が行われるなど、老朽化による
被害は避けられない問題となっている。
子供たちは、浄水揚を見学し、 富山県の良質な水を生かレて、安全でおいしい水道水
がつくられていることを知る。レかし、時折蛇口から出てくるサピ水や、昨年の水道管
の取り換え工事、水道管破裂の事故とのずれを感じ、水道水は本当に安全なのかと疑問
をちち始める。水道局の方を招き、自分たちの予想に応えてもらうことで、これまで見
えにくかった飲料水確保や安定供給のための対策や事業を明らかにレていった。
また、「下水処理でも上水道と同じようなことがいえるのだろうかJという予想のもと、
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下水処理の仕組みについても調査を進めていった。このような飲料水の確保、下水処理
の苅策の大単元を通レて、自分たちの健康で良好な生活環境が支えられていることをと
らえていった。
全体計国（全75M）※下水道単元を含む
子供の活動・子供の問題意織 直面 学習の過程の段階
第1次（6M)
0 富山県が「水の王国とやまJといわれる理由を見つける
きれいでおいしIr全国名水百選に11立山の雪解け水、
い水がたくさんllも選ばれている>II森林や川がたく
あるだからだよ 1自慢の水だ 1さんあるからだ
［でも富山市の水道料金が値上げしたのはどうしてだろう？
第2次｛3 3M) 
0 三れからの自分たちの水の使い方について考える
自分たちはどのように水を使っていけばよいのだろう
iお金がかかるから節水したらいいよ］
考えをもっ 3M f氷道菅が古くなっているんだ
考えを話し合う 3M L . さび水が心配だよ
調べたいこととその予想をはっきりさせる 3M 
持水場を見学する 6M l新しい浄水場だl
考えをまとめる 3M ｛お金がかかるんだl
考えを話し合う（本時19.2Q21/33M)
自分の考えを見直し、さらに調べたいことを
はっきりさせる 3M h働く人は、安くて
水道局の人にインタビューする 3M引質の高い水を届け
考えをまとめる 3M μうと工夫や努力
しをしているんだな
自分の考えを話し合う 3M ‘ 
自然環境・環境保｜｜浄水揚・水道局｜｜水利用者の視点
全の視点から 告勝の視点から q静から
恵まれた自然環境｜｜浄水・供給の工｜｜質の高さ
限りある資源 日夫や努力 日（味・安全・量）
（温暖化・災害） 川設備の老朽化 け料金の安さ
i第3次｛27 M) 
※閉じ学習課題で、下水道について学習する : 
: 考え→調査→話し合いを繰り返す : 
i処理水も再利用して大切に使われているんだ！
［ぼくらも水をむだにしない賢い使い方をしなければj
第4次（9M)
0 自分たちのこれからの水の使い方について提案していく
よりよい水の使い方を家族や全校児章に提案しよう
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困問題愈織をもち‘s&Cflに働§
かけ·~ろと寄る隠隠
子供たちからイメージで出て
くるであろう恵まれた自然環境
について、地図や水質データな
どの資料で地形や気候などの確
認し、磁かな事実としてとらえ
られるようにしてし、く。
値上げの事実と f水の使い方
についてjの学習課題は、教師
から提示する2 「水の王国Jとの
ずれを生み、どうしてだろうと
いう問題意識をもちながら、学
習課題を追究していけるように
する。 I 初発の考えを記し
ておき、学習を進める
中で、自分の変容が分
市かるようにする。その
ためのワークシート
の工夫もする。
見学前に、見そきた
いことや質問事項を
挙げ、予怨をもっ時間
をとる。一人一人の着
眼点や問題意識を集
約したものを渡して
おくことで、目的をも
って調査活動ができ
るようにする。
園試行錯銀し診が勾
自分(I)脅え老つ〈叫
土11'Cいる線隠
学級全体で読み取
旦斗｜正弘＼しておき、子供の追究
Z ドゐ礎強~との関連を考えなが
宅｜ 勺1ら、提示をする。
・ー 田博葉｜：料金比較表
｜自．：水源地写真
附用者｜：水飲みくらべ
断水給食メニュー
水道料使用料と水道
事業の赤字・の推移等
団 i:l>活動ヘ緑お出
.段階
恨拠を明らかにし
ながら考えを提案す
ることで、今後の生活
へ生かしていく意識
を深める場にする。
(2）評価問題
<1> 「水の王国とやま」と言われている富山県の水ですが、飲み水に「困ることJがお
きまレた。
どんな困ったことが起きたのでしょう。その原因もはっきりさせて、考えられるこ
とを3つ書きましょう。
<2> 富山県の水道料金が値上がりします。
あなたは、賛成ですか。反苅ですか。あなだの考えを書きましようo また、仁コに
理由も書きましょう。
<3> 富山県の水をどのようにして守っていったらよいでしょう。あなだの考えを3つ書
きましょう
① 作成の意図
学習指導要領では、第3学年及び第4学年では「地域社会の社会的事象の特色や相Eの
関連などについて考える力Jを「社会的な思老力や判断力」としている。
県内の学力調査の「社会的な思考・判断力」を問う問題では、以下のような問題が出題
されている。
「水を無駄使いしないためにわたしたちが
できることはどんなことでしょう白 2つの絵の
どちらかを使って答えましょう」
?????
????
? ? 、
??????
??
?
? ?
?』 、． ． ?
??
?? ? ? ? 、
??
?
???
?『 ?
?
． 『
??
??
??
?
これでは、挿絵から自すと「節水」という視点のみに偏り、多面的な視点から関連づけ
て者える力は十分にとらえられないと考える。そこで、本問題では、以下の力が導き出さ
れ、評価できるように留意して作聞をした。
ア：学習してきた社会的事象を多面的にとらえる力
イ：原因と結果を関連づける力
ウ：ア、イをもとに、自分の警えをもち、説明する力
② 評価基準
飲料水の確保や利用、下水処理について、「対策や事業」「自然環境の保全」「水の利用
者」の視点からのとらえができているかを評価していく。以下は、各問題での視点の具体
例である。
<1> ・自然：地震による破裂、雪・降水量不足・事業：水道管の老朽化〈赤錆び、水漏れ、破裂〉・生活：水の使いすぎ
<2> ・自然：水源林を守る資金に・事業：工事費として（老朽化・普及・設備投資・人件費〉
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・ 生活：より安全でおいしい水安山して
<3> ・ 自然：水源林の保全川環境の保全
・ 事業：浄水揚 安全な水道水をつくるため、管理〈汚れをとる・消毒〉
水質・水量管理〈給水揚・井戸・湧水〉
水道局 水道管の管理〈点検・修理〉
浄化センター きれいにして放流 処理水の利用〈トイレ・噴水・
融雪〉
・県民：節水の工夫 など
(3）成果と課題
<1＞について
・老朽化（水道管、施設〉の原因に偏った。
GT原因と結果の書き方例を示すか、記入欄を工夫すればよかった。
例：伺がどうなったから（原因〉水道水が～なった〈結果〉
－水道局の人為的ミス〈水道管のつなぎ間違い〉の回答が多い。
GT使用者としての水道局の取り組み方への願いなのか
・自然災害による被害の例が少ない
Grt也震などに備えての水道局の対策について、話を聞いている。
子供自身の切実感が少ないからか。
・問題文に「飲み水に」とあるが、上水道と下水道を間違えて書いている子供がい
た。（1 1人〉
s 「飲み水」「上水」「下水」「「浄水揚」「浄化センターJなど、繰り返し確認して
きたが、それでも混乱している子供が多い。綬業中に、丁寧に確認していくこ
とが大切である。
GT「飲み水」と分かるようなイラストを入れればよかっだのか。
<3＞について
・「使用者」の立場に偏った。
GT「誰が」という主語、「どのように」という方法を書く欄を設ければよかったo
s単元を通レての学習課題「ぼくらは水をどう使う？」が原因となっているかも
しれない。
学習課題自体を多様な視点から者えられるものにすることが大事である。
※ 1学期末、ぎりぎりの実施となってしまった。
Eいの回答を交流し合う湯を設ければ、さらに見方や警え方が広がったと思われ
る。 （松井昌美〉
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4 小学校第4学年「資料活用能力」を育成する授業概要と評価問題
( 1 ）単元「富山のまちと神通川」の実践概要
① 特に重視した単元のねらい
琶の様子を表した絵図や写真、地図から読み取ったことを根拠として当時の人々のく
らしや願いを予想することができる。 （資料活用能力〉
子供たちにとって初めての歴史学習になるo これまでの学習で獲得した写真や地図を読
み取る力を発揮しながら、自分だちの今の生活と結びつけて「当時の人々のくらしや願いJ
を自由に予想してみることで、楽しく歴史学習に取り組む経験をさせたいと者えた。
② 全体計画〈全7時間〉
江戸時代後期の富山のまちと神通川の地図から、なぜ富山城の殿様は水害の多い神通
川沿いに沿って富山のまちをひらいたのかを考えるo (3時間〉
100年～80年前の神通川の様子を表した地図や年表を遇して、水害の状況や馳越工
事の過程を理解する。 (1時間〉
80年前の富山のまちの地図を通して、まちづくりの視点から廃川地の有効利用につ
いて考える。 (2時間〉
現在のまちの地図や交通計画の資料をもとにして、これから富山のまちがどのよう
に変わっていくかを予想する。 (1時間〉
③ ねらいを意識した綬業の実際（2/7時〉
明治初年同神逸HIと岨~ t国I)
T なぜ、富山城の殿様は、洪水が多いここにまちを
ひらいだのだろう。
c お城の後ろが川だと、敵が侵入するのを防ぐこと
ができるよ。
c 神通川が近くにあると、魚がとれるはず。その魚
で商売をしていたのかも。
c 慧の倉がある。木町という町名もある。
神通川を利用して、木や米を運んでいたのではない
かな。
c 「北陸道や飛騨街道」と書いてある。この舟橋を
通らないと行けないから、~す人はここを通る。自然
と人が集まる。
地図の中には者えるヒントがいくつもある。子供たちは、謎解き感覚で、いろいろな予
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想を自由に立て、生活経験や他の資料から「より確かな予想」へと練り上げていった。
(2）評価問題
前述のような力が身に伺いたかどうかは、 0地図（江戸時代後期〉を読み取るO地図の
ヒントから本学習で獲得した知識を活用して予想することを問わなければならない。「本
学習で獲得した知識」とは、「まちの広がりには、交通の便や産業の発展が大きくかかわ
っている」である。
そこで、富山以外の江戸時代後期のまちの地図を「交通」「産業」の視点から読み取る
問題が有効だと考え、江戸時代後期の魚津のまちの地図で以下の問題を作成した （阪粋〉。
????
?
?????
?
??
??
?? ??
????
?? ?
?
??，．?? 》、 ．
?． ，
?? ? ? ?
?
??
?
????
??
?
?
”’・－・.屯畠・h .・a・R‘・..－＞：・‘ ”’”判b・‘M‘・幽d側肉異’‘n ・・包嶋守向，．．，．‘，. 亀
a‘叫”同』電H 句”哨酎” “•. .,IC”・a蜘，. 川崎 岬四..・0・a園調・..－・r‘刷伺..... ・a・m －~”‘••MJo<••・a・. ”“温阻a・鋼円曲川•＜U 帽’. .山崎 ...・h情”
．山即時山崎 onb,...,,Mn.・－ .......剖··~‘副...叫時＇・、市 川酎齢、. , ... 
魚津のまちは、他のまちの役人たちが荷物を運ぶときに泊（と〉まるまちだったよ間〉
うです。役人たちが主にまちへの出入りに使っていたであろう道に色をつけましょう。
当時の役人たちは、どんな乗り物で魚津のまちにやってきたのでしょう。それが分問〉
かる証拠〈しょうこ〉を地図の中から見つけましょう。
当時のお殿様 （とのさま）がこの揚所に城をきずき、魚津のまちをひらいた理由を問〉
2つ書きましょう。
(3）成果と課題
4年生の子供たちにとって、「ちょんまげの時代」ち「戦争の時代」ち 「昔は昔」であ
しかし、みんなも読めない 「古い地図」を読み取り自
自に予想していく活動は、子供たちの学習意欲を高めだ。 また、話し合いを通してそれぞ
れの予想やその根拠を横証していく揚面では、子供たちが「予想が確かになっていく」手
り、かなり突飛な予想ち出てきた。
悟〉（松浦
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応えを感じていった。
5.中学校1学年「思考・判断の能力」を育成する侵業概要と評価問題
( 1 ）単元「天皇・貴族が中I~＼となっ疋政治と文化」の実践概要
＜授業の概要 coねらい ・おもな活動〉＞
！なぜ東大寺の大仏がつくられたのだろう｜・・・・・・・・・・・ 1時間
O東大寺の大仏がつくられた奈良時代の背景を資料から読み取る。
0奈良時代の国家体制であった律令のしくみを理解する。
→・資料をもとに、当時なぜ大仏がつくられたのかを班になって者える。
・どのような時代背景で東大寺の大仏が建立されたのかをまとめる。
｜律令体制のもとでの人々の生活はどのようなものだったのだろう｜・・・・ 1時間
O資料から奈良時代の土地制度や税制度が庶民の大きな負担になっていたことを
理解する。
→・資料から貴族の暮らしと庶民の暮らしを比較して、その遣いから庶民の暮らし
がどのようなものであったかを書き出す。
・資料をもとに貴族の食事の食材がどこからどれだけの回数をかけて運ばれたも
のであったかをまとめ、庶民の労役が大変なものであっとことを把握する。
｜藤原氏はどのようにして政治の実権を握ったのだろう｜・・・・・・・・・ 1時間
O摂関政治を通して、天皇・貴族の政治が展開されたことを理解する。
→・藤原道長が詠んだ歌から、道長の人物像をイメージする。
．資料から、藤原氏がどのようにして権力を慮っていったのかを読み取り、箇条
書きにする。
｜なぜ日本独自の文化へと蛮化しだのだろう｜・．．．．．．．．．．・・・ 1時間
O奈良、平安の天皇・貴族が発展させ疋文化について理解し、文化が変化した背景
について者えることができる。
→・資料をみて、天平文化・国風文化の特徴についてそれぞれまとめる。
・特徴をふまえて、なぜ国風文化のような日本独自の文化へと変化したのか予想
し、班で意見交換する。
｜武士はどのようにして力をつけていったのだろう｜・・・・・・・・・・・ 1時間
・武士について興味をもち、武士が台頭してきた背景について理解する。
→・武士について知っていること・武士のイメージを発表する。
・「平氏にあらすんぱひとにあらず」という言葉から平氏没落の背景を武士の
視点、貴族の視点でそれぞれ考え班で話し合う。
・倶利伽羅峠のスライドを見る。
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(2）評価問題
①評価問題
平安時代の政治の移り変わりを示した略年表を見て、以下の各聞いに答えなさい。
年
代
866 939 1069 1086 1156 1192 794 
強
????
??、
??．．．?．?．?．?．?．????
B 
弱
···-··-··-··-··-··-•' ， ． ，． ，
c ・-・-・f・一一句、: ．柏田・ー－－，、、
‘ ‘ 、 ． 
.? ..ーー・・咽ーーーーーーーーーーーー~－－－ーーーーーーーーーーーーーー暗唱
－ 
． ， 
D一一－－－－－－一一一一一一一J
，・・－・・－一一－一一・・ー一一－－ー一一－一一－一一－－－－－－－一一一一一ー・一一－－一…ー一一－一一・・ー一一ー・－ー一一－一一一一一一－一一－一、！ ア 貴族： (a）藤原道長とその子頼通のときが（ ）政治の全盛期であった。
! イ 天皇： （ ）天皇は、都を平安京に移して（b）律令政治の立て直しに努めた。 ！ 
！ ゥ 武士： （ ）の乱で源義朝をやぶった（c）平清盛が政治の実権をにぎったo ： 
； エ 上皇： 白河天皇は、位を退いて上皇となってからも政治を行った。これが（ ） ！ 
のはじまりである。
＼“一一－－一一－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－一一一一－－－－－一・・－・・－・・－・・－・・－・一－－一一－－－－－－－－－－－－－－一一－－一一－－一一・・一一J
r・－・－・－、
( 1 ）上のし一一＿）のア～エの文中の（ ）にあてはまる人名や語句を書きなさい。
r・－・一、
(2）上の略年表中のA～Dにあてはまる政治勢力を、上のに＿＿＿＿＿jのア～エ，理塑？一一－ 』
から 1つずつ選び、それぞれ記号で答えなさい。 ; 810年議手の変 ‘ 
( 3）下線部（a）について、藤原氏はどのようにして権力を手にしていったのか j臨原因物？ポ設の
次の資料を参考にして、 3点について述べなさい。 ! ~：r:；：：ぅ：ま
資料1 資料2 －ー 一一一一ー；が.~t設の返品の働き，－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-y－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーー ーー・・・・・・・ーー ・～ u川
: で失殿”式京t;t定書す
科 腹原氏 （ 年o 2.0 40 60 a.o 109% ：る。
：皇家f字u…） I Tー’i関白｝ : 841 ＿＇.ヘf-;.， ぷ 1 ~~u.,：~ra oa l 842年織の変
円i ~~ 詮1超5猷猷道t : 8871藤原差益満＆なる ほ日
融T 泉t 子L 子1長主 兼2陸2 ! QO唱lー守二「一←孟ミ（ 餓白面工白原氏以列
』T~=tーζ~~I! . - -
I• j@ I I I I I. 十
－~ ＝：：！掴s 威‘・研1露日教t頼f
条｝条｝子L 子L 子t 子：通t通f
ぽ 1$ I 命戸 駅間
後ご後ζ ！子主 子t 実5
朱守－＼： I 恩r i言 ！， 雀？条~ I 雲母 ・m 自
作ー でー プ 「 返 還：’陥 l削一一ー の l後； ff~ 忌｜ム： 1103
后ミ忠2衛義i ） 実z ： 令藤原氏の上級貫旗狙占寧の移りかわり
に－-----＿－二－ ---------_ ,:-_:, _ --－ー－－－－ーメ、．．．．
誌伴氏の血をひ〈福益
等らが謀長を溢てた
として．麗原良房に処
罰される。
，.，て.., . 
866年応天門の変
OS民の6萄Il
1017 気品普の権益真が圭大
臣の弔電の失脚をね
らって披火。藤原良房
に処罰される。
901年舗の越
右大臣にまで出世した
苔験実が．時様子
の陰臨によって大宰府
ヘ左還される。
969年袋詣の変
左大臣のお話崩が陰
践によって大宰府へ左
遣される。
に．．．．．．．．．．．．．．．．ノ
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②評価問題作成の意図
この単元について、中学校学習指導要領社会では「大陸の文物や制度を積極的に取
り入れながら国家の仕組みが整えられ、その後、天皇・貴族の政治が展開されたこと
を」「律令国家の確立、摂関政治を通して理解させる」ことをねらいとしている。
また、「律令国家の形成以後、それを変質させながら奈良の都や平安京において天皇
・貴族の政治が行われたことをとらえさせる観点から取り扱うようにすること」とあ
る。ここでの学習の主なねらいは、律令国家が確立した後、変質したこと、その中で
天皇・貴族の政治が行われたことを理解するとともに、地方政治の乱れの中から、や
がて武士が台頭してくることをとらえることである。
本問題は、中学校1年生の思警・判断の能力を評価しようとしている。歴史的分
野において、時代の流れや特色をつかむために「多面的・多角的に者察し公正に判断
するJ能力を身に伺けることが求められている。具体的には、次のような力を身に他
けさせることであると考える。
A.比較・分類：いくつかの具体的な歴史的事象を、さまざまな視点をもって比較
－分類する力
8.帰納・演繰：いくつかの具体的な歴史的事象を抽象的な概怠でまとめたり、抽
象的な概怠から具体的事象を想起したりする力
c.関連づけ ：時代の流れにそって、いくつかの具体的な歴史的事象の因果関係
D.類推
を見つける力
：歴史的事象〈資料〉から、さまざまな立場の人々の生活や老えな
どを類推する力
ここでは、 AとCを意識して評価問題作成を行った。
③評価基準
( 1 ) ア 摂関 イ 桓武 ウ 平）El 工 院政
(2) A イ B ア c 工 D ウ
娘を天皇の妃にして、天皇家と姻戚関係を結んだ。
(3) 一族で、官臓を独占しだ。
他の貴族を排斥した。
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解答は、上記の通りである。（1 ）は、掻業で学習した基礎的・基本的な事項を確認
する知識・理解の問題である。前後の文章から判断し、適切な用語を答えさせる問題とな
っている。（2）は、（ 1 ）のア～工の文章を参者にしながら、それぞれが力をもってい
た年代から、政治勢力の強弱を比較することによって判断し、選択をする問題である。
(3）は、歴史的事象の因果関係について、資料を読み取ったうえで、記述で答えさせる
問題である。この間題は、授業揚面を再現するような形のものであるが、 J受業で扱った資
料とは違うものを扱っている。 j受業では、藤原氏と天皇の関係を横長に年表形式に表した
もの、藤原氏の総収入を資格・数量・収入額と職田・位固などを表に表したもの、「北野
天神縁起絵巻」に解説が加えられたちのを扱っている。慢業で扱った資料と全く同じ資料
にしてしまうと、知識・理解を評価する問題になってしまうからである。資料を読み取り
ながら、授業で学習したことと結びつけ、解答を導き出すため、資料活用の技能・表現の
観点にもあてはまるが、ここでは、思考・判断に重点をおいている。特に、（3）の問題
は、侵業で学習したことの応用問題であることをふまえると、この問題を間違えれば、思
者・判断の能力は十分には身に憎いていないと言わざるを得ない。
(3）成果と課題
①成果
思考力を測る湯合、授業での学習内容をそのまま再現できればよいというわけには
いかないため、次のような工夫が必要であるといえる。
・授業では扱わなかった資料を使っても、侵業で学んだ歴史的事象のねらいや影響な
どを読み取つだり、警察しだりできるかを問う問題。
・授業において、学習課題を解決するために扱った資料を、別の視点でも読み取った
り、考察したりできるかを問う問題。
②課題
生徒には、「観点別CHEC K」というワークシートで、それぞれの観点別の得点率
を出させ、自己評価をさせている。それによって、自分は、どの観点の力が弱いのかを
確認することができ、今後の課題を見い出すことができる。しかし、資料を読み取る作
業から、考えを導き出す問題について、こちらが観点を、「思老・判断」と「技能・表
現」の2つとしていたならば、そのような問題の数が多ければ多いほど、観点別の評価
は同じになり、「思壱・判断Jと「技能・表現」の遣いはあいまいなものになってしま
う。いずれの観点ち単独で評価することはむずかしいが、どちらに重点をおくかを教師
がしっかりともっていることが大切である。
〈山田智子〉
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6 中学校第2学年「思者・判断の能力」を育成する便業概要と評価問題
( 1 ）単元「日清・日露戦争」の実践概要
① 問題の所在
小中学校では、日清・日露戦争を通して伺を学ぶことになっているのだろうか。小学校
学習指導要領には、以下のように記述されている。「大日本帝国憲法の発布、日清・日露
の戦争、条約改正、科学の発展などについて調べ、我が国の国力が充実し国際的地位が向
上したことが分かること」〈下線は筆者〉また、中学校学習指導要領では、以下のように
記述されている。「急速に近代化を進めた我が国の国際的地位の向上と大陸との関係のあ
らましを、自由民権運動と大日本帝国憲法の制定、日清（にっしん〉・日露戦争、条約改
正を通して理解させる。J（下線は筆者〉すなわち、小中学校の社会科を通して、子ども
は、日清・日露戦争という一政策は、我が国の国際的地位の向上において大きな役割を果
だしたことを理解するのである。
言うまでもなく社会科は、公民的資質の基礎を養うことを最終的な目標としている。す
なわち、過去の政策を教材として、明治時代の特色が分かるとともに、自ら思考し、判断
する能力を育成しなければならない。筆者は、日清・日露戦争を教材として扱うことを通
して、この政策は、良い政策だったのか悪い政策だったのか、思考し判断させ、現代社会
における社会的判断力を育成しだいと意図している。
これまでの実践は、明治政府の遂行した日清・日露戦争という政策の成果のみに着目さ
せることによって、「政府は正しい政策を実行するものだ」という、いわば特定の解釈を
注入することになってはいないだろうか。政策には~す「光」があれば「影」もある。「光」
すなわち成果のみの政策はむしろ珍しいくらいだろう。中学校社会科では、多面的多角的
な見方者え方を育成するよう援業をつくりたい。
② 単元構成の論理
単元「日清・日露戦争」は右ページに示す構成とした。ます第1次では、既に小学校で
学んでいる日清・日露戦争についての評価「日清・日露戦争は明治時代の政策として良い
政策だつだのか悪い政策だったのか」を確認する。そうして、既習内容である戦争の原因
・結果・影響を確認する。第2次では、「日清・日露戦争の光」の理解を図る。すなわち、
戦争によって我が国の国際的地位が向上したことと産業革命が進展したことを理解する。
第3次では、「日清・日露戦争の影Jの理解を図る。すなわち、戦争には勝ったものの戦
争遂行のための重税により農村は疲弊し移民が増えたこと、産業革命の進展により労働問
題が顕在化したこと、戦争勝利は領土鉱大を促し朝鮮や台湾への進出を招いたこと、を学
ぶのであるo 単元最終段階では、再び生徒による評価揚面を設けた。「日清・日露戦争は
明治時代の政策として良い政策だったのか悪い政策だつだのかJを再確認しだのである。
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表1 単元「日清・日露戦争」の指導計画
過程 学習問題 ねらい 教材 学習内容
第1次 日清・日露戦 日清・日露戦争 下関条約 －朝鮮をめぐる清との対立から
(1時間〉 争とはどのよ の自らの評価を ポーツマス 日清戦争が起きたこと。
既習内容 うな戦争だっ 確認する。 条約 －日清戦争の結果、欧米諸国が
の確認 たのか 日清・日露戦争 日清戦争の 中国に進出したこと。
の原因・結果・ 賠償金の使 －満~11'1 ・朝鮮をめぐるロシアと
影響を確認・理 い道 の対立から日露戦争が起きだ
解する。 こと。
第2次 なぜ条約改正 近代化を進めた ノルマント －日本が近代国家となるために
(2時間〉 を達成できた 日本は日清・日 ン号事件 は、条約改正を達成しなけれ
「日清・ のだろうか 露戦争の勝利に 条約改正の ばならなかったこと。
日露戦争 より国際的地位 歴史 ・日清・日露戦争での勝利は、
の光Jの を向上させだこ 日本の国際的地位を向上させ
理解 とを理解する。 たこと。
なぜ鉄鋼業に 政府の富国強兵 産業構造の －宮営工場の設立と技術者の麓
転換できだの －殖産興業政策 変化 成・鉄道の数設・銀行制度の
だろうか のもとで進展し 鉄道網の発 設立によって製糸・紡績業は
た近代産業が、 達 発展しだこと。
産業革命を経て －日清・日露戦争の勝利によっ
発展しだことを て八幡製鉄所の建設や中国石
理解する。 炭の輸入が進み、重工業が発
達したこと。
第3次 「一等国」に 産業革命によっ 移民の人獄 －産業革命による近代化や重税
(3時間〉 仲間入りしだ て、都市や農山 変化と出身 により、土地を手放す農民が
「日清・ のに、なぜ移 漁村の生活が大 県 士宮え小作農や移民が抱えたこ
日露戦争 民が増えたの きく変化しだこ 自作地・小 と。
の影」の だろうか とを理解する。 作地の変化 －産業革命の進展に伴い倍賃金
理解 ・長時間労働で働く労働者が
増加し社会問題化しだこと。
戦争に勝った ポーツマス条約 日比谷焼き －日露戦争の損害は甚大であっ
のに、なぜ人 の内容に不満を 討ち事件 たこと。
々は日比谷焼 持った人々が、 日露戦争の －ポーツマス条約は、人々の納
き討ち事件を 日比谷焼き討ち 戦費と戦死 得のいく内容ではなかったこ
起こしたのだ 事件を起こした 書類 と。
ろうか ことを理解す －人々は戦費を賄うための増税
る。 に苦レんでいたこと。
「アジアの人 日清・日露戦争 朝鮮半島の －日鑓戦争後、日本は今後ます
jマに希望を与 後急速に近代化 統治政策 ますの経済発展を図るために
えたJのに、 を進めた日本の 台湾の統治 朝鮮を保護国とし、植民地と
なぜ朝鮮半島 国際的地位の向 政策 したこと。
で反日運動が 上と大陸との関 ・日本は台湾・満州へと領土を
起きたのだろ 係を理解する。 拡大しだこと。
うか 日清・日鱈戦争 －帝国主義諸国の進出に清は対
の自らの再評価 処できなかったため、孫文は、
を確認する。 辛亥革命を起こしたこと。
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(2）評価問題
日清・日露戦争は明治時代の政策として良い政策だつだのか悪い政策だったのか。
上記の間いを単元の最初の揚面と単元最終揚面で生徒に書かせることにより、教師自身
が生徒の学びを確認するとともに、生徒自身が自らの判断を認識できるようにした。その
結果は、以下のようにまとめることができる。（なお、実験｝受業は、附属中学校第2学年3
組と4組で実施した。評価問題実施の調査統計数は、調査日に評価問題に記入した両クラ
スの生徒叙である。〉
表2 生徒の「日清・日露戦争の評価」についての変容
日清・日語戦争は明治時 日清・日露戦争は明治時代 「良い政策」「悪い政策」
代の「良い政策」だった の「悪い政策Jだつだ どちらともいえない
実践最初 22%(17/76人〉 34%(26/76人〉 44%(33/76人〉
の段階 生徒Aの揚合：日本も世 生徒Bの揚合：そのおかげ 生徒Cの揚合：結果とし
〈第1時〉 界と苅等に渡り合えるこ で、ロシアや中国と伸が悪 ては、日清・日露戦争と
とが、日本ち他国もわか くなった。 ちに勝利で終えることが
っ疋ので、良かった。 できだ。だけど、勝利ま
でに、いいことばっかり
ではなかったわけだから
…つつ
実践最終 1 9% (1 2/64人〉 31 % (20/64人〉 50%(32/64人〉
段階 生徒Aの揚合：この2つ 生徒Cの揚合：日清戦争 生徒Bの揚合：日清・日
（第6時） の戦争があったから今の 後、日本は一等国になった 露戦争により国民は摺税
日本があるのだと思いま けれども、その裏には働く に苦しんだ。その点では、
す。勝利した日本は世界 人の伺時間／1日にもよる 国家というのは国民のた
各国から認められ、いろ 霊労働があつだからだと思 めにあるものだと思うの
んなことに意見を言える います。そんな一定の人だ で、その国民を苦しめる
立場にちなつだ。これを けが苦労し、そして戦争で のは、国家としてあるべ
きっかけに工業ち発達し、 命を落とした人までいるの き姿ではなかったと思う。
一等国にも認められた。 に、他の特定の人だけ優雅 しかし、戦争によって
この時点で世界の1つの に暮らすのは変だと思いま 日本の国力が大きくなり、
国に認められたから、今 す。 技術ち高くなつだという
の日本ち大きな影響力の 今回の日清・日箆戦争の のは、良いことだと思う。
ある国になっだ。 目的は、日本を世界に認め 結果としては、良いと
犠牲者ち多く出たが、 てもらうということだと思 ち悪いともいえないと思
仕方のない犠牲でもあっ います。そんな目的で日本 つ。
た。だから、彼らには感 中の人を振り回した日本の
謝しなければいけない。 政府は変だなと思いまし
た。
単元を実践する最初の段階では、日清・日露戦争を「良い政策だった」と答えた生徒は
22%、「悪い政策だつだJと答えた生徒は34%、「どちらともいえない」と答えた生
徒は44%だったo一方、単元震終揚面では、「良い政策だった」と答えた生徒は19%、
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「悪い政策だつだ」と答えた生徒は31%、「どちらともいえないJと答えだ生徒は50
%だった。その理由付けとレては、表中ABC3人で例示しているように、全員豊かな内
容となっていた。
(3）成果と課題
①成果
評価問題に苅する生徒の変容をみると、「良い政策だった」「悪い政策だつだJという
両項目ともに割合を減らしている。一方、「どちらともいえない」が増えている。それは
当然ともいえるだろう。政策の功罪を｝受業で扱うのだから、「どちらともいえないJが増
えるはすである。ただ、この割合がもっと大きいだろうという予想に反して、「良い政策
だった」「悪い政策だった」の割合が大きいといえる。その理由は、各自の理由伺けをみ
ると分かる。抽出した生徒ABCは、とちに単元実施時には、常識的・観怠的・道徳的な
理自信けで答えている。「日本をアピールできて良かった」「他国と仲が悪くなってしま
つだJ「戦争は良くなしりといった理由他けは、中身に乏しいと言わざるを得ない。とこ
ろが、単元終了時の理由付けは、それぞれの生徒の解釈がみられる。生徒Aは、明治政府
の採った戦争政策の選択を今日の経済大国日本のスタートと捉えている。生徒Bは、国家
の役割を国民の保護と捉えている。生徒Cは、国家が守るべき国民とは一部の人間であっ
てはならない、と捉えている。いずれの生徒にしても、国家とは伺か、各自の解釈が生ま
れているといえる。
単元の実践最初と最後で、戦争に対する評価「日清・日露戦争は明治時代の政策として
良い政策だったのか悪い政策だったのか」が、蛮わった生徒ちいれば、変わらない生徒も
いる。ただし、重要な変容は、その理由伺けが明治時代の特色を捉えるようになっている
こと、各自の戦争や国家に苅する解釈が生まれていることである。
②課題
実際に単元最初の復業を参観し、さらに評価問題をみて、 2つの課題を持ったo 1つは、
「小学校の授業では伺を教えるべきか」明確にしなければならないことだ。 2年前に子ど
もたちは、日清・日露戦争の原因・結果・影響を学んでいるはずなのに、内容が定着して
おらず、評価問題に対して常識的にしか答えられない。これは、小学校の学習において、
歴史的事象の事項を暗記することはできたが、自ら考え判断し納得するような授業は受け
ていなかったということではないか。 2つめの課題は、果たして「日清・日露戦争の光」
の理解を図り、「日清・日露戦争の影」の理解を図る単元構成にしたから、このような結
果が生まれたのかどうか、不明であるということだ。これは、さらに実験授業を重ねて検
証していくしかないだろう。
〈岡崎誠司〉
〈註〉本単元は、大学院生塩谷浩史と松原香織が構想し、塩谷が実践した。それを修正し
て、本稿に掲載している。
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7.中学校第2学年「思考・判断の能力」を育成する侵業概要と評価問題
( 1）単元「世界の国々」の実践概要
①全体計画〈全6時間〉
第1次 中国の統計資料で目立つちのは何だろうか0 ・・・・・・・・・・・ 1時間
第2次 なぜ、東部に人口が集まっているのだろうか0 ・・・・・・・・・・ 1時間
第3次 米と小麦の栽培に地域による遣いがみられるのはなぜだろうか0 ・・ 1時間
第4次 なぜ、東部で工業がさかんなのだろうか0 ・・・・・・ 2時間〈本時2/2)
第5次 中国はどんな特色をもった固なのだろうか0 ・・・・・・・・・・・・・ 1時間
②本時の学習
ア本時の目標
工業がさかんな理由を考えるときの視点や方法に気づくことができる。
イ本時の展開
学習活動 指導上の留意点
0前時の確認をする。
なぜ、東部では工業がさかh沼のだろう。
0工業がさかんな理由を発表する －自然環鏡、人口、資原・産業協靖司
(1）自然環境に関す忍見点 制6Uっさに関す忍見者についてより
. ）毎口Eしゅら。〈出量D 深く追究させるため、前日寺までι浮溜
→船で原料をザ仏したり義国を輸出したりしゃ をふまえ、実際に工揚で製昂を生産し
すしL ていることを思い浮かべさせる
－平t助額，Iから。 Ct断~ －理由については、できるだけどの統計
→砂漠や高山よりも工陽を建てやすしL 資料を参考にしたかも付け加えて発表
－雨l乙恵ま札水を得やすいから。〈剣勝 するように促し、調べる方法に気づく
→製昂を洗ったり冷やしたりするのに便不払 こと力？できるようにする
(2）人口に関す忍見点 －生徒からの発表で出てこない視点があ
－人口力移しゅら。ぬ布〉 つだ湯合lま、そ僻見点に関する猷ヰを
→働く人惇凄揖を買う人を得や引，し ブロジ工クターで提示し、気づくこと
(3）資原・産業に関す忍見点 ができるようにする。
－資原l乙恵まれているから。＠江業む ・→の部分力也長約、ったら、なぜそう言
→原料を得やすしL えるのかをさらに考えるように促す。
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学習活動
(4）雌頭間倒的つきに闘すξ津島摂
－外国の企業が進出しているから。〈国側部つ
き〉
→中国にとっては外国の企業の~だ尉情や
工揚を建てるのに必要なあ塗を得やすしL
→外国の企業にとっては自分江掴lこ比べて中
国の万力賢金力安く、働く人力移しL
0本時α受業を振り返り、工業がさかんな理由を考える
うえで必要なことをノートに記入する
0次時江浮宮内容を礎習する。
(2）評価問題
①評価問題
指導上の留意点
－宝徒ι溌表替見点ごとに分けて板書し、
視点に気づくことができるようにする。
－絶望f長側織については民感力管度
であるた臥宝佳から江渉穆おな開jま
15'れる力えなし湯創立特l己5れないよ
うにする
－伺を書けばよいかわからない生徒に苅
してl志期反を見てどのように分けて
まとめであるかを考えてみるように朗
言する
－凋寺let、中国についてまとめることを
伝え、課題意識を高める。
オーストラリアでは、なぜ、南東部で工業がさかんなのか。資料1・2を参考に
2つの視点から説明しなさい。
資料1
7: 
人ロ8UI！耐畠削』 I.；~. iJ会論
01-10.鈎人以よ1~7:tり知ゆド． 0 
口人絹図ゅ20I叩必〉の刷眠舗に
'tiす晶．拘O'QJa'aτぃ晶．
資料2
〈資料1・2とも、帝国書院「中学校社会科地図」より〉
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②評価問題作成の意図
この単元は、学習指導要領では「地理的事象を見いだして追究し、地域的特色をとらえ
させるとともに、国家規模の地域的特色をとらえる視点や方法を身に位けさせ」、「特色
ある視点や方法で追究するようにすること」とある。本校が使用している帝国書院の教科
書では、事例の1つとして中国が取り上げられており、他の国々と比べて特にその国で目
立つものを見いだし、なぜそうなっているのかを追究していく学習を通して国家規模の地
域的特色をとらえる視点や方法を身に他けさせる構成となっているo
本問題は、中学校2年生の思者・判断の能力を評価しようとしている。侵業では、中華
人民共和国を事例として取り上げているので、中華人民共和国を取り上げて問題を作成し
ても、それは地理的事象を見いだしたり国家規模の地域的特色をとらえる視点や方法が身
に付いだりしたことを確かめられない。だから、中華人民共和国の地域的特色をとらえる
ときに使用しだ資料や活用の方法を生かして、他の固についての問題を作成しなくてはな
らない。
オーストラリアは、本校が使用している帝国書院の地図帳にち人口密度や工業について
の分布図が載っており、資料を手に入れやすいとともに、工業の分布と地形や人口密度な
どとの関連を読み取りゃすいので、中華人民共和国での学習を生かした問題を作りやすい。
そこで、オーストラリアを評価問題の事倒として取り上げだ。
③評価基準
・海に近く、船で原料を輸入したり製品を輸出したりしやすいから。
－人口密度が20人／km2以上の所が多く、働く人や製品を買う人を得やすいから0
・鉄鉱石や石炭といつだ資源に恵まれており、原料を得やすいから。などから2つ
解答は、上記の通りである。「海に近く」のように資料から読み取ったことと、「船で
原料を輸入したり製自を輸出したりしやすいから」のように読み取ったことから課題につ
いて言えることを分けて説明するようにしたい。授業で学習しだ固とは遣うが、授業で学
習した視点について考え、答える問題であり、視点の数ち少ないことから、 2っとも正解
する必要がある。そして、 1聞でも間違えれば、「思考・判断の能力は身に伺いていなし1」
と言わざるを得ない。
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④思考・判断の能力の定義仮説
ここで紹介したような綬業を実施し、評価問題を作成している筆者にとっては、思者・
判断の能力とは、以下のようなちのと定義することができるだろう。
課題に対して、社会的（地理的）事象をちとに自分の考えや判断したことをより科学的
．合理的に説明する能力
(3）成果と課題
①成果
；受業で学習したことを覚えれば解ける問題ではなく、侵業で学習した視点を応用して解
く問題を作ることができ、より質の高いものとなった。まだ、伺を身に付けさせることが
応用力になるのかを明らかにすることができた。
②課題
綬業で学習したことを応用して他の国で評価問題を作ろうとすると、必要な資料がなか
なか手に入らない。手に入った資料だけで評価問題を作成しようとすると、とても簡単な
問題になっだり評価基準があいまいになったりするo ｝受業を行う前に、どんな力を身に他
けさせるのか、評価問題はどの国で行うのか、問題を作成するための資料は準備できるの
かをしっかり確認しておく必要があるだろう。
また、上記の評価問題では、自然環境の視点については「海に近いこと」のみでその他
の地形や気候の観点を取り上げていないし、地域聞の結びつきに関する視点ち取り上げて
いない。今後、授業で学習したことをなるべくすべて網羅できるような評価問題を開発す
る必要があるだろう。
l 
〈堀内和直〉
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附属小学校
附属中学校
学部
「算数 ・愛史学教育」グループ
萩中 泰弘、 前田正秀
京角輝彦、 j司原弘幸、 中林雅史
岸本 忠之
「算数 ・数学教育」グループでは、今年度ち授業実践を通して、叡学的な見方や考え方を育てる指
導の在り方について研究を進めてきた。
I 算数教育
1 小学校での取り組みついて
数学的な見方や考え方の高まりや、多様に思考し、算鍛的活動を楽しむ子供の育成を目指し、l受業
において、どのようにすれば子供だちが教材とのかかわりをより深めていくことができるのかを確か
めていきたいと取り組んだ。子供たちが、自分の考えをつくり上げる過程での様子や、 Eいの考えを
出し合い、見方や警え万を練り上げていく様子について、実践事例研究と授業研究を中山に確かめた。
2 自分の考えへのこだわりもって取り組むことができるよう、学習活動を工夫する
く実践事倒1> 単元名 第2学年 「あいさつの括 いくつ－1000までの数 」ー （実践事倒研究）
( 1 ）提案の概要
①1000までの数について、その鍛の大きさがとらえられるよう、100より大きいちのの個数を
数える活動を十分に取り入れた。子供たちが数を確かめる必要感をもって取り組むことができる
よう、あいさつ運動で集めた括の叡を教材として取り扱うにした。
②十進位取り記叡；去の意昧を理解し、十進位取り記叡法で恕を構成するよさが感じられるよう、
本単元では、100をこえるものの数量をおはじきやマス固などを用いて叡量を表したり鍛えた
りした。様々に数を表してみる中で、数を＋進位取り記数法で表すとよいことに気づいたり、皐
の回りで用いられている叡がその仕組みによって表されていることが理解できるようにした。
(2）成果と課題
① 「自分たちのグループの桔の鍛え方を確かめよう」という課題を提示したにもかかわらず、教師
は「いくつありましたか」と叡を尋ねている。子供一人一人に自分の数を言わせる必要はあった
のか。ここではグループで数えた叡を言わせればよい。148、190、234といつだ叡を取り上
げていたが、ここで取り上げた数は最後まで伺ち関係がない。伺のために数を言わせているのか
という教師の意図があるべきである。例えば、7つのグループの鍛が並
んだら、たくさんあるのはどれか、順位をつけよう、順位をつけると
きにはどこに目をつければいいかとすれば、 100の位に目をつけ、次
に10の位に目をつけなど、「早く判断すること」を課題として短業が
進められた。
②子供たちが「差支える」と言っていたことの意味とは伺であったか。「ど
うやって鍛えたの」という問いかけに苅し、「10のまとまりで鍛えた」「上から下、下から上に
数えた」などと答えている。しかし、「数える」というのは、基本的には1、2、3、4、5、6、
7・と、ちのに叡詞を苅応させていくものである。「上から下に鍛えた、下から上に鍛えだ」と
は、子供はうまく言えないが、上から下に鍛えて下から上に鍛えたとは、「めちゃくちゃになっ
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てしまうかもしれないから、ほしから順番に」「数え残しがないように」「二度数えることがない
ように」ということを言っているのであるo 教師はその点を補足してやるべきである。
③「芯を1枚ずつ台紙の上に置いて…」と言った子供がいるが、これち大切なことである。ものを
数えなさいと言うとき、いちばん難しいのはバラバラに数えることである。また、並べれば数え
残しがなし、から数えやすい。パラパラに置いであっても、そのまま数えるのでは難しいが、おは
じきのような動かせるものをー箇所にまとめ、 1f固す・つ置いていけば数えやすいものとできる。
この子供の発言は間違えないように数える一つの手段として認め、より簡単な数え方をつくり上
げていくことができるようにしてやりたい。
3 きまりを見いだしたいという内面的な高まりが生まれるよう、事象を整理する必要感が感じられ
るような教材を取り扱う
く実践事倒2> 単元名 第4学年「変わり方調べJ（綬業研究）
( 1 ）授業の概要
①2人組で写真を撮るという、人数と回数の関係が複雑になる湯合を取り扱うことで、子供たちが
整理する必要感をもって学習に取り組むことができるようにした。
②落ちゃ重なりがなく、数が分かるようにするにはどうすればよいかを話し合う中で、図や表に表
すと分かりゃすくなることが実感できるようにした。また、より簡単な方法を探るように働きか
けることで、変化や苅応のきまりに着目し、鍛置の関係を式に表すとよいことに気づくことがで
きるようにした。
(2）成果と課題
①よりよく思考する子供は、問題意識を変容させながら、繰り返しものとかかわっていくo ものと
の出会いにおいて、事象とじっくり向き合わせ、その中で、やみくもに数えては不都合が生じる
ような湯を設定しだり、安易な推測が外れるような提示の住方を工夫したりしだ。すると、子供
たちの問題意識は、「どうなっているのか知りたい」という素朴な聞いから、「事象を整理して分
かりやすくしたい」「対応する値の組を増やして調べ、変わり方のさまりを見いだしたしりという
数理的な聞いへと醸成されていったo そうして、問題意識を高めていった子供たちは、ものと繰
り返しかかわり、者えを深めていつだ。
②よりよく思害する子供は、様々な角度から考えを見直し深めていくo 子供たちは、老えが揺さぶ
られると、様々な角度から自分の考えを見つめ直そうとしていった。そうして、様々な角度から
考えを見直していく中で、より深く事象をとらえていったo
③課題として、思警の速度は人によって異なるのだということを痛感しだ。侵業の中に節を作り、
全員が問題意識を持てるように仕組んでいく必要があった。例えば、見つけたきまりでは不都合
が生じることを実感させたり、何が解明されて伺を考えていけばよいのかを整理したりするなど
の手立てが必要だったと者える。
n 数学教育
1 中学校での取り組みついて
数学的な見方や考え方を育てるために、「学びあい、自ら学1S＼」数学科の指導はどうあればよいか
研究を進めてきた。既習の内容や方法を生かしだ数学的活動を取り入れた綬業実践を行うとともに、
「振り返りカード」を用いて生徒自身の綬業の振り返りを活用することを継続して研究を進めた。
2 “既習の内容や方法を生かした数学的活動を取り入れる”
“「振り返りカー ドJを用いた生徒自身の授業の振り返りの活用”
＜実践事倒1> 第3学年「平方根」
格子点を結1S＼線分の長さの表し方の警察を通して、獄の拡張である本題材のねらいに迫ったo 実在
する長さを、既習の内容や方法を活用して老察し、整数や小数、分鍛など、既習では表現できないこ
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とから、関山・意欲を高めながら課題解決に向けて追究する侵業を行つだ。自分の者えを互いに説明
し伝え合うなど、学びあいを大切にしながら侵業を展開していった。協議会での主な意見は次のとお
りである。
・格子点を結15＼線分の長さについて考察させだ。実在する長さを、既習の内容や方法を活用して警
察し、整数や小獄、分数などでは表現できないことから、関1＼・意欲を高めながら課題解決に向
けて追究さぜることができた。
・自分の老えをもとに発表し、「質問はありませんか」など、自分たちで主体的に学習し、学習を
進める姿勢が身についている。日常の取り組みが伺われ、すばらしい。
・学びあいを深めるためには、自分の考えをもって話し合いに参加することが大切であるo
・たとえ分からないとしても、伺が分からないかを自分なりに整理しておくことが大切である。
・望ましい集団でないと学びあいは成立しない。望ましい集団になっている点も見逃してはならな
い。
・課題「～どのようなことがいえるだろうか」に教師の意図が含まれている。生徒の実態、様々な
方法でのアプローチ、 .rの必要感につなげることなど、よく者えられている。
－擾業開始時の娠り返り力一ド配布の際の生徒の真剣な姿が印象的である。自身の振り返りに止ま
らず、友達の振り返りを含めて共有しているといえる。
－できる生徒とできない生徒それぞれへの対応がなされていた。
・個の追究に十分に時闘が取られていてよかった。学びあいにつながる。
・次時の見通しについて、教師はつい言ってしまう傾向にあるが、振り返りの中で、子どもたちは
すでに次時の見通しをもっていることがわかる。
－既習の数では表せないことを示すことは容易ではないが、本時は、新しい鍛の容在を感じさせる
侵業であった。
. .r-2：：長さは視覚できるが表せない。どんな数なのか、数学的な関1＼が生まれる。そんなことを
侵業の中で昧わうことができる慢業であったo
－慢業を改めて振り返ることで、思警はいっそう深まる。また、次時への意欲にもつながっていくo
そういった意味では、「振り返りカード」という取り組みは非常によいのではないか。
－「振り返り力一ド」について示されているように、教師も子どもち負担が軽減されだものでなけ
ればならない。
く実践事倒2> 第2学年「資料の活用〈課題学習〉」
資料にある集団の傾向や特徴をとらえるために、既習の内容や方法を生かし、目的に応じた方法を
自分で老え、資料を分類、整理し、活用する援業を行った。新学習指導要領の中で取り上げられる内
容であり、課題学習の位置他けで実施した。自らの者えをもち、学びあい、個に返り、自らの学びの
高まりが感じられるよう、侵業展開を工夫した。協議会での主な意見は次のとおりである。
・資料にある集団の傾向や特徴をとらえるために、既習の内容や方法を生かし、目的に応じた方法
を自分で考え、資料を分類整理していた。自らの者えをちち、学びあい、個に返り、自らの学び
の高まりが感じられるよう、授業展開が工夫されていた。
・3つのバレーボールチームのうち、どのチームが強いといえるか、選手の身長のデータを、自分
なりの考えをもって分類整理し、者察していた。
・生徒が主体的に学習を進めていくために、個に応じた指導の大切さを改めて感じた。
・学びあいを深めるために、生徒同士の意見が絡み合い、そこから、価値の高い学びに成長してい
くような授業展開を目指したい。そのだめにも、生徒の意見を生かした擾業展開や指導の工夫の
大切さを感じた。
・振り返りカードを見ると、自分の力で解決しているだけでは出てこない意見が多い。「学びあい」
の成果である。
・各々の調べ方が何種類にもわだりよく出ていた。限られた時間の中でよく調べている0
・各々の特徴についてよくとらえている。前時までの既習が刻果的である。
・一人ひとりの自分の取り組みをもとに友達との比較、検討がよくできている。学びあう姿がよく
見られた。
31 
理科教育研究グループ
代表： 松本謙一
附属小： 津柿教淳、橋本大一郎
附属中： 堀篤史〈侵業提案者〉、玉生貴大、新田穏
学部： 市瀬和義、片岡弘、桐座圭太郎、原稔、林衛、安本史恵
【研究主題】
酸化・還元の学習における、新しい単元構想と展開
～金属利用の歴史から科学の進化を学15＼～
【研究の方法】
年間4-5回の部会研修を実施。
今年は、堀篤史先生に提案綬業をお願いする。
附属小・中教員、並びに大学教員は、議論に参加するとともに、実践後、考えさ
せられだことを各自がまとめる〈分担〉。
【研究の経過】
第1回 6月20日〈金〉
第2回 7月15日〈火〉
第3回 8月27日〈水〉
第4回 9月30日〈火〉
第5回 11月 5日〈水〉
第6回 11月25日〈火〉
顔合わせ
今年度の研究の見通し、
プロジェクトのテーマの検討、決定
堀先生の単元構想について
堀先生の単元構想の具体化（1) 
研究の視点の明確化（1)
堀先生の単元構想の具体化（2)
研究の視点の明確化（2)
堀先生の単元の導入
授業計画の具体化
:2月3日～12日 観察浸業 2年1組一4組各2時間計8時間公開 : 
第7回 3月 3日〈火〉 授業研究の成果とまとめ
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〔研究主題〕 酸化・ 還元の学習における、新しい単元構想と展開
～金属利用の歴史から科学の進化を学15＼～
附属中学校 堀 篤史 〈侵業提案者）
1. 研究の目的
共同研究プロジェクト 2006・理科教育グループでは、「日常生活との関連を図り、主体性の高ま
りをめざす理科学習の在り方」を研究主題に掲げ、理科学習の中に積極的に日常生活との関連を取り
入れることにより、生徒の学習意欲や理科学習の必要性、重要性への意識がどのように蛮化するかを
傑る研究が行われた。その結果、「日常生活と関連した内容を短業の中で取り入れるクラス」の生徒
は、「教科書にそって援業を行うクラスJの生徒に比べて、理科学習の大切さや重要性を実感できる
ようになったり、理科での学習内容を積極的に日常生活や社会問題の解決に生かしていこうとする態
度が育成されたりすることが短業後のアンケ トーやレポートの比較から立証された。日常生活に関連
させだj受業を意図的に仕組むことが、生徒の理科に苅する興昧 ・ 関I~＼や主体性を高めることに大きく
貢献するのである。
この流れを踏襲しつつ、さらに生徒の理科に対する興昧 ・閉山を高め、より生徒の主体性を育成す
るためには、どのように段業を工夫し、どのような指導計画を組めばよいのだろうか。本研究では、
新学習指導要領4－イー （イ）によって新しく構成されだ学習内容「酸化 ・還元」に焦点を絞り、新し
い単元の構想と1受業の展開の工夫について研究レていく。
2. 研究の内容
( 1 ) 科学史を導入する。
「酸化と還元」を学ぶ ことは人類の金属利用の歴史を学ぶ ことに等しい。まだこれは、
科学の歴史、人類の使用した道具の進化を学ぶととらえてもよい。
:o人ft！の道.ft.のj怪史
ーー 歩 ー吟 医亙il
BC3500年前i炎 BC1500 1i"・lff後
これに加えて、近代を－ → ｜新ボ材のH制~I → ｜リサイクノレのH制引 とth：える。
歴史を疋どるということは、その時代その時代の最先鋪の妓術を学ぶことであり、これを中山
の軸とレて単元を構成する。
(2) 具体物を大切にした援業展開を図る。
理科学習において、具体物が生徒にうつ疋えかける力につい
ては、ここで論するまでちない。j受業で用いる映像資料や様々
な鉱物、実験道具に至るまで、詳細な教材研究を進める。そし
て、できる限り具体物を準備し、印象に残るj受業を展開する。
(3）環境教育と関連づける 塊状の磁鉄鉱
前述 ( 1 ）のように、近代から現代を「リサイクルの時代」 〈表面についているのは、踏石〉
と捉えて授業を展開する。限られた資源を有刻に活用していか
ねばならない現代において、この金属のリサイクルを理科の学習に関連させて学ぶことは、非常
に意義があることと捉えている。これを全体計画の中に位置づけることにより、課題意識をもっ
て探究させ、理科学習の大切さや必要性を実感させる。
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3. 本研究の浸業実践について
け〉授業の題材について
1 ）題材名 「酸化と還元」 2学年・ 1分野【新学習指導要領〈平成20年3月告示〉】
2）題材に対する学習指導要領
化学変化と原子・分子
化学変化についての観察，実験を通して，化合，分解などにおける物質の変化やその量
的な関係について理解させるとともに，これらの事物・現象を原子や分子のモデルと関連
伺けてみる見方や考え方を養う。
ア物質の成り立ち
（ア）物質の分解
物質を分解する実験を行い，分解して生成した物質から元の物質の成分が推定でき
ることを見いだすこと。
（イ）原子・分子
物質は原子や分子からできていることを理解し，原子は記号で表されることを知る
こと。
イ化学変化
（ア）化合
2種類の物質を化合させる実験を行い，反応前とは異なる物質が生成することを見
いだすとともに，化学変化は原子や分子のモデルで説明でさること，化合物の組成は
化学式で表されること。及び化学変化は化学反応式で表されることを理解すること。
（イ）酸化と還元
酸化や還元の実験を行い，酸化や還元が酸素の関係する反応であることを見いだす
こと。
（ウ）化学変化と熱
化学変化によって熱を取り出す実験を行い，化学変化には熱の出入りが伴うことを
見いだすこと。 （以下省略）
3）本題材の学習目標
様々な科学史を学1.5＼中で先人の知恵や工夫にふれることを通して、科学の進化に興味をもち、
主体的に探究活動を進めることができる。また、様々な鉱物の観察、金属を用いた酸化・還元
の実験などを通して、物質の変化やその量的な関係について理解させるとともに、将来に向け
て金属とどう関わっていけばよいかといった総合的な見方や考え方を養うo
4）指導計画〈全5時間〉
0 人は、どのように金属を取り出してきたのだろうか。
① 石器の利用から青銅器、鉄器の利用までの歴史
② だたら製鉄 CVTRの利用〉
1時間【公開】
0 実際にどのような実験・方法で取り出せばよいだろうか0 ・H ・H ・－ 3時間【公開1/3】
① 酸化銅の還元反応〈炭素を用いた還元〉
② 二酸化炭素のマグネシウムによる還元〈炭素以外の物質による還元〉
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0 金属資源を有刻に使うために、私たちにでさることはなんだろうか。
課外レポート＋1時間
① 様々な合金〈ステンレスFe-Ni-Cr、ジェラルミンAl-Cu、鋼Fe-C)
② セラミックス〈還元を追い求めていた科学→酸化物の見直し〉
③ リサイクル〈アルミ・鉄）
5）学習の流れ
酸化物から純粋な金属を取り出すには、どのようにすればよいのだろうか。
〈〉
｜金属利用の歴史を学ぶことから、科学技術の進歩をたどる。 社会科学習内容との関連
円
道具とし乞G)金属
E時 u 医寝的捗視点か勾
人は、どのように金属査取り出してきたのだろうか。
｜石器時吋→ ｜青銅器時代｜→ ｜鉄器時付
（黒曜石） （合金の利用） （製鉄のはじまり）
話し合い『砂鉄（鉄鉱石）を、鉄にするにはどのようにすればよいのだろうか。j
実験 f砂鉄の加熱分解J→ 不可能
VTR資料「たたら製鉄＝ものの州課題 f農夫たちは何を山仰ろうかJI 旦
門
科学技術ω閑漣｜
Z、3、4時 υ化学的移根点か
実際にどのような方法で ｜還元｜
散り出せばよいだろうか。
話し合い「還元剤の必要性J
実験 f酸化銅の還元実験j
電子レンジるつぼの活用
還元反応の応用＝様々な還元反応
実験「マグネシウムによる二酸化炭素の還元j
実験「水素による酸化銅の還元j
実験「テルミット反応J
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〉一
事前学習
5時
レポート f金属資源
を有効に使うため
に私たちにできる
ことは｛可か。
金属資源を有効に使うために、
私たちにできることはなんだろうか‘
観察『稲技術・指素材』
－酸化皮膜、塗装
・酸化物の活用 ： セラミック
話し合い rl骨イ’71L』
－資源の可採年数
・資源による再生コストの違い
．リサイクルの問題点
(2) 実践上の工夫
1 ) 科学史導入のための、映画「もののけ姫」の教材化
日本に古来から伝わる製鉄j去に「たたら製鉄」と呼ばれる技法がある。これは、砂鉄と木炭
の混合物を土製の炉の中に投入しながら加熱を続け、純粋な鉄を得る技法である。
映画監督宮崎駿は、映画「もののけ姫」の中で、 このだたら製鉄で鉄をつくる製鉄集団の
様子を国いている。映像の細部、台詞の一つひとつにまで作者のこだわりと研究の跡がみられ、
動画の教材としては、非常に利用価値が高いといえる。
時代設定：室町時代後期
ストーリー ：山奥で鉄を作る製鉄集団と山に芸
らす獣たちとの対立を描いている。作中のエ
ボシ製鉄集団は、砂鉄の収集または木々の伐
採のだめに森を切り開き、森の獣たちと対立
したものと思われる。
たたら揚：たたら製鉄を行う作業揚、またはそ
れを取り囲む集落全体。周辺の山々は、木々
の伐採によって禿げ山と化している。
砂鉄の探集（「鉄穴流し」かんなながし〉
不純物の流れ出る様子
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炭焼き
炉の上部から砂鉄と木炭を投入する
0鉄作りに関係するセリフの例
まるで城だな・ー
エポシ様のおお疋疋らでさあ。砂鉄をわかし
て、鉄を作っているんです。
（中略〉
ここらの下じゃあ、砂鉄をとり尽くしてしま2
たからなあ。
震JI:12.の家業は山を削るし木を切るからなあ。
（中略）
そうさ、四日五晩、踏み阪くんだ。 炉に風を送る
（実際は、女性が作業することはなかった。〉
生徒は、映像や台詞の細部にまで蓄目し、それぞれに興昧をもったことを中山に課題を見つ
け、 課外の時間を利用して調べ学習を行った。これを受けた話し合いでは、実際にどのような
方法で純粋な金属を取り出せばよいかについて考えた。下は、第2時における話し合いの板書
の樺子である。生
徒それぞれが、高
い意欲をもって
調べ学習に取り
組み、話し合いに
参加しているの
で、専門性の高い
部分にまで言及
した内容になっ
ている。
2) 異体物提示のための、 電子レンジるつぼの使用
酸化・ 還元の学習では、一般的に試験管内で酸化銅と炭素の混合物を加熱し、純粋な銅を得
る実験を行う。黒色の混合物が赤褐色に変化するところから、酸化銅が銅に還元されたことを
判断させる実験である。透明な試験管内で実験が進行するので色の変化を目視できる優惹な実
験方法といえるが、ガラスは耐熱温度が倍く、 塊状の銅を得るまでには至らない。また、試験
管を用いた実験万法は、実際に工業的に用いられている 「溶鉱炉」や 「たたら製鉄」のイメー
ジとは合到しないともとらえることができる。
これに対して加藤（2001）は、るつぼに粉末炭素を入れ、その中に鉱石を 1片埋めて電子レ
ンジで加熱する方法を考案した。電子レンジの電磁波が、炭素を加熱させることは一般に知ら
れていないが、叡分の加熱で 1060℃に達することが加藤によって確認されている。一般的な
電気炉が 1000℃に達するのに、 獄時間要することを考えれば、画期的な実験方法であるとい
える。基本的なメカニズムは、 710℃以上に熱せられた炭素が c（固） +C02 C気〉件2CO
の平衡に達し、一酸化炭素となって強い還元能力を持つようになることから、鉱石中の酸素や
硫黄を還元しているちのと考えられ、孔雀石、赤鉄鉱、黄銅鉱、砂鉄等の還元に成功している。
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また、藤田（2003）は、上記技術を応用して、二元合金 〈青銅、黄銅〉をつくる実験に成功し
ている。いすれち斬新な発想によるインパクトの強い実験であるが、加藤ち論じるように、電
子レンジ庫内の温度が非常に高温になるという難点を
抱えており、改善の余地があった。
これに苅して、シーエムシー技術開発株式会社が開
発した「電子レンジるつぼ」は、炭素粉末の発熱に頼
らす、るつぼを構成しているカーボンマイクロコイル
(CMC）自体が発熱するため、容易に高温を得ること
ができる。同社の実験では、 9分間の加熱で1200℃
を得られることが確認されている。また、 実験キット
に同包されるセラミック裂の断熱体を利用すれば、電
子レンジ庫内の温度を異常に上昇させることなく実験
が行え、生徒実験としても安全が確保されていると言 シーエムシー妓術開発練式会社HPより
える。
本研究では、この電子レンジるつぼを用いて、酸化銅の還元ならびに青銅をつくる実験を演
示した。いすれも、塊状の銅ならびに青銅を得ることが司能であった。赤熱したるつぼが、電
子レンジ中から取り出されるだびに生徒は歓声をあげ、授業後の感想を見ても、印象深い実験
のひとつであったことは間違いないようである。
3) 金属資源の有効利用を考える、レポートの作成 （課外〉
環境教育との関連を図るために、慢業の最後にレポートを作成させた。下の資料は、そのレ
ポートの一例である。
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4. 研究のまとめ
く1）侵業を終えての感想より
だだら製鉄のしくみのすごさに驚きましだ。一度、みんなでやってみたい。
・，＿..－ I . -
今の時代でも、金属を純粋な物質として取り出すことは簡単ではないのに…酸化鉄から鉄を取
り出すことができた琶の人の知恵はすごいなと思った。
身近な鉄について深く知ることができたことにより親近感をちつことができた。
身近なところに化合や酸化などの化学変化を利用したものがたくさんあることに気付いた。
漠然としていた物質に対しての考えが、いくらか身近に変わった。
もののけ姫の物語の中にも理科に関することが含まれているのを知って驚きました。
もののけ姫で、自然と文明のぶつかり合いを見て、難しいなあと考えさせられました。
（調べ学習で様々な金属資源が有限であることを知り、〉資源を大切に使っていきたいと思った白
これからはリサイクルなどの技術を高めて、どう自然と共生していけるか考えていかないとい
けないと感じました。
(2）考察
本研究は、本校で伝統的に行われてきた「課題学習」に、科学史の導入や今までにない具体物
の提示などの新たな工夫を加えることで、指導の充実を図ろうとするものであったo
今回の研究から、科学史の導入により生徒の学習意欲が高まることがわかっだ。また、生徒が
課題解決を図ろうとするときに、様々な壁にぶつかるのもまだ事実である。そんな時、科学史を
組解くことで、様々な「手だて」を得だり、課題解決の「ヒント」に気付いだりできる。今回の
研究から科学史導入は課題を解決させる手立てとして、有効にはたらくことも確認できた。使用
したアニメ「もののけ姫」は、制作時に時間をかけて鉄作りについて研究された足跡が見られ、
そんなことに気付かせてくれる良い教材であった。
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さらに、具体物提示の工夫として「電子レンジるつぼ」を使用し、金属の融解を見せた。普段
は見られない金属の変化を実際に見せたことにより、その後の活動にいっそう意欲的に取り組む
姿が見られた。このことから、具体物の提示は、生徒の学習意欲を高めることに非常に有劾であ
ることがわかった。
今回の研究から、生徒は今まで何気なく接してきた金属に対してよりいっそう関山をもち、積
極的に関わっていこうとする態度がレポートの内容にも現れている。今後はここで得た知識や経
験を元に、積極的に自然と向き合い、環境問題に闘しでも積極的に関わっていこうとする生徒が
多く現れることを期待する。
5. おわりに
長く教師を続けていると、自分が今までに教えてきた手法が最もよい手法だと凝り固まった考え方
に陥ることが多い。今回、初めてこの共同プロジェクトで、提案者を務めさせていただき、大学や小
学校の先生方からご意見を多数いただき、自分自身の段業を見直す大変よい機会となったo 今後ち、
先進的な研修に努め、よりよい理科の授業づくりに努力していきたい。
最後に、本研究を行うにあたり、実験器具の準備及び技術的なアドバイスを、シー工ムシー技術開
発株式会社の菱川さんからいただいた。ここに感謝の意を表す。
6. 参者・引用文献
加藤識泰（2001): 電子レンジを用いた冶金技術の開発と教材化．
（財）北海道科学技術総合振興センター研究開発支援事業研究成果報告書
藤田繁治（2003): 電子レンジを用いて二元合金をつくる実験の教材化．
愛媛県総合科学博物館研究報告
シーエムシー技術開発株式会社： htto:/ /www.cmctd.coJo/rutubo/index.htm 
映画「もののけ姫」 スタジオジブリ製作
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学習単元中学2年 1分野「酸化と還元」〈新学習指導要領に設定〉
における新しい単元構想と展開に関する一考察
附属小学校 津柿教淳
1 地球と鉄
身の回りには、鉄製昂がたくさんある白台所にある調理器具、クラウンドにある鉄棒、
机の上のクリップや画鋲・・・。実は、この地球上にある元素の中で最ち多いのが鉄だという。
なんと地球の約3分の1程度を鉄が占めているらしい。
2 人類と鉄
人類が鉄を利用し始めたのは、紀元前3000年頃と言われている。しだいに、鉄鉱石か
ら鉄を作る技術を生みだし、紀元前 1400年頃には、その鉄を使って農機具や武器を作り
出したという。当然、その技術をちった国は強い固となって繁栄した歴史がある。
3 たたら製鉄
日本に鉄を作り出す技術が伝わったのは6世紀頃。たたら製鉄という方法で優れた刀な
どを作り出した。炉の中に、木炭と砂鉄〈酸化鉄〉を交Eに入れ、，5，いごで空気を送るo
化学反応によって鉄と結びついていた酸素の代わりに木炭の炭素が結びつく。炭素を多く
含んだ鉄を、再び加熱レ炭素を抜く。こうレて鋼が作られるのだそうだ。
4 製鉄の過程やその科学的史実を、単元の構想にどのように組み入れるか
さて、ここからが本題である。こうしたものづくりや科学史を理科の学習の中で刻果的
に生かすとはどういうことかということである。
ます、大前提として確認しておきたいことは、本実践の目的は、ちのづくりや科学史を
生かすことで理科の学力（目に見える〉を効果的に伸ばす司能性を探る、ということでは
ないということである。人間形成における理科教育の役割を果たすというねらいがある。
次に、理科教育が人間形成の一翼を担う上で大切なことは、子供自身がI~＼を揺さぶられ
目を輝かせるような学びがいはどこに生まれるのかを見極めることである。そのためには、
「鉄」という素材または「酸化と還元Jという現象を子供の目から捉え直すという作業が
欠かせない。子供たちにとって、物質が混ざったり結びついたりレて穿在することは既習
事項であり経験上感得してきた概怠でもある。そんな子供だちが、一度混ざったり結ひ．つ
いたりしたものでも個別に取り出すことができるかどうかという問題に直面したとき、子
供のI~＼が揺れ動く。「始めから別々だったのだからできるよ」「一度結びついたものは切り
離せないよ」などと多様な考えの中で疑怠が膨らむ。何とかして取り出したいという願い
が強いほど、多様な情報や経験をたぐり寄せながら推論する。「ろ過したという経験」「化
学反応の時に熱が出たという経験」そして「不純物から鉄を作り出したという先人の知
恵」・・・。やがて、それらの推論は実証性を求めて動き出す。とりわけ、地球上に多く寄在
する鉄を人類が利用してきたという事実は、子供の追究のエネルギーとなる司能性を秘め
ている。「本当にそうなのか？確かめたい！ Jと。
製鉄の過程やその科学的史実を扱えばそれだけで理科の侵業がよくなるわけではもちろ
んない。その理科教育的意味は、そこに子供の問題解決の具体的な姿を重ねることではじ
めて具体化してくる。本実践研究は、その意昧で貴重な提案1さつたo
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科学史と思考力
附属小学校 橋本大一郎
今回は、堀先生の提案授業を通レて、多くのことを学ばせていただいた。酸化還元について学習す
るために、堀先生は、単に事象を見るというだけでなく、歴史における人間の進歩とかかわらぜなが
ら侵業展開を工夫された。よく警えてみると、歴史は科学の進歩と大いにかかわりがある。現在の豊
かな文明の寄在があるのは、科学の進化に他ならない。科学が進化したのは、偶然ではなく、人聞が
多くの思警力を働かせてきた過程があるからだろう。
私は、堀先生の侵業で導入の揚面を見せていただいた。その中で、酸化鉄から鉄を取り出すという
映画のー揚面を子どもたちに見せておられた。子どもたちは、その揚面を興味深く見ていだように思
う。この様子を見て、自然界では酸化鉄で寄在している鉄を、人聞はいつ、どのようにして実用的な
鉄として取り出すことに成功しだのだろうかということを者えた。例えば、石鹸は5000年前に羊を
焼き終えた灰で物を洗うときに使ってみたところ、汚れが落ちたところから発見されたといわれる。
油脂とアルカリの組み合わせに気伺いたのは偶然であろうが、それを見逃さなかった人聞にすばらし
さを感じる。鉄を酸化鉄から取り出したのも、偶然であろう。しかし、その偶然を逃さす、現象の理
屈を捉え、新しい技術につなげていったことが科学の進歩につながっていつだ。つまり、自然事象に
は決まりごとがあるということを見つけたことこそ、一番の成果といえるのではないだろうか。その
こととつなげて便業を構想されたことは、大いに意義があるだろう。
科学史の中でも、興味深いのはギリシアの哲学者たちである。デモクリトス〈紀元前460年ごろ
～370年〉は、アトム（原子〉を万物の究極の構成単位とし、アルケー〈万物の根源）を求める聞い
に解答を出した。改めて言うまでもないのだが、デモクリトスはこれまでの多元論の老え方に「無い
ということも“ある”と同様に葎在であるJと考え、空虚な空間こそが、寄在と運動を可能にし、ア
トムが自由に集合離散を繰り返すことで万物は形成されているという説を唱えた。デモクリトスによ
ってイメージされだアトムは、現代に受け継がれている。そして、現在、ちのはアトムよりちさらに
細かいものでつくられていることが分かつてきているo このデモクリトスのアトムの考え方がなけれ
ば、原子論に踏み込むことはできなかっだであろうo
それにしても驚くのは、デモクリトスがアトムの君子在を考え伺いたことである。今から約2400年
前という時代に、人聞はそのようなことを考えることができたのはどうレてだろうか。そのヒントは
科学史の中にあるように思う。アトムという概怠を考えたのはデモクリトスではあるが、その考え方
の基礎は、それまでの哲学者から受け継がれてきた。「万物の根源は伺か」ということを聞い続けてき
た歴史がある。万物の根源を初めて壱えたといわれるタレス、水を万物の根源と考えたアナクシマン
ドロス、火と考えたヘラクレイトス、もろもろの数とそれらの聞に成り立つ比例関係で形成ざれると
考えたピタゴラス、火・空気・水・土の四元素で世界が作られていると者えたエンペドクレス、無限
に微小なものだと想定したアナクサゴラスなどの変遷がある。哲学者はこれまでの説に苅して、また
次の説を生み出してきた。急に新たな説が生まれるのではなく、少しすつ変化してきでいるといえよ
う。既荏の者え方に対レ、遣う発想、新たな発想で、次の者えを生み出してきたといえるだろう。こ
のような思考過程は人間の叡智といえる。
今、子どもたちは、これまでの人聞が見つけだことを学んでいる。それは「学ぶべき知識」として
整備されている。慢業の中でただその知識を伝達されるというのでは、なかなか興味をもつことはで
きないだろう。しかし、科学史の中には、人闘が試行錯誤して真理に到達してきたドラマがある。こ
のようなものに触れたとき、子どもたちは自然により興昧・関山を深め、自ら思壱レ始めると者える。
このようなことを、堀先生の侵業やそれまでの討議の中から感じたことである。
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科学史を取り入れた中学校理科学習について
附属中学校 新田稔
理科学習に科学史の導入が有刻なことは、以前からいわれてきたことである。しかし、
実際に中学校の理科の媛業にどのように取り入れていくかについては、まだまだ研究がな
されていないところであろう。では、中学校の理科教育において科学史を取り入れること
の有用性とはどのようなものなのだろうか。今回の堀教諭の実銭から次のようなことが考
えられる。
①身の回りの事物・現象への興味・関I~＼が高まる。
理科の題材や教材は生活の中のものが取り上げられることが多い。今回の実践では普段
何気なく接している金属という物質が、私たちの生活にどのように取り入れられたか〈人
類の金属利用の歴史〉を学ぶことにより、金属への興味・関I~＼が高めることができた。さ
らに還元反応の重要性についてより深い理解ができだと考えられる。
②科学史は生徒の疑問や問題解決の手だてとなる。
理科の学習内容には自然科学の法則や原理がある。科学史は法則や原理の発見史でもあ
る。生徒の「なぜ？」 「どうして？」という疑問や問題に対して科学史はその答えや問題
解決の手だてを与えてくれるのである。今回の実践においても金属利用の歴史を調べるこ
とで、問題解決の方法、方向、ヒントの手だてとなっていたといえるo
③日常生活との関連が図れる。
科学技術の発展により、たくさんの便利な道具、製品が作り出され、生徒は何気なく日
常生活で利用している。レかレながら、生徒はその道具や製品の機能や便利さなどの表面
的な面しか見えていなし1。科学史を学ぶことで、これらの製品の背後にある法則や原理、
科学技術を知れば、科学が自分たちの生活により身近なちのとしてとらえられるはずであ
る。今回は酸化と還元の学習の中であえて科学史を取り扱うことで、生徒は中学校での理
科学習が自分の生活に密接なものであることが実感できたと思われる。
平成20年の指導要領の改訂において、中学校の理科教育における改善の具体的事項の1
つに理科を学ぶことの意義や有用性を実感する機会をもたせるという点から、実社会・実
生活との関連を重視することが求められた。本実銭は、科学史の導入により実生活・実社
会との関連を重視したちのとして十分にとらえられる。
これを契機として、今後、科学史活用の有用性を検討し、中学校の理科学習における科
学史の導入について壱えていきたい。
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新しい単元構想と展開を研究するにあたって
附属中学校 玉生貴大
今年度、初めて理科教育共同研究プロジェクトに参加させていただいた。新学習指導要領に
設定されだ新単元の侵業構想と展開の議論を重ね、研究していく本プロジェクトにおいて、生
徒の興味・関山を高め、主体的に課題解決していく“きっかけ”と考えられる内容を取り上げ
て、私自身が感じたことを記したいと思う。
1 .金属利用の歴史
日常生活と学習内容を関連付けて、授業を進めていくことで生徒の興味・関山は高められ、
その中の課題に対しでも、主体性をちって解決しようとする意欲につながる。しかし、それ
だけではなく、日常生活とは関連が薄くても、他の教科との関連をちたせることで、興味・
関山力清められることがある。今回の揚合の「金属利用の歴史」は、社会科において既習事
項である。しかし、社会科の学習の中では、なぜ青銅器時代のあとに鉄器時代がくるのか、
ということを科学的には学習していなし，0 このことに疑問を抱いていた生徒もいれば、疑問
すら抱かなかった生徒ちいるが、改めて理科の便業において問題を提起すると、科学的に者
えようとする姿が見られた。このように他教科と関連させることが、新たな課題をみつける
きっかけになると者えられるp
本プロジェクトでは、この金属利用の歴史が大きな柱になっている。昔の方法をたどるこ
とで、原理とより関連付けやすく、課題の設定に際レて、興味・関山を高めることができて
いた。
2.もののけ姫
ほとんどの生徒が見たことがあるアニメの一揚面で、伺のために伺をしているのか、つい
見落としがちな揚面である。生徒のほとんどは「こんな揚面もあったな…」と感じたはずで
ある。私自身ち、その点を追究しないままであったo生徒は、その揚面が「金属利用の歴史」
において抱いた課題を解決するためのヒントになると分かつて、一層関＇~＇をもって見て、考
え、さらに調べようとしていた。
課題を追究・解決していく過程において、単なる調べ学習ではなく、アニメの揚面をヒン
トに鉄を得る方法を考えるという方法は、私にとって新鮮で、生徒にとっても設定の揚面で
高められた興味・関ωを維持だけでなく、さらに高められていた。
3.電子レンジるつぼ
実際に生徒が追究・解決した内容が正しいのか確かめるため、用意されたのが「電子レン
ジるつぼ」であった。理科において、伺よりも生徒の興味・関＇~＇を高めるのは実物を見せる
ことである。目の前で起こることに最も生徒は感動する。これまで見たことがなかったこと
について、さらに調べてきたことについてではなおさらである。
酸化鉄の還元まではできなかったが、それも「金属利用の歴史」と関連付けて考えさせる
と生徒は納得できる。そういう意味でも、学習の流れに課題設定の「金属利用の歴史Jが大
きな柱となっている。
本プロジェクトにおいて、新しい単元構想と展開の流れを考えるときに大切にしなければな
らないことは、学習の流れをつくることはもちろんだが、生徒の興味・関＇~＇を途中で失わせな
いことも挙げられることが再確認できた。新学習指導要領において、新たな構想と流れが必要
な単元はその他にも多く見られる。それぞれの単元において、本プロジェクトの成果を生かし
ていきたいと考えている。
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金属を取り出す人間の叡智
人間発達科学部 市瀬和義
1 金属
今年の理科の共同研究会は中学校2年生の「酸化と還元」で新しい単元構想と展開をね
らう目的で行われた。酸化はよく男られる現象であるが、なかなか還元を見る機会は少な
い。
後で綬業者にお聞きしたところ、やはり、授業でもレポートでも、還元という言葉は出
て来なかったそうだo エネルギー危機が叫ばれる今日、化合物から金属を取り出し、再利
用する方法は、貴重な資源を守っていくためにも重要であるo 反応によって、元の純粋な
金属を取り出す、簡単に言うなら還元は大きな課題であり、またその歴史を知ることによ
って、人間の智恵のすばらしさを知ることができる。
2 たたら製鉄
私は、公開された授業のうち、第1次を見定。先す燃焼前後のスチールウールを比べる
ことから始まつだが、生徒たちはで酸化するとボロボロになり、色が変わるなど、酸化の
流れを自然に知っていたo しかし、その逆に酸化物からどのように純粋なものを取り出す
か、そこにどのような歴史があるかはあまり知っていなかったo そこで侵業者は大きな鉄
鉱石を取り出し、そこに磁石がつくことを示した。こどもたちはそれを見て「わあー」と
歓声をあげた。やはり本物の持っすごさは生徒の＇~＇を訂つ。その後、生徒たちもよく男た
ことのあるビデオ「ちののけ姫」の中から、砂鉄・，5，いごなどの揚面を見せ、製鉄の様子、
たたらを想起させ、次時につなげた。ここも、見たことのある教材のよさがあったo
3 酸素をはがす
次時以降は見てないので感想でしかない。板書記録を見ると、鉄と酸素が結びついて酸
化鉄ができ、その酸素を木炭〈炭素のかたまり〉にふいごで、酸素を送って激しい反応を
おこさせると言っているo ここには、これまで学んだスチールウールの燃焼の激しさや炭
焼きなど高温の反応の「はげしさ」にち目をむけられている。援業者が電子レンジるつぼ
でくりかえし実験したのはご苦労様であったo 日常温度をそう高くはできないので鉄では
なく銅に焦点をあて、銅から酸素をとる「還元」、炭素が酸素をひきつける「酸化Jの意昧
もよくまとめられていた。この電子るつぼも自分の目で実際に見たことが効果的であったo
4 還元
最後は二酸化炭素中でマグネシウムを燃焼、二酸化炭素が還元され炭素が得られること
で他の還元剤ち扱った。全体を通してただやはり新しい「還元」という言葉は難しいと感
じだ。この授業全体を通して言えることは、生徒たちが、たたらから始まって金属をうま
く利用してきた人間の歴史とさまざまな科学の反応の進歩をうまくつなげたことにある。
生徒も順序立てて楽しく学べ、今後の金属の利用のあり方を見つけたと思う。
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附属学校園共同研究プロジェクトを通しての随想
人間発達科学部 安本史恵
「週末にやること」をリストアップする。雑事ち、ずっとやりたかったことも含まれ
た箇条書さを作成する。
するとどうだろうか。土日の、より怠惰になったわたしは、あろうことか、やらねば
ならないことのみならず、やりだかったことまで放棄して、寝っころがりながらでも拾
えるリモコンをかちゃかちゃ、お腹がすくことにだけは満足に応え、あとはグータラ、
海に落ちている海鼠同然の日を過ごしてしまうことが、ままある。
これは伺なのだろうか。紛い頃、週末は部屋から出てこない父親の姿を見て、ああだ
けはなるまい、と誓ったものだが、遺伝だろうか。
保身のだめに言うわけではないが、やり始めたら当初の予定よりもガンガン進んで、
踊ってしまいだいほど充実した、という日ももちろんある。最近はやりの池谷裕二によ
ると、これは、体の活動・新規揚面・報醐などによって淡蒼球が刺激されている状態に
相当する。また、偶発的に流れてくる教養番組などが好きである。先月よりなぜだか放
送大学の視聴ができるようになり、はまっているo今日は黄色のサロメや、技術者倫理
についてが面白かったo
附属中学校堀先生を主とした今回のプロジヱクトは、この文脈で言えば、非常に用意
周到な勉強の揚を作成することを目的としていた。ある意味では、造りこまれること、
準備万錨のためかえってその課題に着手するハードルが上がる危険性ち有していたの
かもしれない。
今回のプロジェクトでは酸化還元という抽象的な事象を、ジブリアニメなどの題材ち
用いて興味を引き、人間の歴史とのコンテクストの中で体系的に捉えさせることを目的
としていだ。人智がなせること、すべて物語があり、抽象から具象ヘ影写しのようにパ
ラメータを動かすことができると思う。
中学生の生徒たちが、堀先生のその手昆のような試行にうまく騎されるか、もしくは
それを見破って反発してでもよいから、ぐんと興味関I~＼を高めてくれたと信じる。
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共同研究プロジェクト理科教育研究部会に参加して
人間発達科学部 原稔・片岡弘
今年度の学部・附属学校共同研究プロジェクトが始まる直前に，小学校及び中学校の新
学習指導要領が公示され疋。今回の改訂で、小学校理科においては6年生に新単元「電気
の利用」が導入され，手回し発電機による電気二重層コンデンサへの充電や発光ダイオー
ドによるコンデンサの放電などを扱う発電・蓄電が大きな関I~＼を昭んでいる。また，中学
校の第一分野では前回改訂で高校化学に移行しだイオンが復活し，理科教員に歓迎されて
いる。さらに，「内容の取り扱い」で頻繁に見られだ「～は扱わないことJ，「～程度にとど
めること」などの表現で示されていた歯止め規定が廃止され疋ことも大きな変化である。
歯止め規定に関しては以前から，制限が行き過ぎていて綬業がやりにくいという意見が多
かった。今後は、最新のトピックス等を分かりゃすく紹介することにより、児童・生徒の
理科への興味・関I~＼をより一層深めることが期待できる。しかし、同時に、それが児童・
生徒の負担過重になるような過度に高度な内容であるかどうかを、適切に判断する能力を
教員が身につけなければならないことをも意味している。
このような状況の中，今年度の研究テーマを中学校理科第一分野「酸化・還元」とする
ことにした。この部分は新旧の「学習指導要領解説」でほとんど同じ記述で，金属を酸化
したり金属の酸化物を還元したりして生成する物質を調べる実験を行い，それらの反応を
原子や分子のモデルを用いて者察させることとしている。慢業者の意向により．金属酸化
物から金属を取り出すことに特に霊点を置き，人間の金属利用の歴史は金属の酸化物を還
元する技術の歴史であることに気伺かせる工夫をすることになったo いくつかの現行の中
学校理科教科書では．囲み記事として「金属利用の歴史」が取りあげられ，金・銀・銅は
鉱石から金属を取りだしやすいため昔から使われており，少し遅れて鉄の生産が始まり，
アルミニウムは 19世紀になってようやく利用されるようになったことが記載されているo
教科書によっては，金属と酸素の結びつきゃすさの順序として7種金属を表示しているも
のもあったo まさに，高校化学で扱うイオン化傾向の紹介である。余談になるが．高校化
学でのイオン化傾向で扱う元素の数は，大学の物理化学で扱う標準電極電位から考えると
多すぎるのではないかという指摘には同感である1)0 まだ，日本で独特の発展をした「だ
たら製鉄」については，教科書の本文あるいは囲み記事として、図や写真を添えて簡略化
した実験法を紹介している教科書もあった。それとの関連ちあり，当初は理科実験室内で
小規模化した「たたら製鉄」ができないかと話レ合ったが，小規模化は非常に困難であり，
規模を大きくすると危険性が急増するという結論に至り，今後の研究課題とした。最終的
には．宮崎駿監督のアニメ映画「もののけ姫」の中でかなり詳細に扱われているたたら製
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鉄の部分を活用したり，「電子レンジるつぼ」という新しい製昂を利用して砂鉄から金属鉄
を取り出しだりしたことによって，生徒達の実感を伴った理解につながり，目標は充分達
成されたものと考えている。ここで特筆すべきは，アニメ映画の必要部分を編集しだり，
静止画と台詞をプリントアウトレて生徒の参者資料にしたり，電子レンジるつぼという新
製昂と 10キログラム前後の磁鉄鉱をポケットマネーで購入したり，夜遅くまで電子レン
ジるつぼを使つての予備実験をしたりと大奮闘の授業者の熱意である。文字通りの鉄をも
熔かす熱意に敏意を表したい。
金属を酸化すると他の物質に変化すること、また、銅や鉄の酸化物を還元すると金属が
得られることを理解すれば、この単元の目標は達成されたことになる。しかし、人類の金
属利用の歴史と絡めると、青銅製の武器というのは本当に使い物になったのだろうかとい
うような新たな疑問もいくつか湧いてくる。理科実験ではおなじみで、自由に曲げたり切
ったりできるエナメル線が銅線であることを者えると当然な疑問ではあるが、一方では鉄
釘や針金も切れ昧の良い刃物にはなりそうもない。古来、金属製刃物は純粋な金属ではな
く、合金が利用されてきた。鉄に苅する炭素の含量を変えることにより、硬さや弾力性の
異なる種々の鋼ができ、用途に応じて使い分けられてきた。なお、青銅器時代の刃物は錫
25～30%を含み、その硬さはもっとも堅い鋼と大差なく、初期の鉄器よりち武器として
は優れていたということである2)0 銅と錫の混合比を変えて作製した青銅製刃物で木材を
削ってみれば一目瞭然であるが、青銅製の棒や板をたたいて音色を比較するだけでも遣い
は知ることができる。このようなことを合わせて老えると、銅器の伝統産業が盛んな富山
県にはうってつけの「総合」用教材になりそうである。
引用文献2）のP.64には、鉄器の歴史について次のように要領よくまとめられている。
『BC2000年頃に始まったオリエント〈ミタン二、ヒッタイト〉およびインドにおけ
る鉄の使用が鍛鉄から出発レ、主に武器に利用されだのに苅レ、中国ではBC600年頃
に鋳鉄が農器具に使われるようになったのが鉄器のはじまりであることは面白いこと
である。西洋で鋳鉄が使われるようになったのは、 14世紀にまで下るのである。鋳鉄
を熔かすためには、 1200℃以上の高温を出す技術が必要である。しかし、他の金属の
揚合と異なり、鉄の揚合は鉄鉱石を木炭中で加熱すると、 400～700℃という比較的優
温で一酸化炭素によって還元され、スポンジ状の鉄ができる。これをハンマーで打てば
鍛鉄の塊が得られるので、 l似すしも熔融するだけの高温を必要とレない。また、ほとん
ど純粋な酸化鉄が鉱石として産出することも、このような冶金を司能にしだ一因であろ
う。このような、金属を溶融しない冶金は、現在でも高融点金属、たとえばタングステ
ンなどで行われ、粉末冶金といわれているJ
最後に，本研究に関連する代表的な実験方法について，ごく簡単に紹介する。
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( 1 ）水素による酸化鉄（I）の還元3)
石英管の中に置いた酸化鉄（Fe2Q3）をガスバーナーで加熱しながら，水の電気分
解で発生させた水素を乾燥して石英管内に流し，酸化鉄を還元して金属鉄を得る。水
の電気分解によって発生させた水素は，亜鉛と塩酸を反応させて得た水素に比べて不
純物が少ない。
(2）テルミット反応による酸化鉄（I）の還元3)
植木鉢を利用して製作した反応容器の中に，金属アルミニウム粉末3gと酸化鉄（II)
粉末7gをよく混ぜたもの（テルミット〉を入れ．導火線として金属マグネシウム・
リボンを突き立て，ハンドバーナーで導火線に点火する。すぐに激しい反応が起き，
火柱が1mも飛15＼ので充分に気をつける必要がある。生成物を常温まで冷却した後，
金槌でたたき割ると金属光沢が見られる。
(3）自然に発火する酸化鉄4)
試験管に 1gのシュウ酸鉄（Il)を入れ，ガスバーナーで加熱して黒色微粉末にする。
ただちにゴム栓をして、生成物が空気に触れないようにする。常温まで冷却後，生成
物を空気中に落とすと，黒色粉末は自然発火する。生成物は， Fe,FeO, Fe304. Fe2Q3 
などの直径20～30nmの超微粉体である。 Fe203以外は酸素と反応して発熱する。
微粉末は表面積が大きいため、酸素と激しく反応して発火する温度になる。
(4）吹管分析における還元反応5-7)
木炭に小孔をあけて、小孔内に固体試料を置き，ガスバーナーの炎を吹管という道
具を用いて小孔に吹き付けて高温に熱した際にできる生成物を観察することによって
行う定性分析法を吹管分析法という。鉄化合物を無水炭酸ナトリウムと強熱還元し，
さらに酸化炎で熱すると磁性のある灰色の金属球を生ずる。昭和20～30年代の小学
校および中学校の理科教科書には，吹管を利用した実験方法がしばしば登場する。
引用文献
1 ）渡辺 正，中林誠一郎，電子移動の他学一電気化学入門ー，朝倉書店， o.58(1996) 
2）加藤俊二，物質の理解一日常生活と化学ー，化学同人， P.58(1975)
3）日本化学会編，実験で学ぶ化学の世界4，丸善， p,57(1996)
4）日本化学会編，新版・化学を楽しくする5分間，化学問人， P.17(1986)
5）太秦康光，新版分析化学産業図書， P.87(1963)
6）文部省，私たちの科学 11（中学校第2学年用教科書），大日本図書， p,33(1949)
7）大槻虎男監修，小学生の理科（6年下），二葉， P.83(1955)
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「理科好き」の意味を考え直す好機
人間発達科学部 林衛
1 .「理科好き」の意味を考え直す好機
本年度共同研究は，「理科好き」を育てることの意義，「百聞は一見にしかす」の威力に
ついて，再者する機会ともなった。
学力比較調査や教育課程の実施状況を調べる際の児童生徒への質問項目のなかに，各教
科についての「好き・嫌い」がしばしば盛り込まれる。体育や図工についで好きな子が多
いのが理科の学習が始まる小学校中学年時点での特徴である。ところが，高学年や中学校
段階では，「好き」の割合が減り，「嫌い」が増える傾向がみられ，その原因として，実験
がされす，お話しだけで，理屈を押しつけられるような授業が問題にあがる。このような
事態を前に，そもそも「理科好き」とはどういう状態なのか，理科嫌いを問題視し，理科
好きを育てようと考えることの意味は何であるかをますは検討したい。
2.「遊び」で好まれる「理科」
ます，体育や図工についで理科が好きだという傾向から予想されるのは，体育，図工，
理科に共通する要素の静在である。 1年生の時間割にも登場する国語や算数とは異なり，
理科は社会科とともに 3年生で始まる。中学年の段階では，戸外での昆虫の観察や影踏み
鬼のゲームを楽しむ「日なたと日かげ」といった，教室を離れた「遊び」の要素が大きい
単元が理科では目立つ。算委長にかけ算の原理や分数の計算，複雑な文章題が入つできたり，
国語では教科書の文章が長くなり，覚えないとならない漢字が増えたりしてくるなかで，
「遊び」の要素の大きな理科が歓迎される体育や図工との共通する要素の害在は，容易に
想像できる。
ここで，遊びの要素の寄在を悪いものだと指摘するつもりはない。「好き」だという気持
ちは，新しい単元に進むときの期待感にち直結するだろう。気になるのは，遊びの要素に
対して「好き」だと答える子どもたちのその後の成長である。
中学や高校では，受験苅策に時間がとられることを「理由」（言い訳？〉にして，実験な
しの授業が続くという問題が指摘されている。自然科学の教育が，自然の事実に即して理
論を確認し活用できるようになるのをめざすのであれば，そのなかで，実験や観察は不可
欠だといってよいのは当然のことだo 試行錯誤の結果？人類が経験的に自然科学を構築し
てきた歴史を追体験できる意義も多くが認めるところだろう。ところが実際の学校では．
実験や観察抜きで，結論として得られだ理論を丸香みさせられるような侵業が珍しくない。
そしてそれが，「理科嫌い」を生む原因だと指摘される。
この指摘は，確かに一理ある。例えば，高校物理にでてくる干渉縞の間隔から薄膜の厚
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さを計算する理論を実験による体験なしで学1S＼状況を想像してみてほしい。自分の手で，
くさび型の小さな測定器をさわり，指で強く押さえたり，薄膜を変えたりすると，干渉縞
の間隔が蛮化する。その変化を目の当たりにし，厚さのちがいが縞々から測定できるかも
しれないと実感できれば，自分でち試みて確かめてみたくなり，人類の獲得した知恵にた
どりつこうとするだろう。このように「百聞は一見にしかす」効果が発揮される状況と，
実験による体験抜きで計算法だけを教わり，修得度をテストで試される状況とで，どちら
が原理と理論が身につきゃすいのかも明らかだろう。
それだけではない。教科書に出ているから，試験に出るからと，権威や受験対策に強制
されて学1S＼理科学習のあり方は，健全な懐疑主義を身につけ，権威に苅しでも批判的かっ
建設的に振る舞えるようになるため，つまり自由になるための理科学習のあり方とは，趣
をだいぶん異にするように感じられるのだ。そんな理科ならば，一部の納得しやすい学習
者以外の，自ら抱いた疑問を大切にしたい学習者から嫌われるのは．当たり前の帰結のよ
うに思われる。
では，実験を増やしたり，よくいわれる身近な問題を取り上げたりすれば，ねらい通り
「理科好き」が増えて，理科学習の刻果が高まるのだろうか。これも，必ずしも単純な問
題ではなく，楽観できないのではないか。なぜなら，最初に述べたとおり，「理科好き」が，
他の教科よりも知的負荷の少ない遊びの要素とだけ強く結びついている状況があるからだ。
実験の手続きや考察が複雑になってくるに従って，座学による一斉侵業ではない実験の時
聞は望むものの，複雑な手続きを敏遠レてグループのほかのメンバーに任せてしまったり，
考察を求めてもそれを避けてしまう学習者が増えるという現掲からの警鐘的な報告をしば
しば見聞きする。
3.「好き・嫌い」で理科を評価できるのか
さて，ここまで老えを進めてくれば，教科を好き・嫌いという物差しで測ることの問題
性をとりあげだいと筆者が考えていることに気づいていだだけるのではないだろうか。
高度な知的負荷が避けられ，そこから解放されると好かれるという好き・嫌いの物差し
と，知的好奇l白に引っ張られて高度な知的負荷を乗り越えてしまえる度合いの好き・嫌い
の物差しというこつの評価軸が分離されないまま，まるごとの好き・嫌いが問題にされて
いるのである。二つの評価軸は，高度な知的負荷を避ける前者と，乗り越える後者という
点で，同一の要素を反苅に評価しているといってよい。したがって，両者を分離しないま
ま好き・嫌いを評価したとしても，伺をみているのかわからない結果に陥ること必至であ
り．上記の警鐘的な報告はそのような状況が実際にあちこちで生じていることを示してい
るといえよう。
「理科好き」を評価目標に入れるのであれば，少なくとち二つの評価軸を分離して，一
方のみをとりあげねばならないことになる。好きになることで知的好奇I~＼に引っ張られて
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高度な知的負荷を乗り越えられるようになる。そんな理科好きならば，理科学習の評価に
よりふさわしい。
しかしそれでも．筆者の立場からいえば，好きにさせるという思想教育が理科学習のよ
り本質的なねらいをさまたげる可能性について言及せざるをえない。なぜならば，現代科
学をめぐるさまざまな問題には，ただ好きだからつきあうというのでは済まない問題が
多々ふくまれているからだ。自然環境や人体の健康ヘ悪影響を及ぼし，兵器として毅多く
の人命を奪い，また，貧富の差の拡大を是とするグローパリゼーションの中核装置として
働くような科学技術の暴走的発展に苅い公害問題がつまびらかになる前の日本にみられ
たようなシンプルな科学技術への信頼や期待を人々が抱かなくなっているのである〈各国
の理科教科書をながめると，このような科学のかかわる社会問題をとりあげる記述にしば
しばでくわす。筆者の立場については，例えば，林衛・加藤和人・佐倉統：なぜいま「科
学コミュニケーション」なのか？生物の科学遺伝， 1月号（2005)30-34参照〉。
暴定的発展を示す科学技術につながる理科が嫌われて，科学技術の暴走的発展が放置さ
れる状況は，「究極の理科離れ」とも昭べるだろう。新田稔教諭がリサイクルを題材にとり
あげた昨年度の共同研究理科実践でも，附属中学校の生徒たちには，その種の身近な問題
が重要だとは感じているものの，自らはかかわりたくないという考えを示す傾向がみられ
た。
4.大事なのは自らの問題にでさること
ここで，思い返したいのが本レポートで松本謙一教援が指摘している「問題解決」の精
神である。教師や権威から与えられた問題だからではなく自らの問題だと感じたからこそ，
学習者は，生活経験や既習事項をフル活用し，その解決に取り組みたいとの意欲を高め，
高度な知的負荷を乗り越えようとする成長を示す。それをもたらす理科侵業の大切さを再
確認したい。小学生の段階で，好きになることをきっかけに，科学技術の負の側面にかか
わる理科のさまざまな問題を自分自身の問題解決の対象にできるまで，学習者が成長を示
すのであれば，上で述べた懸怠は紀要だつだことになる。
最後に，今回の堀篤史教諭による授業の工夫を，上の観点から分析してみたい。民衆の
技術や自然破壊を視野に入れた宮崎駿監督作品『もののけ姫』を教材にとりいれた工夫は．
科学技術の負の側面への積極的なかかわりの意義をかくさないものであったo また，生徒
たちがメディアや社会科の便業を遇してどこかで見聞している寄在である溶鉱炉を連想さ
せる，電子レンジるつぼを用いた工夫は，酸化金属の還元反応を示す際に強烈な「百聞は
一見にしかすJ劾果をもたらしている。入怠な準備を経た今回のような理科実践は，今度
ち繰り返し追求され，その意義が探究される価値が高いと感じられる。
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知的好奇I~＼を高める手立て
－ 堀実践に学15¥ -
人間発達科学部 松本謙一
1 教師からの「課題Jは、子どもにとっての「本気の問題」！こなっているか
理科学習は「自然を対照にした問題解決」そのものだとよく言われる。私自身ちそう考
えている一人である。
これに対して、実際の授業では、教師が設定した課題に対して、みんなで解決していく
過程を重視した授業が多い。確かにこの過程を重視することで『科学読解力』を高めるこ
とができる。しかし、教師からの課題が、子どもにとって本気で問題解決したい問題にな
っているかどうかあまり吟味されていないことが問題ではないかと壱える。
本当の意味での「問題解決」とは、自分にとって価値ある問題を見いだすことができる
力」、つまり『自然読解力』を育てることが大切になってくる。そのために、どうやって、
教師からの課題を子どもにとって本気になって学ぼうとする問題にまで練り上げるかが教
師の重要なはたらきになってくる。
本気で解決しようとする意欲を高めることで、どの子ちみんな意欲的に問題解決に取り
組むことができ、問題を解決できたときの成就感ち大きくできるのである。
2 地球科学と文明の交差点巴着服した抱実践ー「本気の問題」を生み出すためにー
一般的な実銭では、「本気の問題」を生み出すために、子どちの知的好奇山を高めよう
と、事象提示などを工夫し、先行経験とのすれや2つの事象の比較・矛盾意識などを誘発
し、子どもの「おやJ、「あれ」、「なぜ」・・－といった疑問を誘発し、共通問題に練り上
げる揚合が多い。
しかし、今回の堀実践では、目の前の事象からではなく、地球と人間の『歴史』に着眼
して、追究意欲を高めようとしたところに、実践研究の価値を見いだすことができる。
すなわち、次のようなプロセスを経ることで、子どもたちの問題意識を高めようとし
だのである。
① 人間の歴史において、銅や鉄といった金属を利用できるようになったことが文明を飛躍的に発展させたと
いう事実の確認。 （これまでの社会科の歴史学習ですでに学んでいることの再確認）
②鉄や銅などの金属は、地球上の鉱物資源としては、ほとんどが『酸化物』物の形で寄在するという事実の
紹介。 （地学内容：地球構成物質としての金属の荏在の仕方の新たな紹介）
③ スチールウールの燃焼を通して、酸化物が金属の性質（金属光沢や延性など）を失わせていることを確認させ、
文明の歴史は酸化物の還元との戦いであったことを実感させ、還元の仕方への閉山を高める。
④現在のような文明社会ではない原始時代にどのように原始人が金属を還元したか、その糸口を「もののけ
姫Jのアニメ映像を手がかりに探ろうとする。
－ー ーー ・ー・ー ーー ーー ーー ・・・ー ・・・・・・・ー －ー ーー ーー ・・・・・・・・・ー ーー ーー ・・・・・・・・・・・ー ーー ーー ・ー・・・・・・・・・ー ーー ーー ．
このように、子どもが解決したい価値ある問題をどのように生みだすか、そこに、地学
的に事実と人間の文明を持ち込んだところに、堀実践の価値を見いだすことができるので
ある。
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「生活・総合」グループ
附属幼 岩田郁代・加藤ちえみ・福江厚啓
附属小 岩滝修二
附属特 岡崎優子・加藤雄一
学部 久保田真功・松本謙一
I.研究の主題
昨年と同様、主題を「援業実践を通した生活・総合的な学習の時間のあり方の研究」と
設定し、次の2つを目的として掲げた。
第 1の目的は、各園の研修課題を踏まえた侵業実銭の分析・考察を通して、各園および
そこに所属する教員の成長発達を図ることである。
第2の目的は、各園の慢業実践を専門的見地から分析・者察することを通じて、理論と
実践との統合を図ることである。
Il.研究の内容
子どもと教師の相E行為の分析を遇して、子どちの成長に直結する教師のかかわり方を
探った。
なお、各教員が発表する内容については、研究の主題から著しく逸脱しないことのみを
条件と課し、それ以外については各教員に委ねた。
m.研修の具体的内容
研修は計5回実施し、 7名が発表をした。研修の内容は、以下の通りである。
実施日 揚所 研修内容
第 1回 平成20年 附属幼稚園園長室 －メンパー紹介
9月30日 －研究内容の検討
第2回 10月22日 附属幼稚園園長室 大学側からの問題提起。
大学生を苅象とした教職
意識に関する質問紙調査
の分析結果の紹介。
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第3固 1 1月17日 附属幼稚園園長室 附属幼稚園からの問題
提起。実践事例の分析を行
い、授業観や指導観等につ
いて模討。
第4回 12月22日 附属幼稚園園長室 小学校からの問題提起。
実践事例の分析を行い、侵
業観や指導観等について
検討。
第5回 平成21年 附属幼稚園園長室 特別支援学校からの悶
1月30日 題提起。実践事例の分析を
行い、授業観や指導観等に
ついて検討。
JV.まとめと今後の課題
「生活・総合」部会における発表については、研究の主題に即した内容であることのみ
を条件として課し、それ以外については各教員の問題関山に委ねている。結果、発表内容
は多彩であり、それらについて議論を交わしたことは、我々に様々な学びをもたらしたも
のと考えている。
たとえば、附属幼稚園の岩田先生の発表は、“教員が子どもたちの家庭にどこまで踏み込
むべきか”、という霊要な問題を提起した。また、附属特別支援学校の加藤先生の発表は、
“子どもたちが卒業した後、教員は子どもたちにどういった支援を行うことができるのか”、
という教育の可能性を示した。
今後は、共通のテーマについて各教員の立場から発表をしてもらう、という形式ち取り
入れてもよいのではないか、と考える。具体的には、教員閣の協力体制の在り方や教員と
保護者との関係の在り方などがあげられよう。これらについては、当然のことながら各学
校園の個別具体的な事情があると考えられるが、各学校園が共通して直面している問題で
あることもまた疑いようのない事実である。それゆえ、教員閣の協力体制や教員と保護者
との関係づくりがうまくいっている学校園があるとするならばそれはなぜなのか、逆にう
まくいっていない学校園があるとするならばそれはなぜなのか、ということなどについて
議論を交わしていくことは、おEいにとって非常に有益であるとともに、子どちたちによ
りよい教育を提供する上でも非常に重要であるといえるだろう。
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母子関係に見る子どもの育ち（3歳児〉
附属幼稚園岩田郁代
みきは、入園式後泣くこともなく、朝は五聞で母親から離れることができ、一人で保育
者の近くで遊ぶ子どちであった。自分の皐のまわりのことも大方でき、表情は硬いものの
あまり手のかからない子どもと思われた。母親もその姿に安l山して、帰宅していく様子が
男られた。レかし、 5月に入り、弁当が始まってから様子に蛮化が見られるようになった。
保育中ち母親を求めて泣くようになったのである。
rr5-;·-E:r昆＂if)室がち了…・・・・2画面一一一一一··－·~－~－ご二て・ご·：~·~··…寸 ・みさは保育者に安
， 、 o•，哩‘ 保育毛主f ・不安な綴＼ ！ 山感をもつようにな
／・泣いて離 'nO"" 電.：'i'l0 I 子がみられ、子育、i り、 母親から保育者
ノれられないみき、 、旦’ Q，＇ての失 敗だと自分を＼！ に手をつなぎ直して
jに寄り添い遊1:5¥', / '¥ ，＇責 める宙親に、3歳‘； 室関まで＠親を見送
Jことで安定し共 ： ／ ＼ ’ 兜の育ちゃみきの園 '.i りにいくようになっ
感することで居 : / " I での儀子を伝える。 ~ た。弁当が食べやす
‘湯所がみつ:Jliら : / "'・, 懇談や連絡ノー トで、 ：！変容くなっだことで不安
：れるように、思，’／ ~母子の関係の把握や jl「「＆ 要素が減つだ。
、いを受け止めな，ゾ 刊~＼の状態を探り、機〆 ！」ー，＂ . c親が前向きな苔
＼がら一緒~c晶〆 ・子どもの言いなり＼会をみて話しかノノ ! え方になっていくの
＼、ごす。，ゾ ・父親は多忙で一人 ＼、、Jする。 ，J 〆 ！ が、穏や連絡ノート
、 ノ／ で子育てしている 、一ー ’ ！ の内容から窺えた。
． みき 〆 感。 、母親 ！ 父親と惣践の機会がl .. ・h ・食事を食べさせる。 ...-... ~ ちて、子育てへの協a圃邑 くご｛ l一方通行 a・l 力の理解を得ることi nT~＇フ司、 一方通行 ～ 聖マ~©"I i ができた。匂綬の表．‘ si:;~＂ ・ －母親へ命令口調で話す0 ．ト~・ l 情が変わるとみさの＇－－· ·－·一二－··－··－··－··同．．旬．．－．．目．．二．母2ちID.依ff長D：高~JR－··－··－··－··－··－·一··－··－·） 表f湾も明るくなつた。
t'T9.月あ、委＂fiち？．．．．－
~ -- ~n° .... o保育者 --------- ! 絡の生活グループに
f ・促されて0'-' E：広三.J0 - ノ ・連絡ノード＼ l なり、同じ遊びを楽
，保育者と母親を＼ ち~’ （），仁不安な記載が減つで、i しむ姿が見られるよ
J玄関で見送る。 、 ／ ＼ にでき疋母親に、引き続きづ うになっていった。
誰にでち慢しく ； ／ ＼ ’ みきの梅子を細かく伝 i変容次第に保育者の視野
獲するいずみと ，／ ＼‘える。 父親とのかかわし~から~tiれ、 いずみら
．＼生活グループを 〆 ＼？、りの様子にも気を配 I ！」，数人の友達と園庭で
＼一緒にする。 、、る。 ノ ! ’ 遊ぶようになってい
、 ，グ ミ、、ー『ー －ー－－－－ ! った。浸透との会話
！ ーー’〆 ！ が抱えていった。
！ みき • ‘ 母親 ！ ・母親の連絡ノート
l .... ・互いの表情が柔らかく ...-... l の記織が体臼の過ご
i •，咽h なる。 .. ・ ： し方叫感がtilえて~ I＂＇！；・＠！ J ・べったりしだ様子が減る。 i._ '"JI, 1 いつだ。笑顔が多く
·~’ くこ 二三〉 ・~’ i なっていった。
＼....·－··－··－ ··－·· －· · －··”・・m・・ー－－－－－－－－－・・・・・ー玄.I.I~~感·－··”．．”・・ー・．．．．．．．．．．ー－－－－－－－－－・・m・・・・・ー・J
1 0月のある日、保育者はすぐにみきの所へは行かないで様子を見ることにしだ。みき
は友達と一緒に五関で母親を見送った。しばらくして保育者が近づくと、 みきは、「先
生、みいちゃんね、 一人でママとパイパイできたんだよ。」と、笑顔で飛び伺いてきた。
保育蓄が、「すごいね。がんばったんだね。」と言って、ぎゅうっと抱きしめると、みき
は「うん。」と領いてぴょんぴょん跳びはねた。
自分で母親と離れることができたことは、みきにとっては、とても大きな自信になっだ
ようだ。 跳びはねている姿から、 そのI~＼の内がみえるようである。 十分に保育者に親しみ、
安I~＼し、友達の醇在に気付き、遊ぶ楽しさに気｛寸き始めたことで、 母親から一歩自立する
ことができた様子であった。
また、保育蓄が母子関係を見取り、子どちだけでなく、母親にちかかわることが母親の安定に繋がり、 結果として子どもに安J~＼感が生まれ友達と充実した時間を過ごすことがで
きるようになることがわかり、保護者とのかかわりの大切さを実感することができた。
生活・総合研究プロジェクトから学んだこと
子どちが家庭では学べないちの、保護者や家族から得られない感情、そういつだ様々な
体験ができる幼稚園 ・学校の意義、そして、人的な環境の大切さを学び、再認識でき疋機
会となった。『先生』と日早ばれる言葉の重みをちう一度噛みしめながら、子どもだちと向
き合いたいと思う。
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子ども同士のイメージのすれをとらえ、 つなげる援問の大切さ
附属幼稚園福江厚啓
x E期になると、遊びながらイメージが膨らみ、子ども同士の遊びがつながったりもっと
面白くしようと工夫したりして、遊びが発展していく。また、それにともなって遊びにかか
わる人類ち増え、子どもたちはEいの考えを出し合い、 ときにぶつかりながらち自分たちの
やりたいことを実現しようと遊びを進めていく。
バ柔言語めたちろピ苅する扇~＼－（語長姐了l当局二5 －－ ・ ・・ ・・・ ーーーー －－ － － － －－－ －－ ・・ーー・・ー・・・－－－－－－で
し白?:iq)雪え支出lどし友達主題1'~~雪~歪認め含1'~~p_t~遊S楽Lどさ歪~hョ丈医~~＼。 ＿＿J 
夏休みが明けて2学期、この時期は「共通の目的に向かって力を合わせだりEいのよさを
認め合つだりしていく時期」ととらえられることから、保育者はたろうをさめた子どもだち
に試行錯誤して遊ぶ中で、友達同士の思いや考えを認め合うきっかけの材料として 「車のプ
ラタイヤ」を提示した。そして箱で作った車にブラタイヤを取り付け、思い思いによく動く
車を作り、競争し合う遊びが始まった。男児の多くが隣のクラスのメンパーと混ざり合って
楽しんでいだ。ちょうどこの遊びが始まった目、たろうは体調を崩して欠席していた。登園
してすぐ友達が大勢車で遊んでいることを見付けたたろうは、すぐに保育者にタイヤのパー
ツを求め、廃材入れの中から好みの箱を選び出して組み合わせ車を作った。たろうの作った
車はフロントの周りがブルドーザのような形をしており、他の誰の車とも遣ったものだった。
事例 「ぼくのは“ちからタイプ”だ ！J （年長児10月〉
疋ろう「できた！ねえ、（この車で〉バトルしようよ」
しんじ「いいよ」
たろうは自分の車を、しんじの車にぶつけていく。すぐに怒り出
すしんじ。しかしその怒りは、夢中になっているたろうには伝わっ
ていなし1。
様子を見ていた保育者が2人の話を聞くと、たろうの「｝＼トル」
は車同士のすちうのような競争、しんじの考えていたのは遠くまで走らせる競争、というこ
とがわかった。
保育者「なるほど。疋ろうくんの車としんじくんの車は、信2アこl:.lJt!.弘広担」
たろう「そうか ！ぼくのは“ちからタイプ”だ。先生のは速さタイ ？しんじくんのは飛行
タイプなんだね」
休んでいたたろうの考えだ「／＼トル」は、車同士をぶつけることであり、それまでしんじ
たちがしてきた遠くまで定らせる競争＝「／＼トル」とは異なっていた。そこにイメージのず
れが生じ、 トラブルが起きた。そのすれを保育蓄が言葉にし整理して伝えると、 2人は納得
した。たろうの言葉からは、「｝＼トル」のイメージが広がり、それぞれの車の遣いをよさと
して肯定的にとらえていることが窺える。
まだ、互いに納得できたことでこの後、たろうの考えたバトルの仕方ち仲間の聞に広がり、
フロン卜の周りにブルドーザをつけて押し合いをする姿ち見られるようになった。互いの考
えのよさを認め合い、工夫し合って遊びを進めている姿が見られ、ちょうど「友達のよい考
えを受け入れたり、励まし合ったりして遊びを進める」というXIV期の内容へXIII期からの
移行期の姿が育ちつつあることが見られる。この時期に、試行錯誤して遊ぶ中で友達同士思
いや考えを認め合うようブラタイヤを提示したことは、だろうを始めとして、この遊びをす
るとの子どもにとっても有効であったと考えられる。この時期は「共通の目的に向かつて」
ということが大切なポイントであることから、 遊びを広げる環境の構成については、さらに
研究を進めていくことが今後の課題である。
O生活総合研究ブロジ工クトから学んだこと
小学校の先生から「この揚面に見られるような個々の （イメージの〉ずれは、小学校であ
ってちとらえにくい、一見友達を邪魔しているように見えるが、内面をしっかり見て支援（援
助〉することが大切Jとの意見を頂いた。異校種の先生から話を聞くことで、幼稚園で大切
にしている「内面をとらえる」ことの重要性を再確認することができだ。
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他者の思いを受け入れることがむずかしい子どもへの援聞について
附属幼稚園 加藤ちえみ
1 徐々に自分たちでしたい遊びを見つけていく子どもたちとあきの事例から
あきは自分の気に入った友達を集めては、その中でリーダーとなり遊びを進めてい
く姿がよく見られる。イメージが豊かで、遊びをどんどん広げていくこともできるが、
自分の遊びのイメージを受け入れられないと怒ったり、友達が提案したイメージに否
定的な発言をしだりすることから、次第にあきと遊ぶことをつまらないと感じる子が
でてきだ。保育者はあきに対し相手にも思いがあることに気付き、少しずつ受け入れ
ることができるようになってほしいと願っていだ。
< 1 1月14日の様子〉
保育者：どうしたの？
あき ：みんなおうちごっこやめるって言って、私一人になってしまう。そんなの
だめじゃない。
かなこ：でも、私は他の遊びがしたくなったの ・
あき：何でそんなこと言うのよ！！
保育者：みんな他の遊びがしたくなっちゃつだんだね。
あき ：でも、くおうちごっこは〉一人じゃできない！
保育者：そうだよね。一人じゃできないよね。おうちごっこをしてる時、みんな楽
しそうだったかな？
あき ：だって私（お母さん役で）絵本読んであげていただけだから・ ・・〈わか
らない〉。
保育者：そうなのね。今度はみんなが楽しくなるように工夫してみたらどうかな。
伺をしたいかみんなに聞いてみたらいいと思うよ。かなこちゃんは伺をし
だくなったの？
かなこ：石けんクリームをするの。
保育者：そっか。昨日楽しかったもんね。〈かなこは昨日の楽しかった話や今日ど
んな風に作りたいかなど話し始める。〉
あき ：・ ・かなこちゃん、私ちまぜて。
かなこ：いいわよ。
〈考察〉
あきはこれまで自分のしたいことを押し通そうとすることが多かったが、一人に
なってしまった寂しさや、保育者の言葉かけから友だちが本当に楽しんでいたか振
り返ったことで、友達の思いを受け入れることができたのではないだろうか。
かなこはこの後、ホッとした表情で遊んでいだ。最近かなこはあきに遠慮しての
びのびと遊べていない梅子だったので、事例の揚面ではかなこが自分の思いを伝え
る機会と捉え支援した。どちらの子の立場からも援助していかねばならない。
あきにとっては自分のしたい遊びができす、満足できない形となってしまつだ。
また、周りの子どもたちがあきの気持ちを考える機会をとることができなかった。
今後、あきが友達の思いを受け入れられるように援助しつつ、そのあきのよさを広
げていくことで、Eいに思いを受け入れながらのびのびと遊べるように援闘してい
きたい。
2 生活・総合研究プロジェクトから学んだこと
保育者は子どもと一緒に遊んだり、時には見守つだりしながら子どもの内面を見と
っていかなければならない。一つの揚面でち多方面から見ることのできる保育者であ
りたい。固定的な見方にならないように日々自分の保育を振り返ることが大切だが、
周りの先生方からの意見を聞くことで気伺くことも大変多い。このプロジェクトで異
校種の先生方と事例から子どもの姿について話をしたり、質問を受けだりすることで、
より深く子どもたちの内面について考えることができた。今後ちこのような機会を大
切にしていきだい。
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5年生総合的な学習の時間「ぼく・わたしがつくる元気とやま～チンドンの巻～」
1 子供たちの姿から
附属小学校 岩滝修二
( 1 ）チンドンを知ろう
54回ち続くチンドンコンクールが富山で聞かれていることに詑いた子供だちは、 資料
を探したり、自らチンドンマンの自宅に行って話を聞いたりして、経緯や歴史について調
べ始めた。その後、主催者から話を闘い疋り、チンドンを体験したりする揚を設けたこと
で、子供たちは、「チンドンのよさ」や「まちづくりに苅する願しりに気づいていった。
－了E
匡E調
市役所の方から、戦後のまちを
明るく元気づけようというねらい
で始まったことを聞いた．
チンドンマンから、人とかかわる楽
しさややりがいについて揺を聞いた
後、一緒にチンドンを楽しんだ．
チンドンに対しての考えや患いを
チンドンに挑戦し、よさ
をPRした。
（グランドプラザ）
買い物曹にチラシや冊
子を配った．
（グランドプラザなど）
(3）活動を振り返ろう
話し合った。
チンドンマンといっしょ
に、店内を練り歩いた。
（ファボー レ）
チンドンには興味があ
りませんでした。3人に
出会い、 富山の大切な伝
統文化と思えました．
掲示物、チラシ、冊子を
店内に縄示した．
（ファボーレ）
自分たちで考えて活動できたり、地域の人から認めてちらったりしたことで、子供た
_?_Iお貰是！霊を咳t-2？.丈U芝生．．．
私たちも、チンドンで人を笑顔にすることができて、すごくうれしくなりました。；
この経験を通して、自分のことを見直すことができるという発見ができ、成長し：
: --－~（［）＿玄l孟~~lll~なあζ壇Uまk~~・・ーーー・・・・ー・・・・ーーー・・・．．．． ． ．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．！
2 研究の成果と課題
子供たちにとって、 地域の方や専門家と出会うことが、見方を広げ、考えを発展さ
せる契機となった。また、自己決定の揚を設けたり、自分の高まりを実感したりする
ことが、次への活動の歩み出しを容易にした。
ねらいを明確にして話し合いの場を設けたが、 Eいに意昧のある話レ合いにならな
いこともあった。子供の考えの根拠は伺か、話し合いでそのことを取り上げることで、
全体にどのような価値があるのかをさらに吟味していく必要がある。
学習を通して、自己の変容に気づいたり、よりよい地域のあり方を考えたりする子
供が男られた。人とのかかわりを通して、自分の考えをもったり、それまでの考えを
見直したりすることが、生き方を考える子につながる。だからこそ、子供をとらえ、
その気づきを認めるようにしていきたい。
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生活単元学習「買い物に行こう」
附属特別支援学校 岡崎優子
1 .はじめに
本グループは、小学部1年生3名、 2年生3名の計6名からなる。買い物について保護
者にアセスメン卜したところ、どの児童ち週に2～3回程度スーパー等に出かけており、
保護者と一緒に買い物をしている。品物を選んだり、力一トを押したりと買い物の一部は
経験したことはある・が、店内を走り回ったり、大声を出したりなどの行動が見られるよう
であっ疋。
そこで、買い物の一連の流れが分かり、藩ち着いて買い物ができるようになることをね
らいとし、本単元を設定し疋。
2.児童の実態 ※本単元1時間目の買い物より、 3名を抽出
Aさん・・手順力一ドを見ることはできす、教師の指示通りに活動した。買う物は「ホッ
トケーキ」と覚えていて、ホットケーキをかごに入れることはできたが、次の
時間ち「ホットケーキ（を買う〉」とこだわりになった。
Bさん.・-/ ¥-yクヤードのドア、ラーメン類が気になり、伺度もさわりに行こうとした。
教師の制i上でなんとか買い物を終えることができだ。帰り道ち自動販売機が気
になりパニックになった。
Cさん…「～はどこにあるの？J「～ないかな」とす・っと声を出して店内を歩き回り、
見つからないと、「ない、ない、ない」と大声を出しだ。
3.主な手立て
く視覚的に分かる手順表〉
1 Iカー トをだす
21かごをのせる
51ふくろにいれる
買う物は、
保護者に
3個程度
決めても
らう．
く買い物をイメージできる揚面設定〉
口口口口口口
※3名すつ買い物、後の3名は見ている
ζク
昂物
本物の力一ト、かごを
ス－／~ーから借りて
、3
0口
4.成果と者察 ※教室での練習（5回〉、スー ハー での買い物（4回）実施。最終日の僚子より
目Aさん…手Ii買力一ドを見て、IBさん…｝＼ックヤードのドICさん…買い物の手順や昂
買う物や次！こすることを確か｜アを気にしながらも、手｜貢｜物がまとまりごとに置いて
め、教師から離れて自分で買｜力一ドと約束力一 ドを手掛｜あることが分かり、落ち着
い物をす ar-.：~宣伝吾；4かりに買 it•· ·~ • WIP"""': Iいて昂物
る姿が見樫堕当E三五三4題画面い物をす・－逼孟~出｜を探すこ
られた。 ~’a函岨a週明圃ることが E語圏置自制｜とができ
できた。 ・・圃畦量恒all~11三。
買い物の一連の流れが分かり、目的をもって買い物をすることができたことで、家族と
の買い物ち豊かなものになっていくと思われる。また、近い将来、一人で買い物をするこ
とへの自信につながっていくものと思われる。
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自問性障害のある中学部女子生徒の指導について
附属特別支援学校加藤雄一
1 .対象生徒 Eさん 中学部1年女子 自閉性障害
2.生徒の実態
・衣服の着脱、食事など、日常生活において身の回りのことはおおむね一人で行うこと
ができる。
・「ランニングに行ってきます」「洗顔をします」「エプロン忘れだ」など、必要なことを
2語程度の文で伝えることができる。
・自分から話すことはないが、教師の「昨日どこ行つ疋？」 「だれと？」などの質問に対
して「温泉」「買い物」「ママと／りてと」など答えることができる。
・平仮名、片仮名の読み書きができるが、自分から文を書くことがない。
－確認を求めることが多く、促しがないと次の活動に進めないことがある。
－特定の刺激に対して過剰に反応し、大きな声で笑ったり体を大きく揺らしたりする0
・見通しのもてる学習内容であってち、教師の指示を受け入れす、席を離れて床に寝転
んだり、教室を出て、興味のある揚所に走って行ったりすることがある。
3.指導の方針
・スケジュールに従って一人で取り組むことのできる活動を増やす。
・一定時間、落ち着いて取り組むことのできる活動を増やす。
4.指導の実際
く4月＞
－学習の内容に見通しがちてる活動でも、逸脱して教室の床に座り込んだり寝転んだり
することがあった。戻るように促されても、教師の表情をうかがいながらさらに続け
る。また、活動の合間に教室から出て、興昧のある揚所に走り出すことがあった。
0学校での活動のスケジュールを分かりゃすく示すだけでなく、．
スケジュールに従って一人で活動を進めたり、 一定時間、藩
ち着いて活動に取り組んだりする経験を増やしていくことが
必要であると蓄えた。
く朝の活動スケジュール＞
朝、学校に来てから行う活動を、ホワイトボードで見られる ｜く朝の活動
ように一覧にした。マグネットを動かして次の活動を確認し スケジュール〉
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て自分から行うことができるようにしだ。
＝今一つの活動が終わると自分でマグネットを動かして次の活動を読み上げることはでき
る。しかし、読み上げを繰り返すだけで活動に移ることができないこともある。
く洗面台掃除手順表＞
・朝の活動の中で、掃院を行うことにした。廊下掃隊、階段掃
除、洗面台掃除など、手順に従って一人で活動を進めること
ができるようにした。洗面台の掃隠では、手順表を用いるこ
とにした。
持洗面台掃隙は一人で進めることができるようになった。隠／マ
まできれいにするということについてはまだ課題が残る。
く課題ボックス＞
・パズルやハンカチ畳み、編み物など、 3～5分程度でできる
簡単な課題を10個程度用意した。1っすつボックスに入れ、
準備から片づけまで一人でできるようにした。
司朝、時間を作って取り組むようにしだ。取り組みたい課題を ｜く課題ボックス＞
自分で2～3f国選んで取り組むことができるようになった。
特に編み物キットによる編み物は、一人で静かに取り組むことができるようになり、
昼休みに自分から選んで取り組むようになった。
く10月＞
・9月中ごろから逸脱行動が男られなくなり、 10月にはほとんどなくなった。多少難
しい課題にち落ち着いて取り組むことができるようになった。
く1月〉
・現在、逸脱行動は見られない。学習活動に落ち着いて取り組むことができている。
－スケジュールに従って自分で課題を進めることはできるが、 普段と異なることや分か
らないことがあると指示を待つ様子が見られる。困ったときや分からないときに、周
りの教師に援闘を求めることができることが今後の課題である。
5.考察
学校生活において、落ち着いて活動に取り組むことができるようになってきだ。中学
部での環境や活動、教師や友達とのかかわりに慣れてきたことちあるが、一人で活動を
進めていくことや一定時開港ち着いて取り組むことができるようになってきたことも一
因であると考えている。
本生徒にとって分かりゃすいスケジュールの提示や、一定時間、一人で主体的に取り
組むことのできる活動の設定を今後ち続けていきだいと考える。
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話し合いをどのように支えるか
人間発達科学部 松本謙一
月曜の朝の会でのー揚面である。昨日の過ごし方を聞いたところ、
【A宛】 r昨日遊冨勉へfまったの ／J
と、にこにこ話してきた。すると、
【B児】 rどこの遊題地？J
とつぶやき、 A児が答えると、 C児が
【C児】 f告ったことある。・・・ j
と、自分の話をして、その方向に話し合いが展開していく。
確かにこのような話し合いは、
－話を聞いて、考える
－自分のことをつなげて、話す
という点では、価値があるかもしれない。しかし、二つの問題点がある。
一つは、この話し合いを終えたときのA児の満足感が得られていないことである。 A
児が進んで紹介しようとしていだことから、当然「みんなに分かつてほしいこと」、「認
めてほしい自分の思いJがあった事は想定できる。しかし、そのことを紹介する前に、
自分の意図していないところで他の子が質問をし、話し合いが流れてしまう。
他の子には楽しい話し合いであっても、 A児にとっては決してそうではないだろう。
「わたし、 00が楽しかつだ。」などと伝えたかっただけなのである。
教科の授業においても、よく似た湯面を目にすることがある。伝えたい子どもの思い
や考えを無視し、教師の話題にしたいところだけを強調し援業を展開する。そして、短
業のねらいを達成し満足している教師と、その一方で、自分を分かってもらえなくて不
満な子どもが生み出されてしまう。
このような綬業、話し合いを繰り返していると、「00先生の授業で、発表なんかして
やるもんか。どうせまた先生のねらいのために私を利用するだけだ。」ということにもな
りかねない。
本当に「よい授業、話し合しりとはどのようなものだろうか。分かるかどうか、到達
目標に達したかどうか、教師のねらいからの尺度ではない。「私のこと分かつてほしいよ。」
というその子の尺度、つまり「山持ち」をきちんと認め合える状況を支える、これがよ
い擾業の第一条件ではないだろうか。まずそのことを第一に老え、分かり合い、認め合
える状況づくりを支援してほしいものである。
このような教師の対応は、~すしも話し合いばかりではない。活動中に、子どちが教
師に話しかけてくるときも同じである。
「子どもが なにをいっているか」
ではなく、
「伺を伝えたい、分かつてほしいのか。なぜ今なのか」
に目を向けて苅応することこそ、大切にしていきだいちのである。
一言で言うと、「子どもが喜ぶ対応j、これこそ、大切にしなければならないのである。
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平成20年度「生活・総合」部会を終えて
人間発達科学部 久保田真功
早いもので、私が富山大学に赴任してまる4年が経とうとしている。今年度ち昨年度に
引き続き、「生活・総合」部会に参加した。今年度は、私が部会のまとめ役となり、各学校
園の先生方にそれぞれ発表をしていただいた。
以下では、各先生方の発表をお聞きするなかで、私が感じたこと、考えたことについて
述べることとしたい。
附属幼稚園からは、岩田先生、福江先生、加藤〈ちえみ〉先生の3名の方に発表をして
いただいだ。岩田先生は、「母子関係に見る子どもの育ち（3歳児〉」と題しだ発表をされた。
その発表では、幼稚園にうまく適応することのできない幼児が、保育者の働きかけによっ
て徐々に成長していく様子が克明に説明された。岩田先生の発表は、保育者が母子関係を
つなぐキーパーソンとなり得ることを示すとともに、保育者は幼児の家庭にどこまで踏み
込むべきなのか、という重要な問題を投げかけた。
福江先生は、ある年長児に焦点を当てた発表をされた。その発表では、保育者が幼児の
聞に入り、幼児がEいを理解するきっかけを与えることによって、幼児が人間関係の幅を
広げていくとともに、社会性を獲得していく様子が説明された。福江先生の発表は、保育
者が幼児の人間関係を調整することを通じて幼児の社会性の発達をうながす重要な役割を
ちっていることをあらためて示してくれた。
加藤先生は、ある年中児に焦点を当てた発表をされた。その発表では、リーダーシップ
がありつつもやや自己中山性の強い幼児に対して、保育者が他の幼児の気持ちを考えさせ
ることによって、当該幼児が自分の気持ちのみを優先するのではなく、他の幼児の気持ち
にも目を向けることができるようになった様子が説明されたo 加藤先生の発表は、福江先
生の発表と同様、幼児の社会性獲得における保育者の役割の重要性を示してくれだ。
附属小学校からは、岩滝先生に発表をしていただいた。岩滝先生は、小学校5年生にお
ける総合的な学習の時聞を活用しだ取り組みを発表された。その発表では、「ぼく・わたし
がつくる元気とやま」という年間のテーマ設定のもと、児童たちが「富山ライトレール」
の特色や課題について調べ学習を進めていくなかで、公共交通を生かしたまちづくりや利
用者向上に向けた対策を提案するなどの活動に積極的に取り組む様子が説明されだ。岩滝
先生の発表は、とかく批判されがちな総合的学習の時間も、やり方しだいによっては教科
書からは学ぶことのできない充実した学びを子どもたちにもたらす可能性があることを示
してくれた。
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附属特別支援学校からは、加藤〈雄一〉先生に発表をしていただいた。加藤先生は、あ
る中学部の生徒に焦点を当てた発表をされた。その生徒は自閉性障害をもっており、見通
しのもてる学習内容であっても教師の指示を受け入れない、衝動的に行動するなどの逸脱
行動が見られた。レかし、教員が活動の手順を明確に示すなどの指導を根気強く続けてい
くことにより、当該生徒は潜ち着いて活動に取り組むことができるようになった、という
ことであったo 加藤先生の発表は、生徒の自立を促進していく上で、指導について保護者
の理解を得るとともに、それを踏まえた教員と保護者との協力関係が不可欠であることを
示してくれた。私が加藤先生からお話しをお聞きするなかで特に印象的であったのは、子
どもが学校を卒業した後ち様々な形で子どもを支援されていること、さらにはそのことを
決して面倒がることもなく、何とかして子どもの力になりたいという強い思いを抱いてお
られることであった。
いずれの先生の発表からも、学校現場における教員と子どもとの個別具体的なやり取り
をうかがい知ることができ、非常に示唆に富むものであつだ。最後に、今後の発表の形式
について提案をさせていただき、本報告を締めくくることとしたい。これまで「生活・総
合」部会においては、各先生方個々人の興味・関I~＼にもとづきテーマを決めてもらい、発
表をしていただくという形式をとっていたo このような発表の形式から学ぶことは多々あ
るが、今後は共通のテーマについて各先生方のお立場から発表をしていただき、議論を交
わしていくという形式をとることもi必要ではないだろうか。各学校の事情は異なるものの、
各学校で共通して直面している問題もあると考えられ、その問題について意見を交わすこ
とはお亘いにとって非常に有益であると思えるからであるo
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国際理解教育研究グループ
公開シンポジウム「学校の中の多文化共生Jに協力して
ークラス・学校・地域で支える体制をどう構築するか一
附属小学校 漂柿教淳
学 部 国民信重〈代表者〉
はじめに
平成20(2008）年度の国際理解教育研究グループ〈以下，「国際理解G」
と略記する）には， j畢柿教淳〈附属小学校〉，田尻信萱〈学部〉が参加した。
今年度の活動として，富山大学人間発達科学部附属人間発達科学研究実銭
総合センターと日本国際理解教育学会第18固研究大会実行委員会〈実行委
員長：田尻信萱〉が共催して， 6月14日〈土〉に開催した公開シンポジウ
ム「学校の中の多文化共生の構築を目指して」に協力した。この小論では，国際
理解Gが協力した公開シンポジウムについて取り上げ，報告する。
1 公開シンポジウム設定の理由
「愛知県では昨年5月に約2600人いた生徒が，今年 1月には1470人
にまで減少した。岐阜県でも，昨年初！の約1000人から600人弱に減っ
ており，三重県ち同様の状況だ。 （中路〉 2006年11月にブラジル
人学校として，全国で初めて学校法人の認可を受けた岐阜県大垣市の
『HIRO学園』。昨年12月には 5歳から高校 3年生まで約300人が在籍
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していだが，今月28日には208人に減つだ。同学園の川瀬充弘理事長
(53）は『臓を失つだ保護者が帰国しだり，雇用保険だけの生活になっ
たりして通学できないケースが目立つ』と話す。」〈読売新聞2009年 1
月31日朝刊〉
今年の 1月末に大変ショッキングな記事を目にした。それは上記の記事で，
そこでは昨（2008）年初！以降の世界同時不況の影響による雇用・経済情勢
の急速な悪化に伴い，外国人労働者の失臓が急増し、その子供たちが通う外
国人学校が危機に直面していることを紹介していた“九
グローパル化の進展とそれに伴う人々の日常的な越境化により，日本の学
校でも，親の海外勤務に伴って海外での生活や教育を体験した．子供たち〈帰
国子女〉や，中南米の日系人や中国人，フィリピン人など外国籍の子供たち
の寄在を目にすることは決して珍しいことではなくなった。これらの子供た
ちは日本の文化や社会への適応と自己の文化的アイデンティティの保持との
狭間の中で生活し，文化的葛藤や危機に直面している者ち少なくない。彼ら
の多くは文化的アイデンティティが保持されず．かつ異文化の集団との関係
ち保持されない「境界化」（2）と時ばれる段階にある。また，日本の教育制
度や学校という容在は異なる文化を持つ人々に対して閉鎖的であり，それら
の人々に対レて同化を強要していると言われる ωに
今日，日本の学校では，日本の子供たちと帰国子女，外国籍の子供たちと
の共生をどう図るかが課題となりつつある。そのため，第18回研究大会実
行委員会では，富山大学人間発達科学部附属人間発達科学研究実践総合セン
ターと共催して， 6月14日〈土〉に公開シンポジウム「学校の中の多文化
共生の構築を目指して」を開催した。当日は，ひろく市民，学生にち参加を
昭びかけ， 242名の参加者があった。
この小論では，最初に，公開シンポジウムの概要，パネリストの発表内容
とその後の議論について整理する。続いて，学校の中の多文化共生の問題が
象徴的に現れる外国籍の子供たちをめぐる問題を取り上げて検討する。
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: 2008年 6月14日 〈土） 14時～17時
：学校の中の多文化共生の構築を目指して
：富山大学共通教育棟4番教室
：森茂岳雄 〈中央大学〉
永田佳之〈聖／~＼女子大学〉
パネリスト ：宇土泰寛（椙山女子学園大学）
2 公開シンポジウムの概要
公開シンポジウムは．下記の通り実施された。
日時
テーマ
揚所
司会
成田喜一郎〈東京学芸大学教職大学院〉
所津潤 （群馬大学大学院〉
中村則明 （財団法人とやま国際センター〉
（上記パネリストの氏名は発表のIi買番に記した。〉
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?
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シンポジウムの基調報告 （左より．由民，永田．森茂．
字土．成田． 所湾． 中村の各氏
ランティアの交流」について報告頂いた。
行政の側から，富山県射水市で進めている「外国人やその子供たちと地元ボ
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3 パネリストの報告要旨
多文化共生社会に向けた4人のパネリストの提言について，その要旨を以
下に整理する。
・学校の中の多文化共生の空間づくりと学級プロジェクト活動
椙山女学園大学 宇土泰寛
宇土泰寛氏は，前職である東京都区立小学校教員時代の教育実践を紹介さ
れだ。氏は外国籍と日本の子供疋ちの相E交流，相E学習のできる揚として
「地球子ども教室」を開設し，学校文化の変革を試みられた。空き教室を利
用して開設した「地球子ども教室Jの活動を紹介しながら，多文化共生の空
間づくりとして．学級という空間を「機能的な学級モデル」でち「学級王国」
でもない，「共生のコミュ二ティ」という第3のモデルに変えていくことを
提案された。
【宇土氏の報告骨子】 今日の学校は，教育改革の名のもとに競争主義
が浸透し始め，学校は大きく揺らいでおり，児童ち教師ち分断され，厳し
い教育状況に陥りつつある。今こそ，共生を目指しだ教育を実践的に創出
していかなければならない。学習者自身が排除し，排除されるという共生
と相反する排除の構造が生れる今日の教育状況の中で，共生を目指した教
育を実践するだめには，教室のメインストリームだけではなく，教室の周
縁をもさめた学習者のいる揚そのものを変革し，共生のコミュ二ティを生
み出す学級のプロジェクト的活動が求められる。そのためには，以下の活
動・視点が必要である。
①学びの揚をひらき，個と集団をつなぎ，共に変革レていく活動
②個をひらき，現実社会とつなぐ学びの構造と行動する主体への転換
③毅科と学級生活と現実社会をひらき，つなぐ活動
④子供と教師と保護者，そして，世界の人々をひらき，つなぐ活動
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⑤共生のコミュニティから共生の学校文化へとひらき，つなぐ学校全
体での継続性
多文化共生の学校づくりでは，保護者，地域の人々，研究機関やNPO 
など専門的立場の人々，更には，教育行政の人々とも手を携え，進めるこ
とが可能となる。共生を目指した教育では，協働性に満ちた学校づくりが
引き起こされることになろう。
・海外から帰国した子供たちが聞いかけてきたものと教師からの応答
一東京学芸大学附属大泉中学校帰国子女教育学級1965-2007にみるー
東京学芸大学教蹴太学院 成田喜一郎
成田喜一郎氏は，東京学芸大学附属大泉中学校での実践を紹介された。大
泉中学校は， 1965年に帰国子女教育学級が設置されて以来，日本の帰国子
女教育の中核として教育研究を推進レてきた学校であり，同氏は， 1978年
の赴任以来30年間，社会科教諭，副校長として同校に勤務されだ。同中学
は2007年度から国際中等教育学校への移行を開始し，今年（2009）年3月
にその幕を閉じだ。ほぽ半世紀に及1S＼大泉中学校での帰国子女教育の実践は，
日本の帰国子女教育そのちのであったと言っても過言ではない。今回の報告
は大泉中学校の教員集団が生徒たちと真正面から向き合ってきたことを紹介
しだものであり，日本の帰国子女教育史を知る上での貴重な資料となろう。
【成田氏の報告骨子】 1965年に帰国子女教育学級が設置されて以来，
大泉中学校の帰国子女教育学級の子供たちは，周期・同窓の子供たちと教
員に「学ぶということの意味は伺なのか」「教育＝教え育むということは
いつだい伺なのか」という深い聞いかけを続けてきた。「多様で異なる人
々と共生・共寄でき，進展する内外の国際化の中で活躍する力を持った生
徒を育てる学校」を目指して， 2007年4月に東京学芸大学附属国際中等
教育学校が開校した。この新しい中高一貫校は，「現代的な課題を読み解
く力を持つ疋生徒」「知識とイメージを自分で再構成する力を持った生徒」
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「対話を遇して人との関係を作り出す力を持つだ生徒」「異文化への寛容
・耐性を持った生徒」の育成を目指すことになった。そのためには，教員
が多文化聞を往き来する子供たちとの苅話を成立させていく必要がある。
教師自身が「コントロールする関係」から「コミュ二ケー卜する関係」へ
の転換を目指す必要があり，そのことこそが教師としてのResponsibility
〈応答的責任〉を果たすことになろう。
・外国籍児童生徒の教育を前提とした教員質成に向けた取り組み
群馬大学大学院 所津潤
所津潤氏が勤務されている群馬大学は，教職専門大学院のカリキュラムに
外国籍児童生徒の教育の問題を取り上げる援業，教育実習等を設定し，群馬
県の小，中学校に在籍レている日系南米人の子供だちへの苅応を特色の一つ
に掲げて綬業領減として多文化共生領域を設けている。また教育学部の教育
実習でも，日系南米人の子供たちが通う小，中学校で実習が実施されるなど，
外国籍の子供たちを前提とした教員賛成の在り方を検討している。群馬大学
では，全国に先駆けて多文化共生社会に向けての教員の資質形成や向上の取
り組みを推進しており，氏には，その取り組みについて紹介頂いた。
【所湾氏の報告骨子】 群馬大学に設けられた教職専門大学院では，群
馬県の小中学校に多数在籍している日系南米人児童生徒への対応を特色の
一つに掲げている。そのため，「多文化共生教育」を設置し，その領域で
は「多工スニシティ化社会の教育の課題と実践」，「多文佑共生の課題と
実践」の授業が共通科目として開設されだ。平成17年度から20年度にか
けて，いわゆる特色GPとして『多文化共生社会の構築に貢献する人材の
育成』が行われており， GPは直接には教職専門大学院の制度設計にも関
わりを持っていないが．それらの経験が「多文化共生教育の理論と実践フ
ィールドワーク」と「多文化共生の課題と実践」の浸業内容に反映するこ
とになった。まだ学部の教育実習で，日系南米人児童生徒が通う太田市立
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九合小学校と同立南中学校では多文化共生の実習を実施している。今回，
群馬大学では教職専門大学院の教育課程に外国籍児童生徒の教育が位置づ
けられたが，それ自体は現段階ではまだ実験途中と言える。
・外国箱子供サポートプロジェクトと多文化共生の可能性
財団法人とやま国際センター 中柑則明
中村則明氏は，外国人登録音数の伸び率が全国で第2位となっている富山
県の多文化共生の取り組みについて，－岡県の射水市を事例どして上げながら
報告頂いた。射水市は人口96896人の中に1797人〈平成20年1月31日現
在〉が外国人登録しており，市人口に占める外国人住民の割合は富山県で最
ち高い。また2001年には，同市小杉地区（当時は小杉町〉のパキスタン人
経営の中古車販売店にコーランが破られて投げ込まれ，これを期に在日イス
ラム教徒の人々がデモ行進を行い抗議するという事件が起こった揚所であ
る。この地で外国籍の子供たちを行政や外国人住民を富む市民，国際交流協
会， Np Oなど地域全体で支援する体制づくりを目指している点は注目すべ
きことである。今回は，氏が射水市で進めている「外国籍こどもサポートプ
ロジzクト」について紹介して頂いた。
【中柑氏の報告骨子】 射水市に外国人住民が集住する背景には，市内
に健廉な集合住宅があることと，市北部を走る国道8号線周辺に集中する
ロシア向け中古自動車販売店の穿在が大きい。国籍別に在留資格を見ると，
ブラジルからの人々が永住者と定住者を合わせて，全体の85%を占めて
いる。平成19年の5月の学校基本調査による射水市の外国籍児童，生徒
の就学率は，小，中学校でそれぞれ70%という極めて低い獄字になった。
このような状況の中，外国籍児童，生徒を長期的視野で行政，外国人住民
を含む市民，そして国際交流協会やNp Oなど地域全体で支援する体制が
必要だと考え，以下の7つのプロジェクトを推進している。
①コアメンパ一連絡会議〈平成19年度より〉
②射水多文化共生推進会議〈平成19年度より〉
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③多文化共生サポーター麓成講座〈平成19年度より〉
④多文化共生コーディネーター養成講座（平成20年度より〉
⑤多文化こどもサポートセンター （平成20年度より〉
⑥多文化こども交流会〈平成19年度〉
⑦射水市多文化共生実態調査〈平成19年度〉
パネリス トの提言に勲山に聞き入る参加者
4 討議の内容
森茂岳雄，永田佳之の
両氏の司会のもと， 4人
のパネリストの提言を受
け，フロアからの質疑 を
交えての討議が行われた。
フロアからは，「同化を
強制する日本の教育風土や
学校制度のもとでは．現実
問題として，異なる文化的
背景を持つ子供たちの居場所はあるのか」との質問が出された。それに対し
て，所津氏は「学校は制度面では雁字mめのように映るかもしれないが，学
校という組織は一般に思われているほど制約はなく柔軟な対応が司能であ
る」と回答された。また，外国籍の子どもだちの序在を行動面や学力面でク
ラス内のマイナス要素として見るのではなく，彼らの個性や特性を尊重しつ
つ，他の生徒に新しい考え方や豊かな感性やもたらす杏在と してとらえるこ
との重要性が複数のパネリストから指摘された。とりわけ，外国籍の子供た
ちを日本の子供だちにと って自分だちの知らない多くのことを教えてくれる
惇在として考えてみることを提案された宇土氏の発言は，多文化共生時代の
学校の在り方を示すものとして注目された。毅室内で海外現地校からの帰国
子女や外国籍の子供たちの能力や特性を生かしていくためには，教師の果た
すべき役割は大きい。教室内での教師と子供たちとの関係の構築をどう作る
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べきかの質問に対して，成田氏からの「コントロールする関係」から「コミ
ュ二ケート（苅話〉する関係」への転換を目指すべきとの提案は，学校とい
う揚で教師と子供たちとの新たな関係性を構築する上で示唆に富む提案とし
てフロアからち共感を得た。
地域から多文化共生を目指した取り組みとして，中村氏が報告された射水
市での「外国籍こどもサポー トプロジェクト」はフロアからも注目されだ。
氏の活動は地域で，外国籍の人／マをもさむ住民の視点に立った新たなコミ二
ティを創生することを目指しており，学校における多文化共生の取り組みと
相互に補完し合うことで，多文化共生社会の実現を期待させるものである。
フロアからの発言は概して厳しいものがあったが，しかし，学校における
多文化共生の構築の必要性も同時に指摘しており，今回のシンポジウムの大
きな成果と言える。また，今回のシンポジウムは主催校の富山大学 （人間発
達科学部附属人間発達科学研究実践総合センター〉と共催し，市民や大学生
へもひろく公開されたことちあり．地域社会に大きなインパクトを与えるも
のとなった。それを裏づけることとして，シンポジウムの様子が，同日 （6
月14日〉夕刻のNHK二ユースで放映され，また北日本新聞，富山新聞，北
陸中日新聞の翌日 （6月15日）朝刊に掲載されだ。
5 学校での多文化共生を展望して
今日，帰国子女や外国籍の子供たちへの教育は，もはや特殊なものでも特
一. ~ .一一「 別なものでもなくなってきた。学
校という空間の中で，彼らは日本
の文化や社会への適応と自己の文
化的アイデンティティの保持との
狭間に生活している。 とくに外
国籍の子供たちの多くは，文化
的アイデンティティが保持されてお
らす，かつ異文化の集団との関係
取り出し捜業で日本語を学ぶ外国籍の児童 ち保持されていない状況下にある
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と言われている。「学校の中の多文化共生」が象徴的に表れる事例とレて，
外国籍の子供だちの現状について取り上げ，その問題性を明らかにすること
で本稿の結語とする。
文部科学省は， 1991年以来，毎年，「日本語指導が必要な児童・生徒の
受入れ状況Jについての調査を行っている。外国籍の子供たちの現状を知る
だめに，全国の公立小中高校など約37000校を苅象に2007年に行った同調査
の結果を概観してみよう何〉。
. 2007年度の日本語指導が必要な外国人の児童・生徒は全国で計25411
人に上り， 1991年度の調査開始以来最多となった。
. 5877校（調査校の15%）に日本語指導が必要な児童・生徒が在籍して
おり，前年度より402校の増加であった。
－学校種別で見ると小学校が3639校（61.9%），中学校が1876校（31.9
%），高等学校が312校（5.3%），中等教育学校が 1校（0.01%），特別
支援学校が49校（0.8%）となり， 6割が小学校に集中した。
－在籍人鍛別学校叡を見ると，「 1人」在籍校が最も多く2715校（59.0%),
「5人未満」までをきめると4591校（78.1%）に達した。
－「母語」別在籍状況では，ポルトガル語を母語とするものが10206人
(48.1%）と多く，続いて中国語5051人（23.8%），スペイン語3484
人（16.4%），フィリピノ語2896人（13.7%）などが続いた。
この調査から分かることは，外国籍の子供だちのおよそ8割が学校あたり
の在籍数5人未満の学校に通っていることである。そのために，行政や教育
委員会からの支援が十分に行き届いているとは言い難い。そのため彼らは日
本語を十分に理解できないまま教室での一斉授業を受け，週に何時聞か「取
り出し援業」という形で教室から切り離され，日本語等の侵業を受ける揚合
が多い。筆者ち富山県内の小学校を訪問し．学校内での外国籍の子供たちの
学校生活の現状を見てきた。多くの学校での教員の献身的な支援には頭が下
がるが，ポルトガル語やスペイン語を話せる支援員の学校配置は十分とは言
い難く，外国籍の子供たちの学校生活を支える校内の体制づくりも進んでい
るとは言い難かった。
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また，子供の就学義務を負うのは国民であって，外国籍の親たちには及ば
ない。前述の中柑氏の報告でも，富山県射水市の外国籍児童・生徒の就学率
は小，中学校でそれぞれ70%に過ぎないと言う（平成19年5月．学校基本
調査〉。不就学の問題は，深刻な問題である。これまで外国人学校がそのよ
うな児童・生徒の受け皿の一つになっていたが，一般学校のように財政上の
朗成を行政から受けられない状況にある。昨年枚以降の世界同時不況の影響
を受け，外国人労働者の失職が急増しており，本稿冒頭で紹介したように日
本各地のブラジル人学校に在学する児童生徒鍛が激減するなど，外国人籍の
子供たちの教育は危機に直面している。国民国家においては，移民は労働力
として受け入れられながら，人間としては排除される日〉。最近のブラジル
人学校をめぐる状況は，それを裏づけるものである。国際化の進展の中，今
日の教育に求められているのは，多文化共生ヘ向けての資質の育成である。
今時のブラジル人学校をめぐる問題では，文部科学省や行政ち苅策を講じる〈的
など日本社会ち大きく変わろうとしている。外国籍の子供だちの教育を学校
がどう保証するかは，日本社会の市民性の成熟度を映す鏡でもある。そのた
めにも，今日，学校が地域社会と連携しながら多文化共生を推進していく揚
として，その機能を高めることが求められている。
註
( 1 ）読売新聞のほか，朝日新聞2008年 1月31日夕刊，東京新聞1月30
日朝刊など多くの新聞でもブラジル系外国人学校で児童生徒が急減して
いることを報道した。
(2）佐藤郡衛『国際理解教育』明石書店， 2001年， 133～134頁。
( 3）宮島喬・太田晴雄編『外国人の子どちと日本の教育』東京大学出版会，
2005年， 37～48頁。
(4）「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ状況等に関する調査〈平
成19年度〉」結果について（http://www.mext.go.jp/b_menu/houd 
ou/20/08/08073011.htm 2009年 1月30日取得〉。
(5）伊予象谷笠志翁『グローパリゼーションと移民』有信堂， 2001年， 21頁。
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(6）文部科学省は，今年（2009年） 1月30日，「定住外国人の子どもに
苅する緊急支援」プランを発表し，年度内の具体的措置として公立校へ
の転入希望者に対応するため「教育委員会に相談員を配置」「ポルトガ
ル語を話せる支援員を学校に配置Jといった事業を拡充すると言う〈朝
日新聞 2009年 1月31日朝刊〉。
［館記］本稿でパネリストの発表内容をまとめるにあたって，『日本国際
理解教育学会第18回研究大会 研究発表抄録』（2008年〉を参考にした。
（文責：田尻信萱〉
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情報教育グループ
電子黒板を手作りしよう
附属小学校： 大島孝明、 草野間止 萩中泰弘、 柑井悠子
附願寺別支援斜交： 飯島貴英、 木下貴次、 安対日著
戸ふ4、
ゴ＜.； 部：
??
0.はじめに
平成20年度側首報教育グル プーの取り組みは、 Wiiリモコンと液晶プロジェクタを利用U三、手作りの電
子勲反の組み立てでした。
1.用意する物品
図1のような道異を用意しまU二簡単な電気工作ですので、 素人でも問題ありません。この中で、100
円ショップで買えないのはブルートゥースUSBアダプタとW1iリモコン、赤外線LEDだけです。W1iリ
モコンはWilを売っているオモチャ屋さんか電気屋さんで買ってください。ブルートゥースUSBアダプタは
／やノコンショッブなどに売っています。赤外線LEDlcJ.赤外線を知tするLEDです。電子部品を売っている
お店（今回は富山市内の鮪泉）＇＼ーツで購入しました〉やインターネットのオークションなどで手に入れるこ
と力？できます。
図1.今回用意した道具
上段左から、ハンダ、ハンダごて、ドライパ一、 「コンサートライトJ.ブルートゥースUSBアダプ夕、＼＇Iiiリモコン
下段左から、 ニツJt一、電線（線型用）、赤外線LED、工作用やすり
2. Iやノコンと液畠プロジェクタ
ノート／＼ソコンと液晶プロジェク夕、液晶プロジェクタを投影するスクリーン くあるいはホワイトボード
や壁など〉力悩要となります。
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2-1. Jやノコン
・ Windows VistaならびにXPがインストー ルされている）＼ソコン。
．ディスプレイケ ブールで液晶プロジェクタと接続でさること。
・ USBポートにブルートゥ スーUSBJフダブタをセットでさること
が覇岳条件です。
2-2.液晶プロジェクタ
－明るさや解像度は特に問わない。
－実用的には50インチ山70インチ程度のスクリーンに焦点を合わせること力出来ればよしL
3.システムの概要
今回作成するシステムの全体像は、図2の通り。
USB Bluetooth 
アダプタ
Bluetooth 
Wi iリモコン
~ 
一一一一一一ー
図2，自家製電子黒板システムの仕組み〔システム図）
／やノコンの画面をプロジ工クタを利用してスクリーンや壁に投影し、投影されている映像を見ながら、自
作した赤外線LED付きのスティックを利用してポイン卜すると、そのスティックの位置信号力T赤外線でWii
リモコンに伝わります。川リモコンには、 Bluetoothという無線装置が内蔵されていて、赤外線のマ 力ー一
の位置を読み取って、 Bluetoothアタフタ経由でJ＼＇.）コンに指示棒の位置を転きします。手作りポインタを
画面上で動かしてボタンを押す（赤外線LEDを点灯する〉と、／やノコンは受けとつだ位置情報をもとに画面
上のマウスポインター を移動させます。このような仕組みで、簡易型の電子勲反を自作できるわけです。
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4.作成手Il員
4-1.コンサートライトを、スイッチを押すと赤外線LEDが点幻する指示棒にする。
( 1）コンサートライトは、スティック状のオモチャで、グリップ部分のスイッチを押すと、白いスティッ
ク状のプラスチックの筒の中に仕掛けられているLED力亨治tして、点戚する仕掛けになっています。ますグ
リップの部分制関習にマイナスドライJ＼ー を差U込んで蓋を開けます。
細かい部昂が分かれるので、失くさないように保管します。特に、押しボタンは見えなくなりゃすいので
しっかり確保します。
(2）電子回路を止めている小さなねじをドライJ＼ー で外します
このねじは、とても小さいのでなくさないように、セロハンテープなどに伺蓄させて
確保しておくと良いでしょう。
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(3）ねじを外Gtcら、電池部分から電子回路に接続されているコードを二ッ／＼ーなどで切断し、 電子回路
ごとスティック内に入っているしEDを引き出します。
(4）回路基盤に直づけされているしEDを外します。
回路基板の表側 （茶色い面〉には、 Jj＼型スイッチがついています。
裏側（緑の面〉には、回路が焼き付けられています。
(5）空になったスティック部分の先端に赤外線LEDを取り付ける穴を開けます。
ドリjυl犬のドライ／＼ーや先のとがった錐状のドライ／＼ーなどで穴を開けます。
(6）色の異なるコード2本を適当な長さに切って、スティックに開けた穴から根本まで通します。
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(7）赤外線LEDの足の部分を適当な長さに切りそろえて、直角曲げます。
足の長さは、 LEDのプラスマイナスが分かるように、少L濯えておくようにします。
(8）赤外線LEDとスティックに通したコードをハンダ伺けします。
ますコードとLEDのハンダ伯けする部分に、ハンダを｛寸蓄させます。
準備力TできたらしEDとコードを接続します。
(9）回路がショートL広いように、 高齢差テープ （絶縁チューブ〉をつけます。
(10) LEDと接続したコードの1本を電池部分のプラス側に接続します。
電池部分のもう一方 （マイナス側）に短いコードを接続します。
(11）短いコード （マイナス側〉を回路基板の端のアース部分にハンダで接続します。
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(12) LEDから出てきているケーブル （すでにハンダつけされてしまった1本以外の1本〉を、回路基板
の写真の部分に接続します（ここの部分は、スイッチを押している間だけ通電する仕組みになってい
る〉。
(13）スイッチをちとの位置にセットして、ネジで固定します。
(14）押しボタンをフタにセットして、スイッチ基盤のスイッチをうまく押してくれるように調整して、フ
タをL,d.)ます。
4-2.赤外線LED指示棒の動作をチェックする
赤外線LEDがスイッチを押しているときに点CJ:しているかを確認します。
疋だし赤外線LEDは不司視な赤外線を出すため、人間の眼では点CJ:Jを確認できません。
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そこで赤外線に反応する、民訴見モー ドのついているビデオカメラや夜景モー ドのついた
跨需の力メラなどを利用して、動作を確認します。
4-3. J¥ソコン伐錠をする
パソコン側での準備にletそのパソコンに設定されているOSの1）＼ー ジョンや、ハー ドウエアの特性によ
って、ケー スバイケー スで必要な手順力事｜掠る揚合力濁ります拭ここで凶以下のような環境のパソコンが
手元にあると仮定して、調周レます。
／やノコンα競
• Windo崎×P（サー ビスパック2または3）がインストー ルされていみまたはWindowsVi闘がイン
ストー ルされていること。
• .NET Framework 2.0 以降がインストー ルされていることo • NET Frameworkはマイクロソフトカ可共
給しているソフトウエア開発環境です。マイクロソフトのWebペー ジあるいはWindαmアップデー ト
〈カスタムアップデー ト〉を行うことで、インストー ルできます。 .NETFrame帆わrka.:渉粧のパー ジョ
ンは3.5です。
h社ぴ／／www.microsoftoom/downloads/
thankyou.aspx'?fam刷＝333325fd-ae52-4e35-b531-5C沼d977d32a6&d治pla此..ang=ja
4-4. Bluetoothの設定
使っている／やノコンにBluetoothで送到言する機能がついていれは話淀は簡単です。ここではそのよう
な機能力鳴い揚合を前提に話を進めます。
( 1 ) Bluetoothのアダプタを入手します。
コンピュー タショップ等で、 USSに接続するBluetooわのアダプター を販売しています。千円－2千円
程度側面格です。自分のパソコンにインストー JしされているOSとの相性を検討して購入しましょう。
(2）ドライバー をインストー ルします。
5湖周書にしたがってドライバー をインストー ルしてください。VIS胞では自動的にドライバー を捜してくる
揚合もあります成機紡ー糊書をよく野uで苅応してくださ仇
( 3) Bluetoothデバイス〈装置〉を検索し、 Wilリモコンを認識させます。
Buletoothの設定を行う時に、 Bluetoothの装置を議哉させることができます。そd濁に、 Wilリモコン
に電也を入れて、①とrzP)：ボタンを同時に押すと、 Bluetoothの同期信号を出します。①と.<Z'IJ)：ボタンを動
以こ押してリモコンの青いLEDが点威している聞に、 BlL氾itooth装置伐織の作業を行ってくださしし上
手くタイミングカ匂うと、 JVコン側のBluetoothのソフトウエアが川リモコンを認識して、 Nintendo
RVL『CNT-01等ι議鋸勤寝示されます。こι燥作をしてあヲりないと、次項のWiimoteWhite以沼rdは上手
く起動しません。
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上の図は、プリンストン社のBluetoothUSBアダプタの設定ウインドを例として示U三恥
4-5. W1imoteWhi也加ardをインストールする
Wiimo悟White凶 ardは、カーネギーメロン大学で博士号を取得して、マイクロソフトの研究員になって
いるJohnnyChng Lee氏力潤発U三フリーのソフトウエアです。彼のアイデアは、今回自作している簡易
指示棒を利用して、スクリーンだけでなく、壁やテーブルの上に直接、絵を描いたり、アイデアをまとめた
り出来るというちので、とても刺激的な映像です。
くわしくは、 JohnnyChng Lee氏のWebペ ジー （英語です〉をお読みください。
htto://iohnnylee.net/oroiects/wii/ 
また、 彼のサイトにち出ています拭 YouTu加の動画で、彼似bりたいこと密糊しているので、そち
らでご覧いだだくこともできます（http:/www.Youtube.com/w.剖的知＝5s庄内Hy7e(功。
( 1）ますソフトウエアを入手します。
ソフトウエアは zip形式で圧縮されてインターネット上で入手することができます。最新版の／＼ージョン
は0.3です（h社。：I/iohnnylee.net/ oroiects/wi凶Niimo也＇White凶 ardv03zio）。
(2) zipファイルを商事東します。
すでに解凍するソフトウエアがインストールされている揚合には、ダウンロードと同時に自動的に解凍さ
れている揚合ちあります。その揚合はデスクトッフミ舎にWiimo也White以:>a.rdという名前のフォルダ力也来
ています。確認してください。
Zip形式のE縮ファイルを復元するソフトウエアをインストールしていない揚合には、そのコンビュータに
あった解凍ソフトをインストールす＆必要力濁ります。窓の杜やVectorといった、フリーウエア／シェア
ウエアが登録されているサイトに行って、島容東あるいはE繍糠のキーワードで横索すると複叡のソフトウ
エアがヒットします。
窓の社の田鶴様ソフト htto://www.forestimo陪誌co.io/lib/ arcノarchive/archiver I 
Vectorの圧縮解凍 htto:/so付iavi.vector.co.io／？，じat=66
自分のPCに適合するちのならどれでも良いのですが、個人的にはらの1lzhやLhapl閣 を利用することが
多いです。
解凍ソフトを入手したら、ダウンロードしたファイルを解凍します。
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4-6.いよいよ完成問丘
(I) Wiiリモコンを画面にむけて設置します。
プロジェクタで拡対受影することを前提として考えてきまし廷が、テスト関皆なら、パソコンの画面を
そのまま利用すること力Tできます。／＼ソコンの画面に斜め横から川iリモコンを設置します。位置関係は以下
のようにするとよいでしょう。
スクリーンを上から見たところ
、
Wi iリモコン
(2) W1imoteWhite凶ard.e×eを起動します。
解凍しだら、WiimoteWhite切ardという名前のフォルダが出来ていますので、その中にある、
川 moteWhite凶 ard.e×eをダブルクリックして起動します。
Wiimole¥Jvhiteboard v0.3 
¥.Vi moteVvhiteboard 
.Johnny Chung Lee (johnny lee net) 
前述した.NETFrameworkがインストールされていないとエラー力也ますので、その揚合は、そちらを
先にインスト ルーしてからWiimote日h除以羽rd.e×eを起動しましょう。
Wiimote Batery 
1・・・・184蝿
Track同 Utilization
I I 0 
Visible IR dots：目
回CursorControl 
Smooth町.4 
~j-
Calibrate L出 ation 
制 i咽 teA) 
＋ ＋ 
＋ ＋ 
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(3）指示棒と画面の位置関系を認識させます〈キャリプレー ション〉。
BluetoothのプログラムがWfiのリモコンを認識してしれは WfimoteWh耐 :oardのパネルカ寧訴され
ます。ウインドウの下側にあるCailibrateしα刻 :onのボタンを押すと、画面の四角〈すみ〉に、プラス〈＋〉
印のキャリプレー ションポイント力雪受示されるので、その揚所に、指示棒をあわせて、ボタンを押します。
そのポイント筑糊されると、別のポイントカ寝示されます。四隅のポイントを認識すればキャリプレーシ
ョンは終了です。
4-7.簡易電子勲反割吏ってみる
菊劇こ利用する手順をまとめます。
ちちろん、以下の手順に移る前に、 WiimoteWhite以沼rdがインストー ルされ内 Wilリモコンカ宅蕊議される
ことを礎認しであるものとします。
(1）パソコン、液晶プロジェク夕、スクリー ンをセットして、画面を拡大投影します。
(2) IやノコンにBluetoothアダプタをセットします。
(3) Wiリモコンの雷原を入れ内スクリー ン画面全体を5麓裁できるように、左右どちらかの
斜め扇動、ら画面にむけてセットします（これを途中で動かしてはいけません〉。
( 4) WiimoteWh比el:x:泡rdを起動して、 Wiiリモコンを認識させます。
(5）キャリプレー ションを行いますo
(6）あとは指示棒のボタンを押すと、マウスカ慢話棒の勤きを追いかけますので、
OSを操作したり、川フー ポイントでプレゼンをして見ましよう。
4-8.今固め簡易電子黒板について
(1）今回作成した指示樹立、上院姐包工作力酒倒なタイプのものです0． 
ちっと簡単に工作できるタイプのLEDペンもあると思いますので1αコ円ショップなどで
探してみてくださしL
(2) 1 00円ショップは安いのか吾誌のです拭商昂の脚色柄翠斑な点加摺です。
(3）束手めマジックの中身を抜いて、スイッチ等を自分で買って揃えれは完全な自作ち
可能です。詳しくは統患県の小学較の先生である長谷川尚さんのWebペー ジに記述
されています。 htto://hutch刈叫飢io/wfi/
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栽培体験・学習グループ
栽培を利用した教育の実務的研究
代表者 高橋満彦〈学部〉
附属幼稚園 吉田真春美
附属特別支援学校伊藤志織、安丸知春
学 部 増山照夫
1 .本グループは、学校園での栽倍を利用した体験的学習の可能性や問題点を探ることを目的として結
成したが、初年度の活動としては特に以下の点を中山に活動をし、今後へつなげることとしだ。①現在
附属学校園で行われている栽培活動の把握と問題点の抽出、②より円滑な栽培教育活動実施のため、特
に学部附属農場からどのような支援ができるか等の方策の検討、③食育の分野における栽培や農体験の
活用の司能性の検討。
2.栽指数育の現状と問題点の検討
( 1）附属学校園における栽培を利用した体験的学習の現状と課題の把握
1 ）附属学校園における栽培学習については、メンバーの所属する幼稚園及び特別支援学校の活動を
調査した。特に幼稚園については、学部の高橋、館山がのべ 10回以上参与観察を行ったo これら
の活動により、 2）で述べる問題点と、 3.で述べる苅処方法が明らかになった。
2）問題点の抽出としては、以下の点が指摘されたo'
①指導者の不足・・・基本的な栽括技術や農作業経験がある教員が少ない。
② 時季選択の困難性・・・作物の生育と学事のタイミンクを合わせるのが難しい。学事日程がタ
イトで収穫時期にイモ掘りができないなどの問題。作物の選択については、学期中に植え付けて、
かつ、収穫ができればベスト。
③ 資材調達の問題・・・苗や肥料等の調達が教員にとって負担。わからない。少量多昂目だ。
(2）栽培教育の改善策の検討
より多くの児童生徒に栽培に親しんでもらい、かつ、効率的に教育効果を上げるために以下の改善策
を見出レ、次年度試行実施する〈一部は既に実施〉。
1 ）学部附属農場による技術支援
① 栽活計画づくりの支援・・・園揚に適している、児童が喜んで作れる、学事歴と生育が合うな
どの要素に合わせた作物〈昂種〉の選定や、日程の相談。
② 栽活支援・・・園揚づくり〈幼稚園）、植え付けなどの立ち上げ時の現場指導を行い、教員を
サポート。途中のモニタリング。〈既に実施〉
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③ 資材の利用 ・・・ 農場保有の機械 ・農具の利活用 （実施済み）
2）学部授業との連携 ・協働
学部の実習 .t受業において、附属学校園の栽培教育支援を取り込む（一部実施〉
① 幼稚園、特別支援学校のイモの植え伺けや収穫の支援・・・栽培を通じて幼児や生徒とち触れ
合い、学部の擾業としても有益
② 学部実習で育てた余剰の苗を幼稚園や特別支援学校で利用
3.今後への課題や希望
( 1 ）栽I音教育における計画の充実
従来は各学校園が自校の都合だけで決定していた栽培計画であり、作物の生育に問題がある揚合も
あった上に、 附属農場との調整にも欠け、 有到な支援・協働が困難だった。農繁期はスケジュールが
轄鞍しがちだが、有効な支援が可能になるスケジュール調整は勿論、教育上最適な作物選びを行いた
し1。
(2）収穫物の食育利用
1 ）附属学校園の児童生徒の育てた収穫物を利用した食育教育
2）附属農場生産物の食育、 給食利用 ・ ・・ 安全安I~＼野菜や米を給食に利用する方法の模索。
3）給食廃棄物を堆肥化して附属農場で利用・ ・ 給食で出る廃棄物を堆肥化して生産を行い、それ
を給食で食べれば循環する。ブロジ工クト経費で堆肥化処理機を購入。堆肥の実用性は現在実験中。
幼稚園イモ帰り（学部掻業と協働作業〉
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学校教育相談グループ
中学生を対象としたピア・サポート活動に関する研究
．附属小学校 永田純子
附属中学校 石若俊子
附属特別支援学校 島田みどり
学 部 下回芳幸、阿部美穂子
1 .問題と目的
ピア・サポート活動とは、“他者を思いやり、支援することのできる子どもを育て、思
いやりのある学校風土を醸成するだめの教育活動”と定義される、 I~＼理教育の一つである
く滝、 2004）。活動の中山をなすトレー二ング方法としては、構成的工ンカウンター・
グループやソーシャルスキルトレー二ングなど、従来のI~＼理教育のプログラムが取り入れ
られているが、他者支援をその中I~＼に据え、その疋めのスキルを身につけることを目的と
している点が特徴的である。
日本では2000年代初め頃からいくつかの取り組みが報告されるようになっている。
中学生の不登校数は依然10万人台であることから、同世代の仲間同士で支えあうピア・
サポート活動は、霊要なI~＼理教育のーっといえる。
ところでピア・サポート活動は実践的な山理教育であり、その効果について様々な角度
から検討を行っていく必要があると思われる。しかし中学生を対象としたピア・サポート
活動については、実践例の紹介はいくつか見られるものの、刻果を報告しだもの、これま
でのところほとんど見られない。
そこで本研究では、稲垣・尾崎（2006）のピア・サポート活動について、社会的ス
キル、共感性および自発性の獲得、あるいは向上という観点から、効果の検討を行うこと
とした。
2.方法
( 1）苅象者
人開発達科学部附属中学校の、各クラスの保健委員24名〈男女1名すつ、 4クラス、
3学年〉であったo
(2）実施時期
2008年10～1 1月の時期に、週に1回2時間、計6回行われた。
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(3）使用した測定尺度
0社会的スキル尺度（庄司、 1991）より、苅人行動尺度の2下位尺度〈積極的・主
張的関わりスキル、共感 ・援助スキル、各5項目すつ〉を用いた。
0多次元的共感性尺度（登張、 2003）の3下位尺度（共感的関山5項目、気持ちの
想像5項目〉を用いた。
0中学生用自主性尺度（井上 ・沖・林、2006）のうち、自発性に関する下位尺度
(3項目〉を用いた。
(4）手続き
本活動は、委員会
活動の時間を利用
して、附属中学校研
修室で行われた。各
回の内容は稲垣・尾
崎（20 0 6）であ
ったくtable1 ）。
なお使用する教材
（掲示物・ワークシ
ートなど〉は一部改
良を加えた。
活動には附属中学校の麓護教諭、附属圏のスクール力ウンセラー （臨床I~＼理土）及び
人開発達科学部の学生5名が参加した。活動のファシリテーターは人間発達科学部の学
生が交互に担当し、また各回の事前・ 事後に打ち合わせを行った。
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
3.結果
Tab le 1 ピアサポート活動の各回の内容
アーマ
仲間作り
仲間作り
話の聴き方 ・伝え方
話の聴き方・伝え方
問題解決の方法
まとめと振り返り
活動内容
自己紹介と他者紹介
1円玉のあ りかを探せ
ロールプレイ「3種類の話の聴き方」
様々な質問の仕方（クローズド・クェスチヨン、
オープン ・クェスチヨン、 5W1 H) 
5段階プロセスによる問題解決
話し合いによるプログラム評価と自己への気づき
各下位尺度については、項目の合計得点を分析に用い疋。なお、今回は苅象者数が少な
いことから、性差については横討せす、男女込みでの刻果検討を行った。
実施前後の各下位尺度得点を従属変鍛とレて、t検定を行った。平均値、標準偏差及びt
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値をまとめたものをtable2に示す。
分析の結果、多次元的共感性尺度の「共感的関I~＼」について、実施後の得点が有意に高
かつだ （t(23) =-5. 99、ρ＜.05）。
一方、社会的スキル尺度、多次元的共感性尺度の他の下位尺度、および自主性尺度得点
については、有意な得点の変化は見られなかったく社会的スキルの積極的・主張的関わり
スキル： t(23) =O. 27；共感・援朗スキル： t(23)=-0. 58；多次元的共
感性尺度の気持ちの想像： t(23)=1. 39；自主性尺度： t(23) =O. 38、い
すれもρ＞.05）。
Table 2 使用した尺度の実施前後の平均値・標準偏差
およびt検定の結果
実施前 実麗褒 t積
積極的・主張的 10. 92 10. 79 0. 27 n. s. 
社会的スキル尺度 関わりスキル (2. 02) (2. 25) 
共感・援助 1. 46 11.83 -0. 58 n. s. 
スキル (3. 05) (2. 43) 
共感的関心 1. 42 16. 08 
-5. 99本
(3. 28) (3. 22) 
多次元共感尺度 気持ちの想像 12. 50 10. 96 1. 39 n. s. 
(5. 45) (5. 58) 
自主性 6. 88 6.58 0. 38 n. s. 
(3. 63) (3. 23) 
4.警察
分析の結果、実施後に「共感的関I~＼」の得点が有意に増加していたことが示されだ。共
感的関I~＼とは、“他者の不運な感情体験に対して、かわいそう、 I~＼配するなど他者に向かう
〈他者志向的な〉感情的反応が起こる傾向”〈登張、 2002）と定義される性格特性であ
る。これは他者を援助するための基本的な動機づけに関与するものであり、他者援助を志
向するピア・サポートにおいては非常に霊要な要素である。しだがってこの共感的関I~＼得
点が上昇したことは、本研究プログラムの有効性を示すものであると老えられる。
今回検討したピア・サポート活動では、 3回目と4回目に話の臆き方に関するワークを
きんでいる。このワークにより、生徒は他者の話に耳を傾ける姿勢力T身につき、その結果
他者志向の態度である共感的関ωが高まったのかもしれない。
一方、このような共感的閉山の高まりが、実際の行動である「共感・援問スキル」の変
化へはつながらなかった。その理由はさまざまなものが考えられるが、本プログラムの内
容が、共感・援助スキルを促すのに十分でなかっだ司能性が高い。したがって、例えば5
回目のワークを、他者を援朗するためのスキルトレー二ングにするといった、共感的関山
を具体的な援問行動へつなげるようなプログラムの修正が今後必要であると思われる。
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また、多次元的共感性尺度の「気持ちの想像JIこも有意な得点の変化は見られなかった。
気持ちの想像は共感的態度とともに他者援闘には重要な要因であると思われるが、他者の
気持ちの理解には①他者がその気持ちを表出するに至る前後の文脈を読む、といった因果
関係の理解力、②相手の表情から気持ちを推測するという表情認知の能力、などが関連し
ていると推測される。本研究のワークでは、因果関係の理解力や表情認知力を高めるよう
なワークを取り入れておらず、そのだめ得点に変化が見られなかったのかちしれない。す
なわち今回のプログラムだけでは「気持ちの想像」を高めるには十分でない司能性があり、
文脈を読み取る力の育成や、表情認知を高める働きかけといったワークを組み込むなど、
今後検討する必要があるだろう。
同様のことは、「積極的・主張的スキル」にちあてはまる。すなわち本プログラムでは、
『3つの聴き方』など相E交流をめざしたワークを取り入れているが、より積極的に自分
の意見や感情を表現するスキル形成には十分でない可能性がある。同じく「主体性」につ
いても、その形成に寄与するようなワークを取り入れていくことが必要であると思われる。
本研究は、それぞれの回のワークでさまざまなねらいがある。これは、生徒の多様なニ
ーズに応えうるという利点がある反面、個々のスキルや態度形成が十分になされないとい
った限界もあると思われるo よって今後、対象者のニーズを的確に把握し、それに基づい
たプログラムの選定・実施を行っていく必要があるのかもしれない。
また本研究では、比較対象となる条件を設定していない。したがって今後は、他の委員
会活動を比較対象とするなどして、プログラムの効果の妥当性を検討する必要があると思
われる。
5.引用文献
稲垣応顕・尾崎康子（2006）：附属中学校におけるピアサポーター震成プログラム実
施についての事例研究 富山大学人開発達科学部・附属学校園共同研究プロジェクト
平成18年度報告書， 87-94.
井上史子・沖裕貴・林徳治（2006）：南学校における自主性尺度項目の開発教
育情報研究， 21(3), 13-20. 
庄司一子（1 9 91 ）：社会的スキル尺度の検討教育相談研究， 29, 1 8-25. 
滝充（2004）：ピア・サポートではじめる学校づくり 中学校編金子書房
登張真稲（2003）：青年期の共感性の発達一一多次元的視点による検討 発達I~＼理学研
究， 14(2),136-148. 
6.付記
ピア・サポート活動は、学部3年教育I~＼理コースの中川綾乃、 2年の曽原千愛、長山由
佳、長谷川真穂、室伏梨華、若林聡子が交Eにファシリテータ一役を担った。
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1 テーマ
2 目標
3展開
場面
活
動
導 嬰確山回 会長） 
認、
入
~~ 
展
主動1 会
開
振返り 7 さ（ 
り
まと
め
予告言さ
付録各国の指導案
第1回ピア・サポート（保健委員会）指導計画（案）
仲間づくり（協力）
1 ）ゲームを通して協力しあうことで、仲間意識をつくる
2）お互い尊重し、仲間づくりや仲間関係を作る
主な活動内容 指導上の留意点
・活動の目標を確認、
－座席は指定（3グループ）
・「ピアJとは仲間、「サポート」とは支えあうこと・仲間同士の支え
であることを伝え、活動の
雰囲気作りをする（机12、
合い活動をピア・サポート品、うことを確認する。
イス 12）。
・今後の予定を伝達し、活動に対する意欲を高める。
－目標と進め方を明確にす
・今日の活動目標を確認、
る。
－今回のテーマは仲間作りであり、仲間同士での協力を目標と
－リーダーとサブリーダー
した活動であることを伝える。
を紹介する。
・ゲームの説明
・「背中で伝言板Jの説明をする。 ・1グループ：6人
ゲームの意義や内容を説明し、場所移動させる。 ・全員ゲームを理解している
．ゲーム開始 か確認し、必要な場合はサプ
－ゲームのデモを行う＝今本番開始 が個別に説明する。
．ゲーム終了
・主活動の説明 ・説明を理解していない生
・「1円玉のありかを当てろ！ Jの説明をする。 徒、とけ込めていない生徒
※アップを行ったチームで、お互い協力して活動することを には、サブリーダーが声か
意識する。 けをする。
・主活動の開始 －二回戦目はCグループと
・グループ分けの説明をする。（A・B・C) Dグループが交代
－作戦タイム 1分半× 3 ・コイン回し 30秒× 6 ・全員の集中力が切れない
・記入の相談1分× 6 ょう、進行はテンポよく行
・主活動の終了 フ。
・活動の振り返りをする
－振り返り用紙を配布
・今日の活動がねらいに沿って行うことができたかを振り返る。
（各担当グループのサプが配
※チームの作戦の工夫や成果、チームのメンバーの役割や
良さなどを聴き、全体にフィードパックする。
布）
・次回の予告をする
－振り返り用紙を回収
－次回のピア・サポートは『上手に話を聞いたり、伝えたりするこ
（各担当グループのサプが回
とjを目標にした活動であることを伝え、時間、場所の確認をす
収）
る。
－次回の概略を伝え、動機づ
・振り返り用紙の記入・回収
ける。
－名札、ポートフォリオ、振り返り用紙の回収呼びかけをする。
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1 .テーマ
2.目標
3. 展開
場面
活
動
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襟確認q口〉 " ーJ~ 
入
子ア 骨会
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活動分
開
警孟官会
まめと
り
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第2回ピア・サポート（保健委員会）指導計画（案）
話の聞き方
1 ）偉そうな聞き方、そっけない聞き方、相づちやうなずきを交えた聞き
方の3通りの聞き方を体験し、それらを比較する。
2）聞き手の態度によって、話し手の気持ちがどのように影響するかを体
験し、いい話の聞き方の大切さに気づく。
主な活動内容 指導上の留意点
・前回の活動を振り返る －座席は指定であること
－前回の感想を紹介し、「仲間づくりJを目標にした活動を を伝え、活動の雰囲気作
思い起こす。 りをする
・今日の活動内容を確認、 ・目標と進め方を明確に
・今日のテーマは話の聞き方であり、 f上手に話を聞いたり、 する。
伝えたりすることj を目標にした活動であることを伝え －リーダーとサプリーダ
る。 ーを紹介する。
・ゲームの説明
• rジェスチャーゲームjの説明をする。 ・全員ゲームを理解してい
ゲームの意義や内容を説明する。 るか確認し、必要な場合は
．ゲーム開始 サプが個別に説明する。
・ゲーム終了
・前にイスを4つ用意する。
・主活動の説明 (1対3の形で）
－話の聞き方rAさん、 Bさん、CさんJ ・説明を理解していない
・モデリングを交えてロールプレイのやり方の説明をする。 生徒、とけ込めていない
・グループ分けの説明（机ごと4人グループ） 生徒には、サブリーダー
・主活動の開始 が声かけをする。
・ロー ルプレイ開始（30秒×3を4回繰り返す） ・事前に役割カードと観察
・主活動の終了 用紙を配布
・活動の振り返りをする
・FELORを通して、今日の活動のまとめをする。 ・FELOR資料、振り返り用
－話し手側が話しやすい聞き方の大切さを確認する。 紙を配布（大学生）
※数人に今日の活動の感想を聞き、全体にフィードパックする。
・次回の予告をする
－次回の活動は「問題を解決する方法jとまとめであることを伝え、 －振り返り用紙を回収
時間、場所の確認をする。 －次回の概略を伝え、動機
・振り返り用紙の記入・回収 づける。
・名札、ポートフォリオ、振り返り用紙の回収呼びかけをする。
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第3回ピア・サポート（保健委員会）指導計画（案）
話の聞き方
, ）偉そうな聞き方、そっけない聞き方、相づちやうなずきを交えた聞き
方の3通りの
聞き方を体験し、それらを比較する。
2）聞き手の態度によって、話し手の気持ちがどのように影響するかを体
験し、いい話の聞き方の大切さに気づく。
活動内容と指導者の主な指示 留意点・役割
・前回の感想を紹介し「仲間づくりjを目標にした活動を思い起こす
－会場準備（全員）
・今日の活動テーマを伝える
・今日のテーマは話の聞き方であり、「上手に話を聞いたり、伝
・座席は指定（各学年
えたりすることJを目標にした活動であることを伝える。
男女別）
・ゲームの説明をする ・ゲームを理解してい
・『ジェスチャーゲームJ るか確認
0体や表情を十分にほぐし、リラックスしてもらう。 ・前にイスを8個用意
0言葉を使わずに、グループのメンバーに伝える努力をする。 する
・ 主活動の説明をする→話の聞き方「Aさん、Bさん、Cさんj
03つの話の聞き方を体験することで、話し手側に与える影響を比較 －前にイス4つ（1対3の
し、いい話の聞き方の大切さに気づく。 形で）
・モデリングでロールプレイの仕方の説明をする。 －デモを行いながら説
・グルー プ分けの－説明（机ごと4人グルー プ） 明
・ロー ノレプレイ開始（30秒×3を4回繰り返す） ・役割カード・観察用
Oやり辛かったり恥ずかしかったりするカもしれないが、頑張って演じ 紙配布
るよう努力する。
・活動を振り返る
・FELOR資料配布
・FELORを通して、今日の活動のまとめをする。
・感想を受けての振り
. ＂＇＂、話の聞き方の大切さを確認する。
返り
・何人かに今日の活動の感想を聞く。
・次回の予告をする －振り返り用紙配布
－次回の活動は「話の聞き方jの2回目であることを伝える。 （サプ）
－振り返り用紙の記入 －次回予告
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第4固ピア・サポート（保健委員会）指導計画（案）
1.テーマ 話の聞き方（質問の仕方）
2.目標 「はいj「いいえ」で答えられる質問と、 5W1Hを使った質問の違いを理解
する。
3.展開
場面 主な活動内容 指導上の留意点
－座席は指定であること
2 活動容内
・前回の活動を振り返る。 を伝え、講習の雰囲気
－前回の感想を紹介し、『話の聞き方Jを目標にした活動を 作りをする。
想起させ、意欲を高める。 －目標と進め方を明確に
分の ・今日の活動テーマを伝える。 する。
確認、 ・「話の聞き方Jについて、 2種類の質問の佐方を体験し、
導 その違いを話し手・聞き手の立場の両方から感じる。 －椅子のみ：横6列、縦
4列
入 ． ゲームの説明をする。 ・ゲームを理解していiる口~ 
－ゲームの意義や内容を説明し、リラックスできるよう準備 か確認し、必要な場
分7ヨ司 守可ミ
をさせる。 に個別説明をする
・「注文の多い料理店Jを行う。 ・お客様係り（サプ）は
・結果の発表を行う。 メニュー表の順番通
・記録係が、各グループの正解数を確認する。 りに、生徒に見せる
・主活動の説明をする。
・5W1Hの質問と「yes・noJの質問の仕方それぞれを体
展開
1 主 験し、相手の話を引き出すためにはどのような質問の仕方 －活動を理解しているか
分5 活動
が有効であるかを体験させる。 確認し、必要な場合に個
質問のテーマは同一にするよう伝える。 別説明をする
・主活動（ロールプレイ）開始
・ロールプレイ開始（各回1分半）
・活動を振り返る。 －話し合いは4人グルー
－今日の活動がねらいに沿って行うことができたかを振り返 プで行い、（各学年の
ま
ふ る 1 • 2組、 3・4組同
り 士）活動のねらいに沿
と 2カ＝ ・グループでの話し合いを行う。（時間： 4分）
め 0え －それぞれの質問のよさや、使いやすい場面などを話し合う。
って話し合われるよ
分り う助言する。
・生徒の感想を受け、今日の活動を振り返る ・生徒の感想を受け止め
・振り返り用紙記入 振り返りに活かす
1 予止i::I ・次回の活動を説明する。 －次回の概略を説明し、
分 －次回のテーマ：『問題を解決する方法J 動機付けを行う。
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第5回ピア・サポート（保健委員会）指導計画（案）
1 テーマ 問題を解決する方法
2 目 標 1 ）相手の気持ちを理解するために、出来事と感情の両方を聞き取る。
2）問題解決の5つのステップを学び、相手が自分自身にとってよい意思
決定ができるようにサポートする
3 展開
場面 主な活動内容 指導上の留意点
導
（?
? ）
???????
・前回の活動を振り返り 卜座席は自由（ペア）である
前回の感想を紹介し、 f話の聞き方Jをテーマにした｜ことを伝え、活動の雰囲気作
活動を思い起こす ｜りをする。
・今回の活動内容の告知 卜「お願いJ用紙を事前に配
テーマ「問題を解決する方法jであることを告げる｜布し、活動の見通しを持たせ
日常生活での相談された場面を思い起こす ｜る。
どのように解決したらよいか、 1つの具体的な方法卜目標と進め方を明確にす
を紹介することを告げる ｜る。
入｜ ｜・ ゲームの説明をする 「新学期・プランエングj
て吉｜・ゲームを進行する。
タ会｜・活動時間計3分
・ゲームの意義を説明し、主活動につなげる。
－全員がペアを作れているか
確認し、ベア作りのできてい
ない生徒に対してサポート
する。
展 （?
? ）
???
関
・主活動の説明
日常生活での相談された場面を思い起こす 卜「問題解決シート（裏は5
1つの方法として『5段階を意識した問題解決方法」｜段階を意識した問題解決
を紹介 ｜法）Jを配布
段階ごとのモデリングと説明
・主活動開始
－解決シートの記入方法を説
明する。
－説明を理解していない生
（?
? ）
????
???
・活動の振り返り
．徒、話し合いがスムーズでな
・ペアでの話し合い ｜ 
｜い生徒には、サブリーダーが
1. 相手の気持ちの理解に大切なことは何か？ ｜ 
｜声かけをする。
2. 相談者本人が意思決定できるようサポート｜ ~ 
｜・話し合いのポイントを掲示
するために大切なことは何か？ ｜ 
｜しながら説明する。発表 ． 
まとめ
・次回の予告
次回は、ピア・サポート活動全体の振り返りをする
予 11 ことを伝える。
告会 l・振り返り用紙の記入・回収
名札・ポートフォリオ・問題解決シート・振り返り用
紙の回収呼びかけ
－振り返り用紙を配布
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第6回ピア・サポート（保健委員会）指導計画（案）
1 テーマ 活動の振り返り
2 目 標 1 ）ピア・サポートを振り返り、学んだことを思い起こす。
3 展開
場面
分~ 活容動内
の
導
確認、
入 ア
ツ
プ
，但町、
8 
分
主
展
活動
”h、
2 
開 。
分
振
り
返
り
ま ，－町、
2 
と 分
め
（ま
3 と
分）め
2）ピア・サポート活動を通して、これからの生活の中でどのように生かすか
を考え、実践への意欲を高める。
主な活動内容 指導上の留意点
0前回の活動を振り返る
－座席は指定であることを
・前回の感想を紹介し、ピア・サポートで学んだことを生
伝え、活動の雰囲気づくり
かして活動を進めたことで、充実した活動ができたこと
をする。
を思い起こす。
・ポートフォリオを通して、
0今回の活動内容を確認する。
これまでの活動を想起でき
・これまでの活動を振り返りながら これからの生活の中
での生かし方を考える活動であることを理解する。
るようにする。
0ゲームの内容を確認する。
・「誕生日チェーンJの説明を聞く。 ・ルールを守り、和やかな
0ゲーム開始 雰囲気で進むよう配慮す
－ゲーム終了後、誕生日順に並んだかを確かめる。 る。
－活動の意義を確認し、主活動への意欲を持つ。
0主活動の内容を確認する。 －振り返り用紙（No.l）を記
「ピア・サポートjの目的を再確認する。 入しながら、これまで学ん
ピア・サポートを通して学んだことなどを振り返り、 だことを振り返る。
振り返り用紙に記入する。 －仲間の意見を参考にして、
ピア・サボーターとして、これからの生活の中でどの 自分の考えをまとめるよう
ように生かしていけるかを発表する。 助言する。
0活動全体の振り返りを行う。
・よりよい人間関係を築くためには、 f聞くことJ「話すこ ・ピア・サポートの目的を
とJすなわち「会話jが大変重要であることを確認する。 理解し、今後の意欲付けが
－今後、学んだことを生かし、ピア・サポーターとして温 できるよう助言する。
かい人間関係づくりが進められるような願いを持つ。
0活動の協力者への挨拶をする。 ・共に活動できたことを感
0振り返り用紙を記入する。（No.2) 謝しまがら、まとめる。
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交流グループ報告
高機能自閉症生徒の集団参加について
－附属中学校への援業参加－
代表者 水内豊和
特別支援学校 北川雅恵 野原芳年 荒木直美 黒地忍
1 .はじめに
平成 18年度後期より、本校中学部3年生の高機能自閉症の男子2名が附属中学校ヘ
綬業参加を行ってきた。この取り組みを、今年度はどのように行うかを年度当初に部会
で検討した。 1年半の取り組みから、対象生徒達の変容は以下の通りである。
①馴染みのない大集団の中でも、徐々に揚を共有できるようになってきている。
②対象生徒達に、附属中学校の生徒と一緒に侵業を受けたいという意識が芽生えてきて
いる。
③課題に取り組み、書いたり、考えたりすることに達成感を感じるようになっている。
④自分の考えを整理し、伝えようとする姿が見られるようになっている。
また、中学部 3年生という年齢から、今後、一般学校の生徒との交流の機会をなかな
か取ることはできないと思われる。一方で高等部卒業後の生活を考えると、この経験は
苅象生徒達に取っては重要だと思われることから、今年度ち、継続して援業参加を附属
中学校にお願いすることにした。
2 授業参加の意義
( 1）支援目標との関連について
特別支援学校では、生徒一人一人に「個別の教育支援計画」を作成している。これは、
3年後の姿をイメージしながら、保護者と相談レて目標を立案し、それを達成するために、
保護者や地域の支援機関と連携して支援を進めていくものである。また、毎年その支援
目標を受け、支援機関の一つである学校では「個別の指導計画」を作成し、教育課程と
の関連を明確にしている。対象生徒の個別の教育支援計画の 1年間の支援目標は以下の
通りである。
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生徒A：教師の男守る中、友達と話し合って休日の予定を立てることができるo
生徒B：教師の見守る中、リーダーとして中山になり、友達と話し合ったり、友達に
わかりやすいように指示を出レたりして活動することができる。、
さらにこの目標を受け、「個別の指導計画Jでは、 2人の対象生徒とも「自立活動」「国
語J「生活単元学習」をより具体的な指導の揚としている。しかし、昨年の紀要でも述べ
たとおり、本校の学習集団は限られていることや、伝える側の障害の特性や受け手の障
害の特性から「友達に話す・伝える」活動ちパターン的なものに陥りやすく、友達の返
答を受けてのやりとりにも限界があると思われる。そこで、本校で友達との話のやりと
りの基礎を経験し、附属中学校の授業で全体ヘの一斉指示による活動や、少人数のグル
ープ学習での話しのやりとりを行う経験は、個別の教育支援の目標達成という観点から
も、指導方法のーっとして有効であると思われる。
(2）授業参加にあたっての基本的なスタンス
対象生徒が、附属中学校での授業参加で目指す姿は、個別の教育支援計画を受け、「グ
ループ学習の揚面で、テーマについて自主的に発言する」である。具体的な姿として、
．自分の者えを言う0
・他の生徒の発言に「自分ちそう思う」と言う0
．どうしてそう思つだのか理由を言う。
を考えている。
さらに、参加する授業については、昨年度まで参加していた「総合的な学習の時間」
は、 2年間連続して 1年生の綬業に所属していたので、調べ学習の内容が重複するであ
ろうこと、また、今までの取り組みで集団参加への基礎的な態度が培われたことから、「総
合的な学習の時間」には参加せす、座学学習も含めた学習活動に参加することが司能で
はないかと考え、昨年に引き続き「家庭科Jでの授業参加をお願いしたいと考えた。
(3) 事前の打ち合わせ
7月に附属中学校の家庭科担当教諭との打ち合わせを行った。上記の内容を本校からの
希望として伝え、受け入れ側の附属中学校の意見を伺った。
＜年間指導計画＞
1年 9月 ～食物
10月 ～調理
2年 9月 ～住居
1 1月 ～保育
3年後期は授業がない
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＜家庭科担当教諭のコメント＞
0以下の理由から「食物」の単元への参加が良いのではないか、という意見をいた
だいた。
. 1年の「食物」は話し合いと実験的活動を繰り返す学習内容であり、附属中学校
の生徒もゼロから学んでいく。
・「食物Jは5人程度のグループ学習で進める。
・予習の必要性はないと思われる。教科書・ワークシートち使用しないと思われる。
上記のご意見をふまえ、本校の希望は
・苅象生徒は調理・買い物の経験はあるので、食物についての知識を学習すること
で日常生活に即した買い物の知識を身につけることができると思われる。
・学習形態はグループ活動が中山であるため、「話し合いを繰り返し」経験すること
ができる。
・テーマが身近な物であることや、附属中学校の生徒も初めて学習する内容である
ことから、差があまり闘かないと思われる。
以上をふまえ1年の「食物」の単元に参加させていただくことにした。
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3 浸業参加の実際
( 1 ）慢業の様子について
（以下、附属中学校での綬業中の様子、授業後の本校での様子について述べる〉
1) 9月1日の授業 「食品のソムリ工になろう！」
T ：附属中学校家庭科担当教諭
担当：附属特別支援学校中学学部主事かクラス担任
授業の流れ 生徒の様子
0「食品のソムリ工」になることを知る。 OTの話を聞き、板蓄を見ながら、ノートを書
き取っていくことができている。
A：大まかなことだけを羅列。
時々、担当が声を掛ける。
B：積極的にノー トを取る。
まとまりのある内容を意識してノート
を記入レている。
0二種類の産地が異なるサツマイモから 0グループ活動（話し合い活動〉
生鮮食品の選び方を知る。 実際にサツマイモを見たり、触ったり、匂い
→五感（視覚・触覚・嘆覚・昧覚〉を をかいだり、食べたりして分かつだことを発
使って、よいものを選ぶ。 表する。
A：グループの人に話しかけられ、それに応
じながら、体験していた。発表はしない。
B：自分から積極的にいろいろ体験していた。
自分からグループの人に働きかけるこ
とはなかったが、味見するサツマイモが
なかったときに、 Tに依頼することがで
きた。分かったことも意欲的に発表しょ
うとレ、挙手していた。
く〉侵業後の僚子
A：伺を勉強してきたかを「これほどうだつた？」等、担当が一つ一つ細かく質問
すると、ノートを見ながら、答えることができだ。
B・：「どんな勉強をしてきたの？」という担当の質問に、ノートを見ながら「野菜
のソムリ工になって、五感を使って調べていく」等、授業の概要を捉えて答え
ることができた。
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2) 9月8日のj受業 「食昂のソムリ工〈もの選びのスペシャリスト〉になろう！」
慢業の流れ 生徒の様子
0「生鮮食昂」の定義を知る。 OTの話を聞き、板書を見ながら、ノートを書
「野菜・果物・肉・魚など生産地でとれた き取っていく。
ままの鮮度を保ち加工されていないものJ A：ノートを書き始めないため担当が声を掛
けると以後周りを見ながら書き始める。
B：積極的にノートを取る。まとまりのある
内容等を意識して枠線等も交えてノー
トを記入している。
0トマト、ほうれん草、豚肉、魚の新鮮な物 0個別活動
を見分ける。 トマト、ほうれん草、豚肉、魚が置いてある
→実際にスーHーで選ぶ時には昧覚は テーブルを回り、ワークシートに視覚・嘆覚
使えないため、視覚・嘆覚・触覚を －触覚を使って調べた特徴を記入しながら、
使って新鮮なものを選ぶ。 新鮮なものを選ぶ。
A：どこから回ればいいか戸惑っていたため
Tが声を掛ける。シートの記入について
ち戸惑っていただめ、 Tが「どんな色？」
と質問しその答えを壱えて記入してい
つだ。
B：次々とテーブルを回り、他の生徒に混ざ
って調べながらワークシートを記入す
ることができた。
く〉侵業後の様子
A：自分がスーパーで買い物をすることと今回の学習がつながり、担当の質問に適
切に答えることができた。
B：実際に体験してきたことの感想を言うことができた。 〈腐った食昂の匂いなど〉
担当の質問にワークシートを見ながら答えることができた。
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3) 9月11日の綬業題材名「表示から加工食品を選ぼう」
慢業の流れ ｜ 生徒の様子
0「加工食品」の定義を知る。 10個別活動。 Tの話を聞き、板書を見ながらノ
. co oとサンキストの表示からわかる ｜ ー トを書き取っていく。
ことの洗い出し I A: Bの様子を見ながらノートを書く。
0 「昂質表示」について
・co oとサンキストの比較
0「食昂添加物」について
－昂質表示からの読み取り、伺のための
物かを知る。
－実際にc0 oを作る様子を見る
く〉授業後の様子
B：積極的にノー トを取る。 2回挙手。 2目
指名。
「栄養成分表示」「賞味期限」について発
言する。
0グループ活動
co oとサンキストの拡大表示を他の生徒
と一緒に見て考える。
A：グルー プの男子生徒に声掛けしてもらい、
眺めている。
B：積極的に資料をのぞき込み挙手する。
「本当においしいですか」と言う。
・A：楽しかったとの感想を話してくれた。
・B：「加工食昂にはいろいろな物が入っているね」の担当の話しに「MフーズJ
の事件を話す。
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4) 9月22日の慢業 「おいしい豚汁を作るためにはどうしたらいいか」
綬業の流れ 生徒達の様子
0実際の「食晶表示」を見て、食品名を当て B：積極的に挙手。答えは還っているが、添
るクイズ。 加物のカタカナ名から「薬品」のような
ちのを想像し、発表していた。
0「おいしい豚汁をつくるだめには、これま 0個別活動
での学習からどんなことが大切か」を者え Tの話を聞き、板蓄を見ながら、ノートを
る。 書き取っていく。
「五感Jから。 A:Tの直接指示を聞いてノートを書く。
－温度、見た目、昧の濃さ、産地、新鮮さ、 B：積擾的にノー トを取る。
匂い、具の大きさ・固さから。
－インスタン卜の豚汁の具を見たり、 0グループ活動
試食しだりする。 A：同じグループの人にインスタントの豚汁
を見せてもらっている。
B：自ら、インスタントの豚汁を見せてくれ
るように言って、のぞき込んでいる
0次固までに、豚汁の材料を者えておく。
く〉授業後の様子
O次回の掻業に向けて、 「豚汁」の材料を担当と確認。
A：材料を次々とノートに書き、発表することができた。
B:Aほどは思い浮かばす、 Aの発表を聞いて納得しながらノートに書いていく
ことができた。
O本校であった、 「事故米」の話をする。
A：あまりピンときていない様子であつだ。
B：普段新聞で読んでいたことを話したり、 「こわいね…」という感想をちらしだ
りしていだ。
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5) 9月29日のj受業．「おいしい豚汁を作る計画を立てる」
綬業の流れ
O 「豚汁」の材料を知る。
－材料の旬、調理の仕方〈水から、お
j易から〉
「体を温める食材J 「体を冷やす食材
．野菜の切り方の確認
0ワークシートに調理計画を記入する。
・材料を記入。
・係分担を記入。
．手順を記入。
0調理実習の持ち物、揚所の確認。
生徒の様子
OTの話を聞き、板書を見ながら、ノートを書
き取っていく。
・A：ノートを書き始めないため、担任が声を
掛けると書き始めた。
・B：積極的にノー トを取る。
0グループ活動
実際の調理班に入って、ワークシートを記入
していく。
A：係分担では伺ち言えなかっただめ、 Tが中
学生に「準備係は時間の都合上難しいこと」
を伝えた。 Tに促されてワークシートを記
入。途中、 5人分の材料の分量計算では進
んで記入していた。
B：自分で係分担では「片づけ係Jになること
を伝えていた。周りを見ながら、ワークシ
トーを記入した。
。授業後の様子〈学校に戻ってからワークシートを仕上げ、次回の確認をした。〉
A：綬業中には発言できなかったが、学校に戻ってからの復習では、野菜の切り方
や材料の分量など、積極的に発表することができた。
B：資料集を見ながら、材料の分量を一つ一つ確認し、ワークシートに記入レてい
くことができた。
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6) 10用20日の援業 「おいしい豚汁をつくる」
浸業の流れ 生徒の様子
0 「豚汁作り」の手順を知る。 0 Tの野菜の切り方の示範を見て確認する。
－野菜の切り方の確認 A・B:Tの手元が見える揚所に移動する。
－調理時間の確認
0身支度、手洗いの後、グループに分かれて 0グループ活動
調理実習を行う。 附属中の調理班に入って、作業を分担し調理
－野菜の下ごしらえ を進めていく。それぞれ別の班に入る。
－煮込む A：自分から伺をするかを言うことはできすな
・試食 んとなく待っていると、附属中の生徒から
－片｛すけ 人参の皮むきを頼まれた。その後、味付け
では昧見係になって、附属中の生徒に昧借
けについて尋ねられていだ。 Aの「OKサ
イン」で昧が決められだ。塩度計による計
測では「ちょうどよい昧」と判定された。
B：自分から仕事を探して、人参の皮むきをし
たり、鍋に水を計って入れたり、豚肉を細
かくちぎって入れたりすることができた。
附属中の生徒が鍋の様子を見ているとき
に、先を見通して片伺けを行うこともでき
た。
く〉媛業後の様子
A：「野菜は固かったo 昧はおいしかった。」という感想を言つだ。
B：「野菜の昧がそのまま出ていた。」という感想を言つだ。
4 成果と課題
( 1）個別の教育支援計画の目標における成果
本校では経験できない集団での学習内容であり、対象生徒にとっては、大きな刺激
になったと思われるo また、自分の意見が遣っていてち不安定にならすに、教師の全
体への言葉掛けをよく聞くようになったと思われるo 個別には以下のような成果が見
られた。
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A：友達の発言を聞いている、注意を傾けているという様子が旬えるようになったo
友達との話し合いでは、教師の見守りは必要であるが、友達に「どうする？」と
いったようなごく簡単な発言が見られるようになっだ。
B：友達との話し合いでは、自分の意見をはっきり言うようになっだり、友達の意見
を聞いてごく簡単なやりとりができるようになったりした。また、司会では、進
行表にない発言ち、その揚で壱えて言う揚面が見られるようになった。
(2）苅象生徒に関わった人たちの様子
1 ）附属中学校家庭科担当教諭
「また、いつでも来てください」「B君が伺度ち挙手する積極的な姿に驚いた」
というコメントをいただいた。
2）附属中学校の生徒
特に意識した様子もなく、ごく自然に2名の苅象生徒を受け入れ、苗字を言っ
て話しかけたり、資料を見せてくれたりした。
3）保護者
対象生徒が「j受業を楽しみにしている様子をうれしく思った」というコメント
をいだだいた。
(3）課題
この取り組みを通して、新たに見えてきた課題は以下のとおりである。
A：自分に苅しての情報を受け取ったという発信を、どんな揚面・集団でも行い、
自分の考えや思いを含め、簡単な話のやりとりを行うことができる。
B：集団の中で発せられた情報を、自分にとって必要かどうかをメモに取ったり
レながら取捨選択し、自分の考えや思いを含め、簡単な会話のやりとりをす
ることができる。
5 まとめ
本実銭は、昨年度に引き続き、「対象児にとって」伺が大事かを優先した結果、このよう
な附属中学校での学習活動への参加という形態をとっているo 本年度は、よりこの教育活
動が、個別の教育支援計画や個別の指導計画の中に的確に位置づけられ、生徒にとっての
教育的必然性があるものとなっていること、そしてそこには、本人や保護者の願いが反映
されていること、さらに、生涯を見通して中学部の今この教育活動が大事な意味を持つの
だということを、年度当初より支援者間で再認識している。そして当然であるが、 2名の生
徒がそれぞれに附属中学校の侵業参加で得られた成果と、持ち帰り取り組むべき課題とが、
また普段の授業に織り込まれていくのである。そういった意味で、本実銭は、単なる「形
式的な」交流活動ではなく、個に応じた教育を志向していく過程において必要と考えられ
る「最善の方法」であったことを昨年度に続き再度強調しておき疋い。
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